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孤 屋野坡 利 牛の 三人 此猿を 撰み たり、 され ど 其の 芭蕉が 鑑 裁に 成れる 

こと 論 無し。 題號の 因りて 起れ ると ころ は、 芭 蕉 の 言 に、 か の 冬 籠の 夜き 

..^火桶のもとにょり、くぬぎ炭の ふる 歌 を 打 誦しつ るう つ りに 炭俵と い 

へ る は 俳な りけ りと ひとりご- たる を， 小 子 聞 1^5..^ てよ しと 思 ひ 得る に 

ゃ此维 を 撰ぶ 媒 とな..^ にた.^、 こ の 意 もてよ ろしう 序 書きて よ、 と ありし 

よ，， -、 其 おもむき を 記した る 素 龍が 序により て 分明な り。 蓋し 古の 歌聖 

俊 成 卿の 歌 を 案 やる や、 裘 夜 孤 燈、 古 淨衣を 着て 端然と して 桐 火桶 を 擁し. 

沈 思 默 想 之 を 久しう し、 歌 成って 淸 髙、 人 皆感 せり。 孤 屋等三 子、 芭 蕉 の 俳 


諧 に 參 し * 草 庵の わびしき 冬 に- 

に  おき  横にな  ほしつ、 推敲  苦 至 

の 緣を引 き、 今 の 興 を寓し て、 謙 

依の 名 を 取 出した るなる ベし- 

:n 合の 歌に よ り、 ひ さ ご は 南 華 

句に よりて 名 を 得た るなる が、 

もしろ く、 野 にして 鄙なら す。 

易な り。 許 六 曰 く、 冬 の 日出で 

猿 襲 は 炭俵に 破られたり と。 

蓑 は 冬の H に 優 り、 後 に 出で た 

く  ゆれ ど も、 然 に は あら す、 集 

づ からにして 變 じて. 句ぶ， 0 も 

佳 築な りと 雖 も、 俗 耳に 入り 易 

となれ る 城 ありん 野 坡は志 田 


火桶の けし 炭、 條 の 

し て、 主客 終に 數篇 

遜と俳諧とょ.^野 

" 冬 の 日、 春 の 日 は 

の 寓  一一 一一 n、 仙 趣の 放 言 

此 集の 名 はいかに 

全卷の 風、 猿 蓑 よ り 

、 みなし 栗 落 ち、 冬 

是の 如くに 說く時 

る 集 は必す 前に 出 

々 にて 作者 も 異な 

附味も 漸く 動き 遷 

き 傾 ある を もて、 後 

氏、 江戶三 井 雨替店 


折 箸に 瑭の 小さき を竪 

のお 有. 0  。 そこより 十：： 

趣 おもしろく 碎 けて 炭 

集の 季 によ.^、 喷 野は姬 

に よ り、 猿 0 は 卷 頭の 一 

も 俳諧ぶ りに て輕 くお 

叉 一 段輕く 淡く して 平 

の H は 猿 蓑に お ほ は れ. 

は、 炭 俵 は 猿 蓑に 優 り、 猿 

でた る 集に 優りた る 如 

り、 時代 も 移り、 風 小： 1： お の 

るに 至れるな り。 炭侬 

の 平凡 淺 近の 俳諧の 俩 

の 奉公人、 利 牛 は 池 田 氏、 


同じく 三 井に 仕へ し 

句 甚だ 多 し， 炭 俵 の 一 


ざ 

せ 


一 句 

力ら-す 

小 梅の 

れを打 


所以な， 0  。 た V 

へ藉. ^たれば、 能 

0 野 坡は詩 眼 詩 

-師 恩と いふと 雖 

元祿六 年より 撰 


平 


者、 孤 屋 は 小^!^ 氏、こ れ も 三 井 

集、 芭蕉 の 薰化を 得て、 卑し か 

し 此 三 人 の 器 ま た 優 れ た ..^ 

く 世に 親 まれ て、 而 も 简味悅 

才許六 支考に 超えたり、 撰者 

も、 其 力 もまた 能く 之 に 當 る 

せられ、 七 年 夏 成 る。 


梅が 香に の つと 日の出る 山路 哉 


明. 解 を 要せす。 但しの つと はぬ つとに 

聞 え て、 お ほら かに 響け ば、 か ， 

詩 の 句、 暗 香 浮動 月 黄昏と いへ る は 

飜 し て、 曉 の 梅 か 香に 旭日の 晴々 たる 


句づ くれ 


色 曰 ETT 


力 ^ 

淸新 爽快、 いふべ くも あらす。 梅が 香に 招かれて 


同じ 

る な 

人 の 

に B 升 

日 の 


の ものな り。 此 三人の 

らす と雖も ！ G も 高から 

_ 炭俵の 一 集、 其 iw: の聲援 

ぶべ しと 爲 さる 、所以 

の 名 を 負 ひ て 此 iili^y 成 

に堪 へたり とい ふべ し ( 


笆 蕉 

ど、 の つとの 方、 卑し 

し。 宋林和 靖山圃 

ると ころな り。 そ 

とせる を 云 へ る は、 

るが 如くな る、 正 に 


か れ 

る ベ 

ら ん 

出 づ 


是れ 俳諧の 極眞極 高のと ころ、 一 步を 過れば 甚だ 俗 甚だ E1 なる に墮っ 


を 承 i 

る 梅の 


ところく に 雉子の 鳴た つ 

は 遠近な り。. 此句、 山路に 雉子 を 打 添 

て. 爽 やかなる 情 景 をお の づ からに 具 

枝に 维子を 付けて 奉る こと を 思 寄せ 


へたる のみに あ 

し た る、 甚 だ 好し 

たる 解 はよ ろし 


家 普請 を 春の 手す きに とり 付て 


農家の 春の 手 明の 實際 なり。 取 付て は始 むる 也〕 

上の たよりに あがる 米の 直 

上と は 都が たなり。 米の 直の 昂るは 農家の よろこび 也 „ 


野 坡 

ら す、 前 句の 氣^ 

. 徒然 草に 云へ 

からす。 

同 


芭 蒸 


宵の 內 はら /\ とせし 月の 


は ら //^ とせし は、 雨 いさ 、 かば か b 降りしなり。 月の 雲に 月 前に 雲 行 き 

て 風 もさまで ならす 晴れ 曇れるな り。 此方 は 然樣な b しに と、 上 は 大風 雨 あ 

し 由 の た よ り を 聞 き て、今 更 に 其 夜 の さ ま を 現 在 に し て 想 へ るな り。 

藪 越 はなす 秋の さびしき  野 坡 

雨 過ぎ 月 洩れて 雲猶 在れ ば、 明 月 良夜と は 云 はれね ど、 藪 越しに 語 を 交す 秋 

のさび しき 景な， o。 曉臺曰 く、 は ら とせし に 教のひ き ありと。 想 ひ 得 

て 精、 說き 得て 細な り。 

御 頭へ 菊 もら はる、 めいわく さ  同 

組 屋敷な どの 體 なり。 丹誠の 效有 b て. 黃 花の 光を揚 ぐるに 當 \ 頭 立ちた 

る 人に 所望され たる 迷惑 さ. 猜 知すべし。 

娘 を 堅う 人に あはせ ぬ  } 巴 菊 


前 句の 菊を此 句の 娘の 名に 擬 しての 

昔氣 質に て， 娘 を 愛護 祕藏 

とする 也。 養 花、 愛兒、 何の 

氣風、 お づ からに 是 の 如き 

來 りて 示し 附 けたる にお 


舊解は 宜しから す。 菊作りの 老人の ， - 

け 口 に^させ じ 

作りて 樂む 人の 

ところ を 探 取し 


し， か ^そめに も 由無き 者の 眼に か 

關 はると ころ は. けれど 菊に て も 

有る ベ し、 と 何人に も點頭 さる ベ き 

もしろ き 味 あり。 


奈良通 ひお なし つらなる 細 基 手  野 坡 

奈良通 ひ は， し げく 奈 良に 通 ふ をい ふ。 奈良 は奈良 晒、 奈 良 刀、 奈 a 漆 器、 奈 

團扇，奈良 墨等、名產 多 か れ ど、 こ 、に 云へ る は 晒 布 買の 上なる べし。 同じつ 

らは 同列に て 同じ 程度と 云 はんが 如し。 細甚手 は少き 資本な り。 同じ 程の 

細 基 手の者なる に、 何 とて 良き 家め かして 彼 は 娘 を 堅う 人に あはせ ぬぞ やと 

なり。 古来 前 句と 此 句と を戀の 句と する あ..^、 せぬ ありて 相爭 ふ。 業 平 は 河 

內 通 ひ、 此 句 は 奈良通 ひ、 若 し戀の 句と すれ ば、 通 ひの 一 語より ほかに は 戀の詞 

無し。 前 句 は 娘 を あはせ ぬと あり て、 戀 を 塞く 情 あり。 されば 二 句 をば 戀の 


句と す 

の 句な 

く、 た -、 

奥 無 し， 


麻 は 

硬に 過 

ベ fy 

は 麻の 

では 每 

な り。 

甚だし 

に 《€ り 


る も 亦 不可 無 し。 戀の句 ある ベ き ほどの 場處 

ら すと する も 不可 無し。 二 句 あまりに おぼろ 

維の 句な りと も 取る ベければ なり。 刻 論 深 解 

ことし は 雨の ふらぬ 六月 

之 を 刈る こと 必す 大暑の 初に 於て すべし。 大 

ぎ、 並びに 紡織の 用に 適せねば なり。 之 を 乾す 

旣に之 を 黄て 之 を 乾す に當 り、 天 氣 宜しから す 

色 犬に 損じ 品 甚だ 劣る。 故に 陰 雨の 日に 遇へ 

日 熱 FJ に 浸して 之 を 救 ふを耍 し、 手 數 甚だ 煩 は 

麻に か 、はる 者の 晴雨に 心を勞 する こ と、 農 夫 

，積 日の 功， 一時に 得失 を爲 せば なり。 今年 は 雨 

ての 心 勞も無 かる べき歲な..^とKび馨しぁふ 


に も 

す - ) 

よ 广 


當 れ 


て、 

づ 


暑 前 

こ と 

し て 

ば 其 

し く. 

の 水 

の ふ 

さ ま 


叉 戀 

々 し 


ばな り。 

に 此句淡 

にせよ 要 無く 

芭 蕉 

は 脆 弱、 大 暑 後は强 

必す晴 日に 於て す 

三日 を經 過す る 時 

の霽る 、 に 至る ま 

>〕 隹 いらる ゝ こと 切 

曰 千に 於け るよりも 

らぬ六 月、 麻 を 乾す 

なり。 句の 上に 麻 


の 事 は 無 けれど、 麻 刈と いふ 歌の 集 編む とい へ る 句の 主 

く 知り Di5 て. そ れ となく 句の 陰に 其 事 を 含ませ て、 表 は 單 

嗜まで に 句作. 0 せるな る ベ し。 奈良團 扇の 仲買の 談と 

云 はん ほどなら ば 1 早 に 小 商人の 談と いふべ し。 六月に 

の ふらぬ の 語 も 徒に 死して 功 無し。 

預けた る 味 #1 取に やる 向 河岸 


の， 麻 刈 麻 乾 の 事 は 能 

に 浮世の 人の 天候の 

い へ る 解 は 妙 無 し. 然 

團 扇の 仲買 は遲 く、 雨 

野 坡 


土用 水と て 暑中に 大水 出づる こと あり。 其のお それ も 無くなりて、 對 高 

地に 預け 置きた る 法 i 曰 を 取りに やるな り。 


ひたと 云 ひ 出す お袋の 事 

味嗜の 入用 は 法事なん ど 催して 饗 客の 設 

町 頃よ .0 人の 母を稱 する の 語な. o。 法事 あ 


る 


んとて 

しょり 


芭 蕉 

よ り な 。 お袋 は 室 

、其 亡位卽 ち お 袋の 事 


を 云 出 し-行 屈き たる 人な， 0 しと か、 仁 愛 深き 人な りしと か、 何 彼と 懷舊 談の果 


無き なり。 

夜 もす、 がら 尼の 持病 を 押へ ける  野 坡 

同船 叉 は 相 にて 老 尼の 持病の 瘤なん ど を 押へ やりて 介抱す るに つけて、 

同じ やうなる 病 持の 吾が 母の こと を 云出づ るな り。 古註に， 死にた る を 在 命 

の 人と なした る變 化な りと 云 へ る、 宜 し。 

^§篛ばかり殘る名月  }巴 蕉 

蘇 鬼坡赤 壁賦、 肴 核 旣盡、 杯盤 狼藉、 相 與枕藉 乎 舟 中、 不知 東方 之 旣白を 俳諧 に 

し て、 药 篛 ばかり 殘る とした る. 輕 妙 人の 頤を 解くべし。 前 句との つ き. よ も 

すがらの 一 語より 神 通 幻 化の 自在 を、 逞しく し て、 尼 の 持病の 介抱した る 人に 

药翡 もて 月見の 殘 酒を飮 ませた る 芭蕉の 滑 稽、 ま た 類 無く を かし。 女房の 瘊 

よ. 0 觀 月の 宴に 遲參 した. 0. とい へ る 古 解 は 甚だ 陋 なり。 


初媽 に乘懸 下地 敷て 見る  野 坡 


敷きて 見る の 見る を觀 ると 取る は惡し 、、見る は 試みる 

ふところの 食 ひて 見 る、 仕 て 見る のみるな り、 殆 ど 意 無 し、 目 

る. 赏 し觀る 等の みるに は あらす。 辭を設 くる こと 拙に し 

も乘懸 下地 を 地に 敷き て、 初 應の 渡る 頃、 前 句の 名月 を 賞し 

んと思 ひし が、 熟 く 味 はふに 然には あら す、 應 聲 天に 在 り、 仰 

出立 せんとす るな り。 乘懸は 馬に 荷を附 けて 人 も 亦騎る 

は 馬 魅と い ふ ほどに も あら す. 薄 蒲 H やうの ものな， 0  。 前 

曉旣に 近 し、 敷 いて 見る の 見る に 叮嚀の 意 ありと い へ る 前 

露 を 相手に 居 合 ひとぬ き 


の 見る に て、 俗 に 言 

もて 看 る、 詳 し く 視 

て漫 なれ ば、 初 は 予 

たる 風情の 句なら 

い で 曉 近 き を ^ り、 

を い ふ。 其 の 下 地 

句 夜 甚だ 更け、 此句 

人 の說 精細な り。 

芭 蕉 


居 合は轉 瞬の 閒に刀 を 拔き人 を 斬る 劍 術の 一種な り。 片山伯 香、 丸 in 主 水 

などよ. 0 以 來、 け はしき 武技と なり ii5 れ るが、 こ 、の は 唯是れ 旅立 前の 寸 閑に 


供の 若き 男の 威 を 張り て、 道 中 萬 一 の 事 あら ば、 是 の 如くな らんの み と、 戲 れ が 

ゝ りたる わざ くれなる ベ し。 


町 衆の つらり と醉 ひて 花の 陰 


野 坡 


rj  ^ 


町の 人々 な 前 句 を こ、 に は 一町の 人々 催し 立て、 の 花 見、 叉 


は 祭，^ などの 事と 扱 做したり。 

門で 押さる 、 壬 生の 念佛 


色 蕉 


京都 郊外 壬 生の 地藏に 

會 あ り、 十 王、 桶 取、 花 盜人等 

一 列に 懸 茶屋に 寬ぎ 居り _ 

の あたり 埒 明かす 苦め り 


て每年 三月 十四日 

の 狂 言 を 演 じ、 老 若 

在 鄕者は 狂 言 果 て 

となり。— ， 


より 二十四日に 

羣 集す。 京の 町 

、人の 波に 糅ま 


東風 かぜに 奠の いきれ を 吹 廻し 


至る 間： 

衆 は 皆 一 

れ 押さ 

同 一 


大 念 佛 法 

々醉 ひて 

れ、 特に 円 
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來風 かせ * こちに 同じ。 重 言 なれ ど も. わ だつ みの 

鹿 子 まだらに 浪 高く 見 ゆ、 人 丸 の 歌に て、 是の 如き 

る ことなり。 糞 はこえ と 調むべし。 来 風 は 雨氣を 

きれ は 露 發 なり。 壬 生 寺 門外の 田舍 びた る さまな り 

た、 >  居る ま 、 に 肮ゎづ らふ 

肱 かひな と訓む ベ し. た 居る は 何もせ す 徒然と し 

は 病 多き 世の なら ひ. 春 の 農 問. に そら 手 又は 四十 手な 

吹く 日 は 特に 痛む ものな り。 


の 

持ち て、 氣 


-J ち 

伢、 到 0 


^ る 

患 ふ 


さ は 

な ら 


や か 

ひ に 

3- ふ 


な 


ら し 


丄 マ 


野 坡 


閑 多 


き 


翁 

の 


2 


江戸の 左右む かひの 亭主 登られて 

京 畿へ來 る をト： ると いふ。 對 ひの 家の 亭主 上り 

に、 何 事 も 無 けれど 彼方に て はた、；/ 居る ま 、 に 肱 わ 

左右 は狀 態と 云 はんが 如し。 


笆 蕉 

來. 9 て 江 1:1' の 左右 を 

づ らふ 位の 事な りと 


吾 

一一 一一 a 

な 


る 


こちに も いれ どから 臼 を かす  野 坡 

對ひ 同士の 睦 ましき 態 な り。 

方々 に 汁 夜の 內 のかね の 音  芭 花 i 

十！！；： 六； Z より 十五 日に 至る 十 夜、 淨 土宗 にて 別時 念 佛を修 し、 僧 俗往 來集會 

す。 客 を 請 じ饌を 設 く、 か ら の いそがしき 知る べし。 

桐の 木 高く 月 さ ゆるな り  . 野 坡 

冬 夜の 鐘 聲， 葉 の 無き 樹 高 く、 霜 を もつ 月 冴 ゆ。 

門し めて だまって 寢 たる 面白さ  芭 蕉 

解 を 要せす。 安閑 靜 寂、 心 頭に 物 無 く、 眼 前に 趣 有るな り。 莊子 逍遙 遊 篇、 惠 

子の 大樗を 語.^ て、 今 子 之 言. 大 而 無 用、 衆 所 _ 一同 去 一也、 と いへ るに 莊 子の 答へ て、 今 n 


子 有，， 大 樹； 忠，， 其 無 用； 何 不， 樹，， 之 於 無 何 有 之 鄕、 廣 莫 之 野； 彷 乎 無， 爲，， 其 侧； 逍 遙 乎寢， U 

臥 其 下； と いへ る を 用 ゐし意 も 潜める か。 門し めて は 無 何 有 之 鄉に饗 き. 桐 は 

檸に響 き、 默 つて は 無 爲に響 き、 寢 たる は寢 臥に 響き あ ひ て. 曠 達 幽雅の 隱士高 

人の 趣 を あらにせ るに も 似たり。 土 芳が赤 冊子 にぶ 巴 蕉 曰 く、 炭 侬は 門し めて 

の 一 句に 股 をす ゑた り、 試 に 方々 門人に 問へ ば. 皆 泣 く^の ひそかに 出来し 浅 

茅 生に とい ふ 句に よれ 6、 我が 思 ふ 所に あら す、 と な り、 と あり。 芭 蕉 みづ から 

此 句 を ば、 云 得た 6 となせ しなるべし。 但し 其の 虚實を 知らす。 

ひろ ふた 金で 表-がへ する  野 坡 

表が へ は 敷壘の 表が へな り。 前 句 をば 大に變 じて 卑俗の 情に 轉 せり。 こ 

れも亦 世に 有，.^ うちの 事 なれば 作者に 一 轉の 手柄 をば 默 つて 誇り 居る やら 

むいと を か し。 

初 午に 女房の 親子 振舞て  ^  0 


一 句 も 附味も あら はな り、 解 くまで も 無し。 

また 此春も 濟ぬ牢 人  野 坡 

.1 牛 人 は 1^ 人と くべ し。 濟ぬは 濟 ま ぬ に や、 濟 めぬ に や、 此 頃 は 送 假 名 の な 

ら ひ 甚 だ ^  に 傾 き 居 て 、 一 1^;^ し て 合 點 行 く も の は 大 槪 街 き て 送 ら ざ る 故 

に、 今 確 言 し 難 かれ ど も、 濟 めぬなら ば、 世 を 渡り かねて 困 するとい ふ ほどの 意 

の 俗語な り。 濟 まぬな ら ば、 主 家 へ 歸參猶 未だ 叶 はすと い ふ 意に もなる な"。 

女房の 里の 隱居 及び 當主を 振舞 ひ て、 度 々ながらと 借用 金の 賴みを かくる と 

も 解 さ れ、 叉 浪人 親子の 嫁 いらせた る 娘の 緣に 引かれて 饗應を 受けつ 、、此 春 

も 猶歸參 叶 はすと 歎す る さまに も 解 さ れ、 異 解 さ ま ん、 あるべし。 中に 就て 

初の 解の かた 世態 人情の 上に かけて を かし かるべし。 

法 印の 湯治 を 送る 花 さかり  芭 

法 印 は 山伏なん どなるべし" これ を 送る 浪 人、 泰 の 永き 日 を智愨 も 無 き 留 


守居賴 まれた るな り。 悲哀 あり 滑稽 あり、 一句 溫和 にして 而も 典 趣饒し „ 

繩手を 下、 りて 靑麥 の出來  野 坡 

其 季 其 景、 春 暖の そらの 霞める、 陽炎の 草鞋の 痕に 立つ さ ま、 見 るが 如し „ 

どの 家 も 東の 方に 窓 を あけ  同 


別に 取 出で 、 言 ふべき 仔細 ある 句に 

家の 狀な り。 束に 湖水なん どあるなら 

すべき 景 ある 歟。 さりと て 詮議 だてす 

そ に 言 過して 自在 を存 したり。 

魚 に 喰 飽く濱 の雜炊 

雜炊は 入れ 飯と もい ふ， 穀 以外の もの を雜へ て欢 ぐな 

に て. あ く の 語、 下 し 得て 力 有り。 


は あら す、 唯 是れか 、 る 土 地、 か 、 る 民： 

む、 近 江路 あた. に、 前 句と 此句 とに 服 

ベ き ほどの 事に も あら や、 Ip^ お ほ よ 一 


芭 蕉 

句 漁村の 實際 
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千鳥 鳴 一夜く に 寒うな り  野 坡 

飽く とい へる 前 句に 附 けて、 一 夜く にと 重ねて 言 へ る、 野 坡 もまた 針 線 細 

密 なり。 漁村に さすら ひ滯 ま.^ て、 故 鄕の丘 山い たづら に 蒲團も 薄き 客 夢に 

入る 哀れ さ 〈r" 外に 見 はる。 

未進の 高の はてぬ 算用  芭 蕉 

年貢 未進の 額の 何彼と 博 明か す、 締 括り 叶 はで 吏務 長び き、 夜 さびしく 季移 

ら 八 とする.^  - 

鄰へも 知らせず 嫁 を つれて 來て  野 坡 

前 句 を 少し 轉じ て、 未 進 も 全く 濟 まざる に、 上 を 憚る より 世 問 を も g; る さま 

な り。 
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屛 風の 影に 見 ゆる 菓子盆  芭 蒸 

鹿：：！？； はありながら 物静かに 潛 めき 忍べ る 態 を 傍より 観た るな り。 前^と 

此 句と を戀の 句と する こと 古註 多く は然 り。 曲 齋は戀 の 句と せす。 曲齋の 

言 の 如く ば、 初 裏の 娘 を 堅 う、 奈 良 通の 二 句 も戀の 句なら すし て、 此 一 卷 には戀 

無き こと、 なるな り。 强 言 從ふ 可から す。 もっとも 屛風は 器財に して 懸の 

言 菜に は あらす と 云 は 、：^ それ ま で なれ ど も、 句 中お のづ から 慶事の さ ま 見 ゆ 

戀 とする も 難 無 か ら む。 又此卷 少し 樣變り て、 擧 句 は泰季 なる を 多 しと すれ 

ど、 無 季 にて 末 二 句 を 終， 0 たり。 冬の 日、 炭 賣 の 卷、 末 二 句 無季に して 戀を 以て 

終れる に 似たり。 思 合 はすべし。 

(梅 か香卷 終) 


. 兼 好 も t 延 織りけ り花 さかり  嵐 雪 

兼 好 法 師、 律 の 國天王 寺の あた り、 安 倍 野の 原と い ふ 所に 行 ひ、 古 家 など 折 ふ 

しある に ふれ て、， お 子 寂 閑、 僮 命 松 丸 を 具して 行 ひし が、 貧 しかり けれ ば. 恆 の 產 

無き は 過し 難しと て、 弟子 わら はな ど 物して、 筵 やうの もの を こしら ひて、 京な 

る 便に あきな はれけ り 云々 と、 3 昆 玉 位 に 見えたり とい ふ。 云傳 へたる 談 なれ 

ば. 其 事に 本づ き て， も 文 字 に、 人 もとい ふ 意 を 含めて 奥 じた. 0 と 古註に 云 へり。 

およそ 宜し。 花盛りの 樹 下に 人々 夥しく 三々 五々 と 筵 敷き て、 そ れん、 に 太 

平の 春 を 嬉しみ 赏 する を 云 へ る 句な り。 兼 好の 筵 織れる こと を 云 へ る 句に 

は あらす。 もの 字に 俳諧 あるな り。 花の 下に 筵 織る 民家の 禪門を 見て 卽與 

の 句な りと なす 解 は 宜しから す。 禪門 ありて 樹 下に 筵 を 織りたり と て、 如 何 

で 花盛りの 句と ならん や。 元祿の 花見の 風 俗. 男 女 さ、 め き、 花 見 筵の 所狹き 
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を 酌 みぶ lnl の 葉なん ど を 扱 敷に して 雀鮮 

盛る とこ ろ、 椎 の 葉に 盛る 旅に も あら 

野 風呂 を 僮 僕に 持たせて 遊びに 出で 

見えたり。 これ を 野 畑の 觀想 にて、 諷諫 ^ 


の 慮な りな ど 、解す る は、 柄 の 無き ものに 柄 を すげ ると い ふ も の、 し 力 も 亦 盛 J 二 

ると い ふ 語 を 如何と もし 難き ものな り。 

片道 は 春の 小阪 のかた まりて  野 坡 

凍 解 道の 小 阪、 日 暖に風 si" れ たれば、 一半 は 乾き 固まれる なり。 往 i 役の 半の 

片道なら ば、 歸 路 はと 作れるな るべ し。 

外 を ざまく に圍ふ 角力 場  嵐 雪 

人 多くして 近の 踏 固められし なり。 ざまく は 傷 註に 産 幕に て、 筵^な りと 

云へ り。 産 幕と いふ 語 あり や、 いぶかし。 ござと いふ 語 は 御座よ. 9 出で、 坐 

藤 を 云 へ ど、 ざ とのみ は 云 はぬな り。 産の 字 も 疑 ふべ し、 見 及ばぬな り。 な 

ら ば itT を 飼 ふ 切り 藁 な り、 蓆 の義 無し。 ざまく はさまん、 の 寫 誤 にゃあらん 

と 思 へ ど、 且 らく 舊 說に從 ふ" ざまく に 園 ふとい へ る に田舍 びた る さま 見 え， 

小阪も 巧に 扱 はれたり。 相撲 は 秋の 季 なれ ば、 前 句の 恭に は季 移り 如何 なれ 
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早 稻も晚 稻も相 生に 出る 

相 生 は 高 砂 住の 江の 松 も 相お ひに お ぼ 

と 心 待た る 人 も 多 かれ ど 非な，^。 相 生な 

ら す、 相 生 の 杉、 相 生 の 櫻、 な ん ど 詠 める 歌 も 

生の をし ほの 山の 小 松原い まより 千代の 

り。 相 生 は 相 共に 生 ふるな り。 早 稻も晚 

て 徳の打 揃 ひて めでたく 生 出 て、 出 ぬ 穂 か 

豐^の さまな り。 八月 上旬の すがたなる 


と 古今の 
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てま、 はらに などなら ぬ 


泥染を 長き 流に のばす らん  嵐 雪 

赤 揚 皮. 五 倍 子、 山 うるし 等 を もて 下 染を爲 し、 之 を 泥に 浸せ ば、 泥 中の 鐡 氣、 地 


潞 等の 
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あ り 


始染 

其 布 

し に 


あちこち すれ ば 晝 のかね うつ 


長き 流に あちこちの 語、 た .,、 是れ 目前の 情 景 を 如 實に寫 した 


鄰 から 節々 嫁 を 呼に 來る 


あ ち 

ノ ハ 

ことな 

味 句 意、 


ちとい へる に、 せ 

-ー 句 立 は 賞し 難 

ど、 後 の 世の 床屋 

を 要せす。 


つ //^ と 云へ る 

し。 か、 る 句 も 

俳諧と いふ 鄙 句 


禾  牛 


野 坡 

は 響な りと 古人 說 けり。 それ 

一 卷の 中には 幾 章 か 無くて 叶 

の 源と なれる 觀 ある は 口惜し 


な 

延 


宜 

ぬ 


5 

2 


て ふ /\ しく も譽 るか ひわり  嵐  I ョ 

かひ わり は 鶴の 卵殼を 出で たるば か，^ の 雛な h  、帶 の 貝の 口な り、 女 ^ の 稱 

なりな どゝ いふ 古 解 ある も、 皆 非 な る ベ し。 戀の情 は 無 けれども 前 句に 嫁と 

い ふ詞 あれば 戀の 句と 見做せる よ り、 此 句の かひ わり を 叉 は lli と収り て. 戀 

の 句と する も 道理 なれ ど、 いか、./。 疑 ふべき なり。 前 句 客に 招かる、 趣 なれ 

ば. 此 食 臉 の 上の めづ らしき かひ わり 柒な るべ し。 かひ わ.^ は甲拆 にして- 

並； I 通に は 問 引 菜 を 云 へ ば、 秋 の 季の物 なれ ども、 こ 、 の は 殊更に 作，.^ たる 料理 

の 用の 紫蘇 其 他の なれば 季 無し。 珍ら しき かひ わりの 膾ぬ たなん ど をて ふ 

て ふしく 譽 むる とい へ る、 一 句に 女た ちの 寄 集まれる 風情 見え て. 前 句との Si 

合、 老手の 妙 あら はれたり。 

黑 谷の くち は 岡 崎 聖護院  利 牛 

い づ れ も 京 の 地 名、 都 案內 書の 文句の やうに て 妙 無し。 かひ わ b 作れる 洛 


夕 

町 な 

ょぺ p 

と い 


白 S 地 を 束 山 あた， 9 見め ぐる 人の 眼中より 

れ ど も. 昔 は 聖護院 蔓菁な ど、 名 ある as もの 


句 無用の 舌 を 動かす 

ふ 竞 を 示せ. 0 とい へ 


場 

卑し 


も 

體 あるよ り、 三 處 を 列 ベ 


五 百の かけ を 二度に 取りけ り 


末 を 

く  nS 


步 きま はりた る 

下りて 俗談 平語 


體 とし て、 其 用を附 

に 過ぎた る は、 炭 俵 


綱ぬ きのい ぼの 跡 ある 雪の 上 


は 一 枚 革 を 絞り 

今の 靴の 如き も 


綱 ぬ き 

けて 穿く 

ゐら るれ ど、 關 柬 にて は 餘り見 及ばぬ ものな 


寄せら る ベ き や う 

のな り。 京大 阪ぁ 


出せり。 聖護院 あたり 今 は 

て 


- 、言 


出 


し 

す 


と も 


な り 

失 れ 


。 古 

き つ 


註 

こ 


IV, 17  , 

の 利 弊 共 


其 

ク .1 
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の も の を 打 ち た る を 云 へ る な ..^  。 前 句の 懸 取りの 男の 


野 坡 


意 

存 


す 


に あ 

と >  J 

嵐 


ら ね 

ろ た 

雪 


綱 を 貫通して 

くより 今に 至 

は 爪 先、 踵 な ど 

と ^ ぜ" く 


足 に 

り て 

に鋁ゃ 

し て、 雪 


る 


ど、 I に 


一， 

も 用 


の 


7 

2 


k に辚 ぬきの 印せ る を 見た る、 年 の 幕の さまよし „ 


S 


人の さはらぬ 核 黑む なり 


伐木 

ベ し。 

蒸 欝 た 

これ を 

詩歌の， 


禁 


る 


制の 山な りな ど 、 

句 人跡 も 多から ぬ 

松のお のが ま、 に 

齋が北 國塞中 煤 色 

の、 語 を 下し 辭を措 


雑役 

役に 充 

とゝし 


人の さはらぬ を 

地と 見え たれ ば、 

茂. 0 古びた る は、 

に變 じたる 松な 

く 道 を も 知らす 


雜 役の 鞍 を 下せば 日が くれて 


山 

と 


け る 

，ふ 


古註 は 

樹 老い 

に 黑 み 

へる は 

ベ し J 


公用なら ぬ 自用な 

らる 、義に て、 驛法 

馬よ， 0 力 下る 牝馬 

するな h. -。 こ 、 


禾 

ら す も 

る を 云 

見 ゆる 

れ たる 


りと 婆 心錄の 解せ る は 甚だ 非な 

三十 六 貫の 荷 を 負 ふ ベ き 牡 馬 を 

を 雜役 馬と す、 故 に雜役 馬と い へ 

の 雜役は 雜役馬 の 略に て、 猶 牝 馬 


力 fd 

へ る 

も の 

,ュ 


本 馬と 

ば 俗に 

と 云 は 


る 


な 


て" 


野 坡 


役 は 

す、 本 

匕 $ 

ん が 


の 

の 


n ン c 

.5 し 


事 果て 

れ きら 

し て 、言 

の特 調： 


こ れ 

白 し。 

こ ろ、 を 


疲れ、 人 も 亦 勞 し、 漸 

とする 賤の 夫. の 世 

に！ Is 有 り、 あ まれに 

々淡々 の 中に 人 を 


く 家に 歸り鞍 を 

路晴 やかなら で 

よろしき 句な り 

感せ しむる 深し 


飯の 中なる 芋 を ほる 月 


卑 し き 態 なり 情な 

つき 丸太の 緣侧の 

しみ も あ り、 叉 傍 眼 


漸と雨 降 やみて 秋の 風- 


お  ろせ 

薄暗き 

. 綱ぬ 


りなれ ど も、 眞 率 

月に 剝げ 椀の 大 

より は 悲し さも 


ば、 松す で 

さまな り 

き 以下 三 


朴 陋、 卻 

なる カー 

あり て- 


つ 

女 


黑 み 

詞 表 


句. 


てえ せ 

の 芋 を 

き 俳諧 


味 


日 將に暮 

に 意 無く 

らは炭 


嵐 にト 


雅な 

出し 

な り- 


るより 面 

て 4 艮 ふ.. 0 


利 牛 


曉 臺 曰 く、 前 句に なづ まぬ 自然の 附を味 はふべ しと。 說 得て 好し „ 


鶴 頭み て は 又 鼾 か 


野 坡 


2 


鶴頭花 に た 、：. 其 季節其場處 に 在り し な .^。 又の 字 を 味 はふべ し、 雨 は 露れ ウ^ 

たれ ど 風 起り て、 小 庭の 自然ば への 鷄頭 花の 搖 ぐに， 出 でんと 欲すれ ど 力無く、 

又 午睡の 夢に 入るな り。 舟 問屋に 渡海の 便 を 待つ さまと 古註の 云へ るも惡 

力ら す 

奉公の く る しき 顏に 墨ぬ りて  嵐 雪 

• 傍輩の 惡戲 なり。 

抱揚る 子の 小便 をす る  利 牛 

墨 は 鍋の 墨と な り. 丁 稚は 下婢と なりたり。 

くわた くと 河內の 荷物 送り 懸  野 坡 

可 内り 荷物 は 和漢 三才 圖會を 引きて 鍋 荷ならん と 何 丸 云 へ ，^.。 笑 ふ ベ し。 

1^ 内 大口 木 村に て 始めて 鍋 を 造る と は 同書に 見え たれ ど も、 當 時 旣に丹 +2 郡の 


同村に 

しかも 

無し。 

思 へる. 人 

ベ し。 ぐ 

先 を も 

は 河內 

に は 其 

荷なり 

送 懸 け 

と ，昆 雜 

外ト 6 り 

荷なら 

こま や 


て は 其 ェ衰へ て、 攝 州に 冶工 多 く、 其 他 

亦 同 ま 3 に 土產を 記せる 條、 攝 州に は 鍋 

河内の 產物は 木棉を 第一と す。 ぐ わ 

をして 噴飯せ しむ。 ぐ わ 

わ た ./^ は 愛に は 混 錐 の 

言 ふ 習な り 、屈 送る が 肝要 

者 の 受 くべき 荷、 大 和の 荷 

差 出方 を もて 言 ふ、 河 內 の 

受取る は 手元に て、 送 り 主 

あ れ ば、 河 內 への 荷 を 送る に 

る 其 中に 幼兒 のちよ ろ つく 

トーげ て 入る に は あらす。 か 

など 云 へ る、 か たはら 痛し。 


す 


す 

クし 

さ 

よ 

を 


ん 


ま 

炭 


を 云 

差 出 

和 の 

河內 

ら か 

，家 の 

危し 

ど の 

俵 の 


かなる が 多 し、 癱 く 味 は 


ひて は 趣 を 失 


は 無 き 

签 を 錄 

クし 

き す 

へ る 

地 は 

の 


す 

、表 

や 


が 如し と. 同 ま E に 

し た れ ど. 河 州 に 

の 響に より て 鍋 

ほど に 扱 ひて に 

り。 且又 送り 荷 

元 な れ ば な り。 

く ベ き 荷なり。 

荷、 大 和の 荷は大 

が 肝要 なれば な 

荷 を 出す ゆ ゑ、 ぐ 

女の 抱 t げしな 

し 得ぬ 粗笨の 心 

平易 なれ ど、 內 は 


見え た り。 

は 錄 す る 

ならん と 

鍋^ 破 る 

は 其の 屈 

河内の 荷 

受 荷 の 時 

和よりの 

り。 此句 

わた/、 

-^。 家の 

より 鍋の 

心 入れの 


す し 一 


1 


杉^ 

す ベ か 

洗 へ る 

し 歟、 い 

さ ま の 

す 、維 客 

な り。 


心 みら る 、箸の せんた 


使 ひすて にす ベ 

さる 杉箸 を 洗 ひ 

の 洗 ひざ まの 不 

れ なり や 不明な 

ゆ れ ば、 問 屋など 

かひの 竹の ぬ b 


き な り、 塗 箸 は 洗 ひ 

て用ゐ たる を鄙吝 

親切に して 猶餘染 

り。 但し 洗濯と い 

にて 杉箸 を 一 々洗 

箸なる べきに や。 


奪が 來て 娘の 世と は 成に け 


て も 

な り 

な ど 

ふ 語 

ふ が 

荷宰 


用 

口 


ベ 

を 


に 瞎 を 


き 


6 


な 

，竹 

し 


の 塗 

ら る 

K  _ ) 

き と 

た る 

禾 


雪 

此句 W 

i.* など 


2 


て 瀚 

も 田- 3 

場め r 


云 

よ 


hi 


を 

れ 


代替り となり て. よ ろづ 前と は變 b ゆく を 云へ り。 古より 此句 を戀の 句と 

なせる 故 に、 從 つて 前 句 を も戀の 句と なせり。 此句 は戀の 句と もす ベ し. 前 句 

は戀の 句と も 聞え す。 但し 戀ー 句に て は 有る まじき なれ ば、 前 句を强 ひて 戀 


とする か。 戀の姿 情 乏しき を 如何に せん。 さ 

にあ はせ ぬの 一 聯、 此 卷の鄰 から 節々 嫁 をよ び 

づれ も戀の 如く 戀 ならぬ 如 し、 別 に 習の ある こ 

武斷を 下さん は 非なる べし。 疑を闕 きて 可な 

ことしの くれは 何も |1 貝 は ぬ 

親 額 付合の 疎くな りし さまな り。 詞は 異な 

後 屍り する やうに てお もしろ からす。 され ど 

あ ら で、 交 り もむ づ かしき 彼 家より 今年の！： 亦 は 

盆 慕の 贈答 も 最早 爲す まじとの ことならむ。 

金佛の 細き 御 足 を さする らん 

これ は i 则.. 巧の 覧は ぬを實 に 何も 世 貝 はぬ こと 

-唧っ を 云へ り。 細き 御 足 を さすり か しづくと 


れ 


れ 


梅が 

る の 

や、 ゆ 


香 

達 


の 


の 


卷の娘 

，及び 此 

敎. く 


を 堅 う 

て强ひ 


野 坡 


も 

-も ら 

貰 ふ 


llE ま  > 心 


ま 


人 


て 


みら る 、 の 句に 

を慍， ^謗る に は 

きと 云 ふ竞に て. 

,M 雪 

レ し て、 貧 なる 堂守なん どの 打 

J ろ、 悲 しく もまた を かし。 


此 かいわいの 小鳥み なよ る  利 牛 

老僧 草堂 を 守 り 、山 禽練 林に 集まる。 おの づ から 是れ田 < ^の 眞 景 なり" 足 

を禮 する は 奉 佛の常 態、 鳥 獸哀 み號べ る は 涅槃の おもかげな り。 堂の ほとり. 

いさ ゝ か 樹立な ど ある さ ま、 言 外に 見えて 好し、 

泰の穗 は 殘らず 風に 吹 倒れ  野 坡 

黍 は 山里の ものに て、 丈 高 く 姿 荒び て、 前 句との 照 合、 甚 だお もしろ し。 但し 

吹 倒れと いへ る 言 葉 づ かひ は 少し 無理な り。 

馬場の 喧嘩の 跡に すむ 月  -M  0 

此句前 句と 何の 情 何の 故 ありて 附 けりと い ふに は あら す、 お の づ からにし 

て附 くな り。 是の 如き は是れ 詩歌の 常、 言 理路に わたらぬ ものな..^。 


弟 はとう く 江戸で 人になる  利 牛 

人になる は發 跡して 立派に な，^ しな， 0  。 弟の 喧嘩して 村 を 出で しょり 程 

經 ての 晋 語な る ベ し" 

今に 庄屋の 口 は ほどけず  野 坡 

莊屋は 一 村 を 管 治す る 者 なれ ば、 御 帳の 外にな りし もの を 今に 赦 さんと は 

せぬ とな， 9  。 出奔 人な ど、 一 帳 外の ものと なれ ば、：^^" は 故鄕の 出入 叶 は ざり 

しなり。 

賫 手から 打って 見せた るた、 き 鉦  嵐 雪 

た ゝ き鉦資 付けん として 打って 見せ たれ ど も. 寄 進の 講が しらの 莊 屋の猶 

押默 りて 言 はぬな り。 
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ひらりく と 雪の 降 出し  利 牛 

か 、 る 附方を 走りと は 云 習 はしけ む、 其 場の 情 E 一：^ より 出で 、 《時の 有體を 

無竞 にあら は し. 前 句 打 越 等の ねばり を 洗 ふなり。 曲 齋は此 句 を 拙な 6 とし- 

曉臺は 上手の 作な りと す。 むしろ 曉 臺 に與 せん。 

鎌 倉の 便き かせに 定ら する  野 坡 

降出しに.^_^^らするは述句の^套の措辭な..-。 響に は あれ ど も、 4- 等 を 響 な 

ど 、 云 ひて 蕉門 殊勝の 事の やうに 取 做せる より 後の 無味の 俳諧 長く 幕末に 

まで 行 はる ゝに 至れり。 

かした 處 のしれ ぬ 細引  嵐 雪 

細引 繩は 荷作りの 用な り。 


獨 ある 母 をす 、 めて 花の 陰 


利 牛 


すゝ めての 語、 巧 なり。 旅しての 花見と 聞 ゆ- 


まだ かびの こる 正月の 餅 


野 坡 


前 句 を 衰老の 母 を 慰め て、 家 の 庭の 花の 陰い と暖 なる 卷の 日に 勸め 出した 

ると 取り、 此句 あ， o。 こくめい 1^ 和なる 家の さま 見 ゆ。 

(花 盛の 卷終) 
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CO 


ふか 川に まかりて 

空豆の 花咲きに けり 麥の緣  孤 屋 

深 川 は 芭蕉の りしと ころな り。 元 祿五年 深 川 芭蕉 庵 再興 成.^ て. 芭 蕉 

橘 町よ" 移， 0 棲み、 同 七 年 五月まで 在， 0 た. o。 此 句 六 年 ぁ た の 什 な る ベ く、 

當 時の 深 川 は 家 ま ば ら に人少 く、 蘆 洲 麥 圃、 野 趣 十分の 閑地な りしな.^。 蠶豆 

は "p^ 季、 其 花 は 春季の もの： 麥は 夏季の もの なれ ど も、 冬 の 播種より 長く  に 在 

り . さ れば此 句 { 仝 S の 花と あ る に、 季 の 春 夏お ぼつ か な し と 難 す る ぁ り。 

され ど蠶 豆 の 花、； 猶ほ く あれ ば、 麥 の緣と あるに かけて i 季の 句なる こと 

論 無し。 一句 は Q 然 の 實を寫 し て、 晴 れ たる 初 芨の 田野 の. や はら かなる 心地 

を 現 はしたり。 色 立と いへば 云 ふべ けれ ど、 別 に經緯 組織の 痕 もな く、 刀 盤 彫 

鍵の 巧 も 無 く、 句 境 詞 態 善く 相應じ て、 す ら りと 纖麗に 出 來、 此 奥の 新味 を，.^ 

の 風の 人 をして 喜ばしむ るが 如くに 鮮やかに 示したり。 


晝の水 鶴の はしる 溝川  芭 燕 

水^の 啼くは 多く は 幕 夜に 於て す。 これ は 其の 啼くを 云 は す、 其 の 走る を 

云 へ る * いと 新し く、 し かも 靜 閑の 地の さ ま、 を かしき 其 鳥の 轉 ぶが 如く 走る さ 

ま、 溝 渠縱 横の 深 川の さ ま、 殊 に 空 Iw- の 花の 安らに 立 >r て 吹 け る. 麥 の帛の 色の 

お ， り つ き たるに 相應じ て、： 牛 穩 無事の 世界の 晏如 たる 趣 を 能く 現 はしたり。 

これ を 鳥 だに も^ を あさりて 汕斷 せざる を 云 ひ て、 前 句の 食物 作る 民の 心懸 

に對 して 附 けたる 觀 想の 句な りと 解ける.^ 註 は 理窟 勃 率と してお もしろ か 

らす。 唯是れ 一幅 瀟洒 淸 新の 畫、 見 るが 如くなる を 賞 す ベ き 也。 

上 張 を 通さぬ ほどの 雨降りて  岱 水 

上 張 は 今 の 語 に、 う はつば b -とい へり。 單衣 やうの もの を假 初に 衣の 上に 

被.^ て 雨 濕塵染 を 防ぐ もの をい ふ。 多く 婦女の 用ゐる ものな"。 上 張 を 通 

さぬ ほど の 雨、 卯 月の 顷の 霧の 如く 煙の 如くなる 小雨なる こと 知るべし。 糠 " 


雨に 水 鷄. 人 のけ は ひに 其の 走， 9 出で た る、 如 何にも や はら かな る、 し つと" と 。 

した る 情景な り。 

そっと^けば 酒の 最中  利 牛 

そっと、 いふ 語、 下 し 得て 味 あり。 前 句の 人の さま 見 ゆ。 

寢 所に 誰も 寢てゐ ぬ 宵の 月  芭 蕉 

賀 の 土 芳が三 冊子 に、 前 句の そっと 、 いふ 所に 見込み て、 宵 から 寢る體 し 

ての 忍び 洒、 观 出した る t 戶のを かしき 情 を 付けた るな りと 云 へ る は 疑 ふ ベ 

し。 三 箭子は 土芳が 芭蕉に 聞きた ると ころ を 記した るな りと 世に 思 へれ ど、 

必 す しも 然ら すし て、 土 芳が おのれの 思 寄 h たる 節を錄 したる 條も あるべし. 

堅く 信す るに に 足らざる ものに て. 如何に ぞ やと 疑 はる 、 ところ 多き なり。 

宵から 寢る體 しての 忍び 酒な ど、 云へ る は餘. 9 に 深 人り したる 解な り。 た 

だ 句 通りに 解し て、 寢 所に 在るべき 人々 の 在らで 夜具い たづら に殘. ^居る さ 


まとして、.！！ の 月の 良 き に、 前 句へ 十分に 附く なり。 逆 づけなる こと は 勿論な 

り。 

どたりと 稱 のころ ぶ 秋風  孤 屋 

解 を 要せす。 主人の つぶやく さま 想 ふに 堪 へたり。 

き り す 薪の 下より 鳴 出して  利 牛 

きりくす は 寒 巷な り。 鳴 出しての 五 文字よ ろし〕 味 はふべ し。 鳴 居り 

しが 鳴 止みし か 否や は 知ら す， 今 鳴 出した るな り。 

晚の 仕事の 工夫す るな り  岱 水 

田家 又は 山家の 夕暮 な.^。 

昧 をよ ぃ處か らもら はる. -  孤 匿 


1 

4 


此 等 の. 句 、す ベ て 解 を 要 せ す、 平 易に して 難き こと 無き が 炭俵の 風な.^ と 知 « 

るべ しリ 此句を 味 は ひ て、 姊 は壻 取り 娘、 母、 妹 の 三人 住なら むな ど 云 へ る は、 人 

人心々 の 解の 深淺正 傍の 隨 意と いふ ものに て、 句 主 はた、 ベ 此句を 出した るな 

り。 然な. 9 然 にあら すと 强 ひて 是非す ベ きに は あ ら す。 

ゆ a 都の もと へま づ文を やる  色  0 

僧都 は學問 知" 識 あり て 能く 是非 吉凶 を 判す ベ き 人と い ふ ほどの 竞 にて 川 

ゐ たるまで なり。 別に 故事な どの こ 、 に當 るが 有，.^ て 斯く云 へ るに は あら 

ざる べし。 次韵 冬の 日な ど ゝ は風體 異な 6 て輕 みと 易 さと を 主と したる 集 

の 句 なれ ば、 あ なぐり 穿鑿 せん は卻て 非なる べし- 僧都 は 伯父なん どならん 

と 云 へ る葡 解お よそ 宜 し、 相談 問 合 の 文 を 遺れ る な h。  _Ei.) 心院 僧都の 妹の 俤 

など 云 へ る 註 も 見 ゆれ ど、 心 得難し。 港 心 僧都の 妹 は 安養：；^ な.^、 こ ゝに當 る 

こ と 無き が 如し。 


風 細う 夜 明 烏の 啼 渡り 


ffi 水 


一 句 心 

取 留めた 

を gq- す. と 

内 狀の使 

ら す、 叉此 

都に 任せ 

た り。 


淋しき さ ま を 立 

る禮狀 か、 猶ほ深 

して 附 けたり。 

出す さまと 解し 

冬の 日な ど 、 

られ しに もせよ 


てたり。 修法の 力 

く賴み 入る 由の 狀 

頓阿 法師、 小 倉よ， - 

た る は. 解 に 過ぎた 

は大に 異なる こと 

、兼 好 を さして 僧都 


家の ながれた あと を 見に 行 


に よ 

か、 何 

横 川 

ら む 

を も 

と し 


て 一 夜 

は 知ら 

兼 好の 

一 句 の 

れたる 

-o とす 


も 危 

や 曉 

午 \ 

一一 一一 p ハ 

仕 立 

^一一 曰 な 

る も 


力 り 

い と 

歌 の 

柄、 さ 


し 病人 を 

早き に 使 

會 催す 案 

る 趣に あ 

兼 好權僧 

に 懸離れ 


利 牛 


洪水 ありた るな ^'0 句 を 味 は へ ば此 句お のづ から 解すべし。 


§i 汁 わか い 者より よくな りて 


芭 花 ^ 


龈汁は 腹 を 治め 痢を療 す。 水 後の 一 村、 腹 を 病む 者 多 か b し が、 先 づ壯^ よ " 

6 漸く 勢よ くな りしな り。 若い者より 快くな，^ て を、 若 者より 老人の 能く^ 

ひて と舊 註の 釋 せる は 無理な り、 な りて を^ ひて と 解すべき 所以 無し" 老人 

のき： 汁十捥 もさら へ こみた るな ど 、解せ る、 人 をして 噴飯せ しむ。 よくな り 

て、 よく ぼり てと あらば， さる 解 も 用 ゐらる べし。 此句前 句、 いづく に 老人の 姿 

見えむ や。 

茶 の 買 置 を さげて 賣 出す .  孤屋 

打 沈みた る 世態な.^。 町の 事なる は 論 無し。 句 はお もしろ くも あらね ど、 

か ゝる附 方、 此 猿 頃より 漸く 多くな りて、 後の 風を爲 せ.^。 

此春 はどう やら 花の 靜 なる  利 牛 

町 も 勢 無 く、 花 見の 催し も少 きなり。 


れし柳 を 今に をし みて  フ 

古 "や： い ふ 三 句 一 意、 花柳 北ハに 現在の 姿 を 見す、 是 則ち 對附に 類せ りと。 此 

數句沈 滯枯瘦 、腴 味活氣 無し。 

雪の 跡 吹 はがした る 朧月  孤 屋 

此， りに 至りて 現在の 景 象を敍 したり。 句 も 亦 仕 立 柄 好し。 吹 刹した るの 

字. 力 ありて、 偶， 降— > し 春の 雪の 跡 も 今 殆ど 見えすな らんと せる 微 屈の 夜の 

さ ま 想 ひやら る 

蒲圑丸 けても のお も ひ 居る  芭 -づ 

春の 夜 のぞ， i  くまの 月の 微し 明るき に、 蒲圑 丸け て 物 思 ひ 居る 園怨 のさ 

ま、 ヒロ H の 戀には あらね ど 職 態幽情 また 掬す ベ し。 前 句の はがした るに、 此句 

のまる けて. 何とも 云 はれす 面白し。 丸け て は展べ ざるな り、 卽ち 眠らん とせ 


ざ る な り. 眠 るに 懶き な 春 月 窓 に 在 り、 人 意中に 在 ，0、 僅 々十四 字、 描 寫 十二 分 

不屆 な鄰と 中の わるうな り  ffi 水 


不屈 

角 突 合 

斷ち難 


とい へ る 角立ちた る 

浮 名 立つ る 蔭口、 いづ 

する さ ま なり。 う し 

く、 緣 は 望 無 き に、 爆 々 


語勢の 中 に、 頑固な 

れも 不屈に て、 一 句 

ろ附に て、 相 思 ふ 仲 

澳^ する を 云 へ り 一 


はつち 坊主 を 上へ あがらす 


よ つ 

を與 へ 


ち 坊主 は 鉢 坊主に て 

て 去らすべき もの を、 

托鉢 浮浪 乞丐の 徒 を 土地に 

此句其 制 を 破れる を 誇張し 

すべ くもなき 些事 を 互に 發 


托鉢 化緣の 乞食 僧 

上 へ あがらすな ど- 

よ りて 村 申  合に  て 

て 云 ひ、 中 惡 き 問 の 

き 互に 階み <& ふさ 


る 老人の ロ氣 響け り- 

は 甲 家 乙 家 相 讓 ら す 

の 相爭ふ 仲に 隔てら 

0 

禾 

なり。 門前 店頭に て 

有る まじき 事なら。 

一 切入 立た せぬ 制 有 

誹 誇 を， 逞しく して、 强 

ま を 云 へ るな り- 


し  て 

れ て 

一 文 

^ よ 

り し 

ひ て 


の m 

互 に 


二 文 

勸化 

な b、 

咎立 


泣 事の ひそかに 出来し 淺茅 生に 


B 蕉 


淺茅生 は ま ば らに 茅の 生 ひたる 地に て、 わ び 

集卷十 一、 淺茅 生の 小 野の 篠原 しのぶと もん 知 

物 語、 賢 木 の 卷、 淺 茅 生の 露の やどりに 君 をお き 

同、 桐 壶 の 卷 、雲 の 上も淚 にく もる 秋の 月い かで 

いと、：/ しく 蟲の音 しげ き、 淺 茅 生に 露 おき そふ 

つぼの 卷の 歌々 に 桐壺の 君の 亡せ たるに つけ 

れ ど、 何 かの 故 ありて 淺茅 生の 宿に 潜み 居た る 

表立ちて 供養な どもす ベ から ざれ ば、 世 を惲 h 

げて する 哀れ さ を 云 へ るな り 0 當 時の .<此 句 

子に 見えたり。 


しき片 通と い 

るら め やい ふ 

て 四方の あら 

澄 むらむ 淺茅 

る 雲の上 人。 

て 云へ り。 此 

好 き 人、 稚 兒 な 

て 形ば かりの 

を 宜しと して 


ふ 意な り。 

人 無し に。 

し？ てし づ 心 

生 の 宿。 同 

此 等の 歌の 

句 其悌と は 

どの 死亡せ 

營を 托鉢僧 

感じた る 由 


古今 

源 氏 

な き。 

に卷， 

萌 ナ 

し に、 

f ヒ 

，三 ^ 


わすれた る 金を尋 ぬる 


屋 


ひこ ゝ 

ぬるな り • 

して、 其 上 


にあらぬ 折の 事な 

と 婆 心 錄に云 へ る 

は 人々 の 想に 委ぬ 


り。 內證 もの 失 

は、 變 化 を 思 ふに 

ベ し。 


ひし を 十六 七 

過ぎた る 解な 


着の ま にす くんで 寢れば 汗をかき 


縮みて 丸寢 したる は 旅 匿れ ぬ 人なる ベし- 


客 を 送りて 提る燭 臺 


前 句 を 

難し。 長 

たると 前 


世馴れぬ 標客， 此句 

坐の 客に 次の 室 叉 

句 を 做し て、 驚覺 


を 驛路の 遊女の 

は 勝手元に 居た 

め， て J£L£. る. 


の 娘の 淚ぐ みて 尋 

らん。 辭 通りに 解 

利 牛 


風 f 一円 と 解す. る 

る 僮 僕の 倦勞 

ところなる ベ 


今の 閒に 雪の M- さ を さして 見る 


岱 水 

は舊說 ながら 用ゐ 

れて和 衣して 陸り 

し 0 

孤 屋 


句よ く 整 は す、 今 の 問に 降.^ たる 雪の 厚さ をと い ふ 意な らん 歟、 卜： 五 文 ネ 


ふつ ゝか な，.^" さして 見 よ， さ して 見むな ど 、すれば、 一 句 は 整へ ど も..^ 無 し 

とて 斯く はした るなら む。 

年貢 すんだ と 譽られ にげり  芭 蕉 

豐 年 の 貢 も 先 づ 濟 み た り と 雪 を 賞 し た ま へ ，0 と な .，^。 一句の 表 はた、：/ 是 

の 如くに して、 よき 人の 雪見の さま 見 え. 庭 砌に @ の 厚さ を さした る 風 興 あら 

はなり。 

息災に 祖父の 白髮 のめで たさよ  岱 水 

年々 に 國課を 早く 完 うせる 老人の 春めら れ たるな り。 

堪忍なら ぬ 七夕の 照り  利 牛 

白髮 頭の 七夕 頃の 照りの 烈しき に 輝け る を 云 ひ て、 老 いて 愈.^ 息災 無事な 

る を 人の 羡 める さま を 現 はせ り。 堪忍なら ぬの 語に、 壯 者の 卻 つて 殘 暑に 目 4 


も^くば か h なる が 見 ゆ。 

名月の 閒に 合せた き 芋 畑  } 巴 蕉 

芋 は 月見の 筵の も の、 旱 は 芋 の 忌む ところな り。 ^ の 卞 三 句 を 隔て たれ ど. 

うるさし。 位し か 、 る こと を 冤 角い ふべ きに は あらや。 

すたく いふて 荷 ふ 落 鮎  孤 屋 

すたく いふ は 急ぐな 6。 落 鮎の 時、 諸 川お よそ 一 齊 なれば なり。 

此頃は 宿の 通り も 薄らぎし  利 牛 

シ ュ ク 

宿の 通り 人 も 少/、 なりし と は 秋更けて 世 も 淋しくな. 0 しなり。 落处" り 値 

ぎら る 、 こと 知る べし。 

山の 根 際の 鉦 かすかな り  ffi 水 


宿 脇の 小山の 极 際に 講 など ありて 一 しきり 人々 も 多く 詣 でし が、 そ れも今 

さびれ て、. 1 の 音の かすかな.^ となり。 

横雲に そよ-,, 風の 吹 出す  孤 屋 

前 句に 應 じて 朝の 景色 を 見 はしたり。 そよ，— 風の 吹 出しに 銃の 音の か 

すかなる * いとよし。 

哂の 上に ひばり さへ づる  利 牛 

晒 はさら し 布な り。 石灰に さらせる 布， IE 々と廣 場に 張れる が 上に 雲雀の 

囀る.好晴の春天な.^。 

花觅 にと 女子ば かりが 連立ち て  }巴 蕉 

や はら かなる 春の 日に 女子ば かりの 遊覽 似つ か はし く、 雲 雀の 髙囀 り、 女 子 

の 鶴 語、 泰平の 花の 時な り。 


餘の 草な しに 堇 たんぼ 、 


ふ  レゝ 

ィレ  ズ 


摘^ 遊びなん どのと ころ な 


(空 互 の卷 終) 
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子 は 裸 父 はて、 れで 早苗 舟  利 牛 

百 韵は百 句 を 連ねた る をい ふ。 紫 中 多く 歌仙 行に して、 た、. -三 十六 句を述 

ねたる を もて、 こゝ にこと われる のみ。 て、 れは 緩と いふ 語よ.^ 出づ とい ふ" 

果して 然る や 否や を 知らす。 百 結 衣 を、 も 、 つ りの ころもな ど 古は讀 めり 

結 緩 同じ  >  敝補衣 もまた およそ 百 結 衣に 同じ。 されば つ、 くれは 貧賤の 人の 

农の 1 にし て、 て 、れは 其の 轉 にも あるべし。 て、 れ 又て、 ら ともい ふ。 木 

下 長 嘯の 歌と して 傳 へられた る樂 しさ は 夕顔 棚の 下 凉み父 はて 、らに 女 は 

二 布して といへ るが あ.^ U 此の 句、 子 は 丸 裸、 父 は 时も腿 も 露 はなる て、 れし 

て、 早 を 運 ぶ 小 舟 掉 さ す と こ ろ を 云 へ り。 曙に 長 噴の 歌 を飜し て、 農 事に 勤 

むる 田家の さ ま を 詠せ る は 論 無し。 杜ェ部 進 艇の詩 に、 晝 に 老妻 を 引いて 小 

艇に乘 晴 に 看る 稚子淸 江に 浴す る をと い へる 一 聯 ある を も て. 其 詩と 夕顏 


杜； jj^ 

る 駕 

漿有 

に 含 

詩趣 

ら す- 

な  ら 


とに よりて 作りたり と 云 

妻子 相聚 まれる を 喜 び、 聊 

出 遊して 以て 我が 憂 を そ 

所を携 ふ， 瓷 S 謝る 無し 玉 

れ す、 た  <  是 れ 眞率 無我 に 

-.^ 畫典 あると ころ を 詠 せ 

。 加贺 にて は下帶 をて、 

さ れ ど 普通に 賤 者の 衣の 


へ る 

か 以 

、 ぐ 

を 缸 

し て 

る な 

れ と 


あ れ ど、 杜 詩 はこ ゝ に 用 ゐられ 居らす。 

て 自ら 慰めし もの 

ものな. 0 と 云 へ 

と 爲 す に、 と あるが 

、父子 


4 

5 


い ふ 

樣 な 


農事 

て 、 

し な 

由 te い 


ば、 或 

形ん 


て、 杜膽 に 

杜 ； K ォ 化 

き お も む 

さ ま の .B 

り 下帶な 

然 らん も 

る ものと 


も、 Bsn よ ^ 

f き p  M ビ 

に， 客飮蔬 


き は 

ら に 


知 る 

nib ン 

^ し 


此， の 

し て 

の異 

ベ か 

て 非 


じ 


岸の いばらの 眞 白に 疾 

水 鄕の實 景 な り、 詞 客の 虚構に あらす。 

句 野い ばらの 岸に 暌 ける をい ひ て、 其 の 香 

薇 は 白色の 小 花 を 開く。 一  簇の雪 を堆く 


野 坡 

イタ n 

句 潮來の やうなる ところな り、 此 

流る 、が 如き を 想 は し む。 野 薔 

て、 芬香 人を讓 ふ。 利根 川べ. -な 


ど. 哀 時し ば/、 着る ところな.： >。 夕顔 棚の 其 花より 飜し 来れる や 否や は 知 

ら す、 前 句 此 句、 相 應 じて 各 好し。 

雨 あがり 珠數懸 鳩の 啼 出して  孤 屋 

雨後に 野 花 笑 ふこと 多 く、 暗 來 つて 山鳩 漸く 鳴 く、 是 も 亦 ハ實 一味な h  。 珠 

數懸鴻 は 頸に 輪 をな したる 斑 ありて. 珠數を 懸けた るが 如く なれば 名 を 得 た 

り。 聲淸 うし て 高 く、 家 鳩に は遙 かに 勝れたり。 

與カ 町より 向 ふ 西風  利 牛 

武家の 與カ 同心の 土の 居り 猿 まれる ところ を も與カ 町と： ぶ へ ど、 こ 、 の は 

それに は あらぬ なるべし。 神 佛の與 力と いふ 語 あ" て. 古 詞葡觀 など ある 地、 

そのために 自づ から 人家 少し あるに 至れる 處を も與カ 町と いふ。 こ 、 の は 

其の 與カ 町に て、 其處 より 西風に ，M: ふ と 云へ る は. 雜 散 閑 寂、 う そ 装 き やうなる 

ところ なれば なり。 大阪の 天 满の宮 の 後の 與カ 町より 眞 西の 寺 町 へれく 折 -ひ 


から 西風 吹 き ければ 云々 と釋 する は、 餘 . ^に靈 解なら む。 前 句 雨上りと あ \ 

雨 は 多く 西の 風に て霽 る、 なり。 珠數懸 鳩に 淋しき 與カ町 も {且 しきう つ，^ 

なり。 四 句 目. 輕 きを 妙と す。 こちた き 理屈な ど をば 含ませて は あらぬな る 

ベ し。 

竿竹に 茶色の 紬 たぐりよ せ  野 坡 

風に 干した る もの を收 むるな り、 茶 色紬は 老人の ものに て、 其 町 つ き と の 照 

映お のづ からな り。 

馬が はなれて わめく 人聲  孤 屋 

古註に 曰く、 二 句の 閒に女 見 ゆと。 解し 得て 輕 くして 佳な，.^。 

暮の月 干葉の 茹汁 わるく さし  利 牛 

干葉 は 人の 夕敏の 副に と 茹でた るに て、 か 、 る 汁 を も 徒に は棄て 、；^ 馬に 飼 


ふ は、 馬： 

へ し て 

力 し 一 


檀 

に 因 


を 飼へ る もの、 常に 

逸した る さま 見 え. 慕 

ェ 夫 精到して、 し か も 


する ことなり 

の 月の 茅屋 疎樹 

自然 を 失 はぬ と 


し 五 字に 馬の 飼 桶 蹴 

よ とんと 


るく さ 

上に き 

ろ、 手 の 込みた る 


せ る 

句 な 


景、 い 


と 


力 

を 


掃けば あと か ら： S ちるな り 


ま ゆ み にて. 弓と すべ 

て、 せんだんと 思 へ る 

陸 奥の あだ 、ら眞 弓 


きょ. 0 名 を 得、 其 

人 も あれ ど、 せ ん 

に 作る 其樹 なり 


葉 

ノ  J 


美しく 

んは楝 


も み 

な b 


ぢヾ めきの 中で より 出す るり ほ あか 


ぢ ,、 

かは頗 

買 ひに 

然 のか 


めき はぢ  >  めき 籠の 

赤き 小鳥、 い づれも 雀 

ゃ來 つらむ と。 買 ふ 

ゝ り あ- -hr-a 


略、 ひ さ ご 集に 解 

の 類歟。 人 これ 

か賣 るか は 知ら 


野 坡 


ぢ す 

あ ふ 


. 此 

ち な 


を 檀 


字 

よ 


せり。 る， 0 は 

を 愛^し 飼 ふ 

する り ほ あか 


孤 屋 

if 璃 色の 小 鳥， ほ あ 

なり。 古 に 曰く、 


。 古 解 に 

の 散る と 


自 


7 
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坊主に なれ どや はり 仁 平 次  利 牛 

小 収、 小 M 買、 頭 は 丸め たれ ど、 例 の 如く 例に 依りて 仁 平 次な りと なり" 仁 

平 次との み 云 放ちて. 而も 今 猶ほ舊 態 を 改めぬ よと 緊し くも 執せ ぬ 一 句、 他 趣 

あ り。 

松 阪ゃ矢 川へ はいる 裏 通  野 坡 

松阪は 价勢國 にある 繁華の 地、 矢 川に 遊女 町 ありし ところな り。 李. W 許 六 

が 南；， 打の 記 e 松 阪の矢 川と いふ は 人の 面白がる ところな 其 所 先 肩に 問へ 

ば、 今 は絕 えてた V の 所に なりた，.^ とい ふ- 筑 摩、 朝 妻、 江 口、 神 崎 は 昔 語 と 覺 え 

ぬるに、 昨 曰の 淵 は 今 曰の 矢 川と なり て、 人 變り 家變り ぬれ ば、 搗 米の 船に は筌 

しく 蠅の むらが り、 草 履 草鞋の 鎰は 徒らに 風に 動 く、 今 は 其 土に 色香 も 無し。 

矢 川の 土地 これにて 知るべし。 松 阪、 作者 等 の 主なる 三 井家の 在 h しと こ ろ 

な れ ば、 三 人 共に 熟知せ る 風情 ありし ならん。 ._^： 注 或 は 名 利 を 去 り、 放 下した 


る 人と して 不用の 地 を 出し、 こ 、に 住める 人 

る 誤な り。 仁 平 次 今剃髮 したれ ど や は り 仁 

れり とな トノ。 其 生活 想 察すべし。 此 句の 表 

ところ を 云 へ り。 

吹る 、肼も つらき 闇の 夜 

賤 しき 者の 體 なり。 

十二 三辨の 衣裳の 打 そろ ひ 

十二月 晦日の 夜の 追儺の 式 を 云へ り。 追 

よ そ ほ ひ、 紺 衣 着た る 童子 卽ち 振子 二十 人 を 

にて 祭文 を讀 み、 疫癘 を 被 ふなり。 十二 三 は 

く， 辨 の 衣裳 は 辨官の 服と い へ るまで なり。 

皆 赤頓皁 製、 大鼗を 執 る、 中 黃門 子弟 十 歳 以上 


と 見 せ 

平 次 に 

た 、乂 


率 


の 

數 の 

十二 


た りと 解せ 

て 矢 川へ は 

遊女 町 もよ 


る あり。 大 

いる 裹 通 に 

りの わびし 

孤 屋 


式 

以 


は、 大 舍人寮 

禁 惠四門 を 


く 問 ゆれ ど齡 ごろなる 

式、 漢土に 本づ く。 振子 


な 

き 


利 牛 

の 人、 方 相 氏 

め ぐ り、 陰 陽 


を 

-べ 


下 な る を 選 ぶ よ し、 後 漢 書 


ひ 

5 


禮儀 志に 見えたり。 我 朝の 式 は 唐に 據れ るなる べし。 辨の 衣裳と 特に 言 へ 0 

る は 紅色なる を 云 へ るに や。 此句前 句よりの か 、り は 分明 なれ ども、 一 句の 

仕 立 ふつ ゝ かにし て、 詳 しく 意 を 得が たし。 四 門 を めぐりて 風に 吹かる、、 童 

子の きの 閽 夜に つら き、 そ れ までの ことならむ。 

本堂 はしる 音 はとろ 

古 解に 曰 く、 八 講 など 始まらぬ 前、 兒 童 等の 遊び 狂 ふさ ま を 付けたり と。 ど 

ろ/^ は 蓋し 靴の 音な り。 此句前 句. 共 にお ほよ その 推 當の句 に て. 情 0 朧 

たる を 免れ す、 强 ひて 精し く は 解し 難し。 

日の あたる 方 は 赤らむ 竹の 色  孤 屋 

前 句 を 堂の 緣を ありく 百度 千度な どの 態として 此句 あり。 竹林 陰陽 あり、 

翠色 淺深 あるな り。  - 


た"、 奇麗 さに 口す. -ぐ水 


禾  牛 


前 句： 氣、 此 句淺 流、 口す、 ぐ は 是 れ a 然。 


近 江路の う ら の 詞 を き 、そめて 


近 江 丹 

た り. そ れ 

前 句の 淸 

か ふ. と あ 

言 葉 は、 う 

ベ し、 う ら 

の ^一一 曰 葉 は 

を 恨し と 


波 な ど、 自 己の こ 

を 云 へ るな りと 

流に 口す 、ぐに 

國中 土に 灰汁 無 

り。 李 由 は 江 州 

ら聲 な. 0 と 云 ふ 

の 言 葉と は 云 ふ 

反 對を云 ふなり 

云 ふの 額に て、 入 


と 


を う ら あ 

ふ 解 あり 

し て、 附く 

，水に 泥な 

田 村、 遍 照 

あ-。 非 

くも あら 

梨 を あり 


ぞうら ゝ そ 

. 一 應は聞 

も 淡 

に 卞ー H 

な 


ところ 

し、 音 聲 

寺の 住 

ならん 

じ。 う 

の實 と 


朗 や う. 入 閒 言 葉 


ら よ 

い ひ 

い ふ 


野 坡 


とい ふ 由、 か 

えたれ ど、 一 

きに 過ぐ。 

濁 を 分 ち て- 

り、 其  言 信 す 

ら聲な ら ば、 

うらう へ う 

■ い なを 名吉 

も 亦 うら の 


な 

句 


ら 


一一 一日 


まし こ 


俗文 

ら の 

し。 

ら の 

よ ら 

い ひ 

葉な 


選. 李 

^一一 一口 葉 

扱 う 

聲 と 

に て 

■ か は 


見 え 

ttt 力 

を つ 

ら の 

い ふ 

-、 つ ら 

ゆ， き 

狂 言 


入 問 川 に，！^^ 前に 川の 名 を 問 へ ば 入 問 川と い ふ、 渡 り瀨 はと 問 へ ば. 爱 は 深 い、 上 

へ 廻れと い ふ、 惣 じて 入 問詞に はさる 詞を使 ふに より、 こ 、を 深いと いふ は淺 

いとい ふこと、 心得て 渡つ たれ ば、 諸 侍に ほしう もな い 水 を くれた ほどに 成 

收 する ぞ云々 と あり。 山 崎宗鑑 の、 かしまし ゃ此里 過ぎよ 郭公の 狂歌 も 入 iS 

様な り。 宗 因 の， 此 月に 勿 來の關 や 入 間 樣の句 を はじ め、 入 間樣の 俳句 も少か 

らす。 入 間の 里 は武藏 なれ ど、 近 江 にも 表惠 相反の 言 葉 を用ゐ しと ころ あり 

し ， J と. 李 由 の 言 の 如くな b, しなら む歟。 近 江の 古き こと 知れる 人に さ •、 

れば 確說し 難し。 され ど 裏の 言 葉卽ち 入閒檨 なる 時 は、 前 句の、 た、. - 奇 誕 さ に 

嗽く 水と い へ る、 狂 言 の、 ほ しう もない 水 を くれた ほどに 成敗す る ぞと云 へ る 

に 響き あ ひ て、 ま こと は 其 水を飮 みたる を、 た - 、嗽ぎ た，.^ と 云 へ りと する を か 

しさ あり。 關の淸 水と する もよ ろし けれど 叉 湖の 水 は 名高き 佳 水に し て、 茶 

によろ しき は 李 由 も 筆に し、 堅 田の 祐 庵の 談 など も 後に 閗 えたり。 うらに 沛 

とい へる 意の 含まれた る は 論な し、 ー裘 の詞 を用ゐ ると ころ 湖濱 なれば なり。 

別に 一 說 あ，.^ て 曰 く  、う らは 少女 をい ふ 近 江の 方 言 なりと。 こ 、にに 用ゐ がー 


たき 說 なり。 

天 琳の 相よ 三日月の 照り  孤 屋 

近 江 八景な ど 見て 巡 h 樂し める 人々 の叨 日の 暗 を 卜する 旅路の 夕 慕な り。 

生ながら 直に 打 込 ひし こ s  利 牛 

ひし こ は 顧に 似て 小な り。 海上の 戾. 9 船、 三 日月 美しき 夕に 漁老の 無造作 

に： g に 打 込みて 鱲漬 つくるな り。 鰻漬 は鰓壹 升に 鹽 三 合、 こ れ に秋茄 子、 生 薑、 

唐辛子 等 を 加へ、 石壓 して 作る。 俳諧に は 秋季の もの 也。 

椋の實 落つ る 家 根く さるな り  野 坡 

椋は櫸 の 如くなる 大樹な り。 其實の 皮に 一種の 氣味 あり て、 粘 き 液 を 出 す。 

板葺の 屋根な ど、 實 に 其實の 止まりて 爛る 、 にあ は V 早く 腐朽すべし。 一 句 

は 人 氣少き 海 S 叉 は 磯山 陰な どの 物置 場に して、 鮭 E (つくる ところなる ベ し。 ^ 


帶賣 の戾り 連立つ 花ぐ もり  孤 屋 

5131; は 在々 處々 を經 巡.^ て 商 買す る ものな り。 田舍 びた る 地に ^  0 を ii 

出した る は 茶 だ 妙。 花ぐ も，^ の 空 まぶしから ざるに 小祠か <：5 かの 屋根の 荒 

れ たる を 見、 其 上に 椋の 大樹の ある を 仰ぎて、 これにて は 腐る 善な り と、 小 し 

ながら 語る ところな り。 椋の實 の 性 は. 洗 張、 染 物な ど 衣服に 關 する 業す る も 

の 、能く 知れる ところに て、 これ を 用ゐる こと 多き による。 IW 資 もお のづか 

ら問 知れる なるべし。 或は 想 ふ、 帶 賣 は 芋 資 の 誤なら むと。 . 

御影 供 頃の 人の そ はっく  利 半 

御影 供 は三ガ 二十 一日な.^。 京の 仁 和 寺 Is- 寺 を はじめ 弘法 大師の 御影に 

對 して 其 忌を修 すれば 云 ふ。 此 頃の 人の 陽氣 に氣輕 く、 知る 知らぬ も 聲を掛 

け あ ひ、 連 立ち かたら ひ 行く さま を 云へ り。 


ほか/ \- と 二日の 灸 のい ぼひ 出 


いぼ ひ 出し か、 いぼ ひ 出で 歟、 い づれ にして 

二日の 灸は 二月 二日に 灸 すれば 健康 を 保つ 

たると ころ 水 氣熱氣 を 持ちて 爛る 、なり。 

つ く を 空しく 看. お の れ亦心 そ は つくな り。 

ほ ろ /\ あへの 瞎に こぼる. - 

ほろ く あ へに 木の芽 藤の 葉な ど を 茹で 

0 酢. 摺 胡麻な どもて 和 へ たる も の、 ほ ろ 

。 痛き ところ ありて 不自由なる 人の 態な 

ない 袖 を ふ つて 見す る も 物 思 

無い 袖に 振られぬ とい ふ 諺 あ り、 長 袖 善 舞" 


も 大差 無 けれ ど- 

と  て  世  之  を  行  ふ 

iL 日の 灸の いぼ 


ひ 


、後に 水 一!^ を 去 

と 零れが ちなる 

ひ 

多 錢善賈 の反對 


を 


野 坡 

か 不明な り- 

い _V6  ？ <S  i 灸 

出 て、 人 の そ 


孤 屋 

-之を 細 到し 

もて 名 を 得 


利 牛 

て、 物 乏 し 


し 
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ば^も 亦 { やしく なるとい ふの 義 な"。 此 句 は 又 それ を打飜 して 强 ひて 無い g 

袖 を 1^  "、無 理工 面する も 亦 物 思な りと なり。 物 思 は 心 勞の義 に て、 戀 の 情の 

« み な る は 云 ふ ま でもな き が、 見 する も の、 も の せ に、 人 を戀 ふも牧 思 ひ、 好 く 见 

ら れんと て 無い 袖 を 振って 見す る も 物 思 ひ と、 兩 途 にかけ て 言 へ る は 巧な.^。 

gll ここ fil るゝに 1;^ つて 見す る は、 響 とも 云 はん 歟と舊 解に 云へ る は 好し" 但 

しほろ/、 和な ど、 さ して 嘉肴 美饌 とい ふべ く は あらぬ もの なれ ど. 手 數は割 

合に か ゝる ものな り、 そ れを調 へ て 人 を 款待し 心 を 示す も 無い 袖 を 振って R 凡 

する の 一 なるな り 、しかも 生憎に ほ ろ / ヽ 和の 勝に こぼれた る、 情思景 趣、 いと 

好し。 芭蕉 談 に、 正 秀 の、 ほ ろくと 云 ふ を 浪人 の^を 忍ぶ 物 思と て 付けた 

りと 云 へ る 如き は 笑 ふ ベ し。 此 處 の ほ ろ く， 淚 にも あら す、 ぼ ろくに も あ 

ら す、 何 の 浪人の 感懷と 相 闘らん や。 直 門の 人の 談 とて 後に 出で たる も の、 多 

く は 信す る に 足ら す、 其 名に 壓 されて 其 言 を 信す る は 矮人 觀場 とい ふ ものな 

-00 


舞 羽の 絲も 手に つかず 繰る  孤 屋 

物 も 手に つかぬ とい ふ 諺 あり。 前 句に 該を 用ゐ あれば 此 句に も用ゐ た.^。 

前 句 小：：；！ 歌 を 暗に^ ゐれば 次 句 も 亦. _ ^詩歌 を 暗に 用 ゐ、 前 に奇 僻の 典故 を 川 

ゐ れ ば、 次 にも 同じ やうに す。 すべて 前 句の 調子 拍子 色氣香 氣を拔 かさぬ は 

次 句の 手 だれな り。 必す しも 然 するとい ふに は あらね ど、 成 る ベ く は 然 す る 

こと 本式 連歌 以來の 習な り。 舞 羽 は 無 依 據の壊 字に て、 和名 抄の载 する 所の 

反轉、 三 才圆會 載す る 所の 蟠^ 古 にくる べきと 云 ひ、^ 葉奥卷 四、 湯 原 王、 吾妹 门儿 

に戀 ひて 亂れ ばくる ベ きに 懸けて よせむ と 吾が 戀 ひそめ し、 と ある もの 卽ち 

な り。 今 「ま ひ は」 叉 は 「ま ひ の は」 と い ひ て、 臺 上 短桴 あり て、 十 字 板 端に 四 小 柱 

の 立てる を 安 き、 之 を廻轉 せしめて 以て 絲を 絡く の 具な り， - 繭 絲を抽 くの 線 

ポ 卽 ュり 「お ほ か」 と は 異なり。 手に つかす 繰る は 心 こ、 にあらぬ をい ふ" "M 句 

は虛 象、 此句 は實體 なり。 


段々 に西國 武士の 荷の つど ひ 

舟 問屋 又は 大旅 泊屋 へ 西國藩 中の 荷の 猿 ひよ 

き に、 忙 しくな り て、 舞 羽の 絲 など 繰り 居る ベ くも 

づ くるな り。 此頃は 然る 家の 女 ども、 能く 勤 勞 

には絲 など 繰りし に や、 關 の 小 萬 は 名高き 女 なれ 

の^ gf 璃に 作られお.^ て、 世 も 之を異 しみた る こ 

なほ 昨日より け ふ は大旱 


て、 や 

吝 ま 

も. 苧 

を 問 


が て 

な り 

さ る 

を 績 

力 す 


其 

，其 

, め， 


人 々 

車 を 

の は _ 

る t  J 

併せ 


屋 

も來 

急 に 

-暇 あ 

と 同 

考 ふ 


る ベ 

収ル 

る 時 

じ 頃 

ベ し = 


利 牛 


州々 滞りな くし て. 海道 の 旅の いと 順調に 行 はる、 也." 淀川 水 洞れ て、 三 十 

石 舟 通せす とする はい か 、： -。 

切 蜣の噙 倒した る植 たばこ  野 坡 

切曉は 煙草の 根幹 を 咬 切る 蜣 なり。 植 煙草 は 刻 煙草に 對 して 言 ふ、 猶 ほ 画 


を 得 

を 失 

は 大 

も ^ 

る 者 


在る の 

くこと 

ふ 


も 


力 


古 は 寺 

しな 6。 

蒸 したる 

まなり。， 


煙草な り。 およそ 煙草 作りに は 

に て、 少 しく 之 を 除く を. N れ ば、 小 

らす。 他の 一は 大小の 蟲を 除き 

中に 就て 切 嫁 は 其害甚 し。 煙草 

茂 し て、 其 圖に 人の 身 を 入る 、 こ 

咬 倒さ るれば 二 朝に して 亡ぶ。 

慘然 たる 思 有り。 大 旱に植 煙草 

新しみ なり。 

くばり 納豆 を 仕 込 廣 庭 

より 擅 家 へ 歲 亦に 當 りて 納 豆 を 

仕込む は 作る に て、 前 句の 煙草 も 

を ひろげた る 筵の あたりに 在る 


の 苦勞： 

小 葉 勃 

す こ. tj 一 

すら 叶 

主の 撫 

倒れた： 


あ り 一 

生 族 

に て. 

蕃地 

は ぬ 

タ： V7 

る を 


る 習 

入 れ 

る ベ 


り * こ 

其廣 


出し 

之 を 

の 種 

55 ビ」 

る は 

見出 


れ を 

庭 の 


. 、半 は^ 作 


孽 芽 傍 牙 

■ 良 美 巨大 

れ ば 忽 ち 

れ ば、 大旱 

盛 な る も" 


麥 

す 


、險 よ 


したる" 


を 缺 

の 葉 

其 ^ 

の 時 

-L か 

も 詩 


や ら 

る 田 


屋 

豆 と 

豆 や 


云 ひ 

ら の 


舍寺 のさ 


疲 n を 紛ら かせ ども 待 こ、 ろ  利 牛 

疲は日 を 定め 時 を 定めて 起る 病なる 故 に 「お , ^ り」 と 云 ふ。 其の ：！： 時 を 紛ら 

して，：：： づ から 慰 め、 人 々と共に 納豆 仕込の 働きに 從 はんと はすれ ども 猶 其の 

心 巾に、 今や 寒 戰の來 るかと 危み惧 る、 ところ あるな り。 一句 病お の 心理 を 

描きて 好し。 所 化なん どなら む。 

藤です げたる 下駄の 重たき  野 坡 

藤 はとうに て、 お 藤 科 藤の 類の 滑 澤强靱 の ものな り や、 或 は ふぢに て 紫 藤の 

ことな， 0 や。 いづれ にも 解す ベければ 不明 なれ ど、 い づ れ にしても 水濕 を 总 

まざる 庭下駄 水 下駄の 類な り。 前 句 紛ら かす に、 そ  <  ろ あ る き の さ ま あ b  、下 

駄の 重たき に 病體の 映り あり。 

つれ あ ひの 名 をい やしげ に 呼 ま はり  孤 ：ii 


吾が 夫の 名 を 呼ぶ こと 

來 たる 夫 を 呼 立て t ゆね ま 

け る. 見 るが 如し。 


しき 者の 習な り。 重き 下駄 引す 

る さ ま、 横 櫛の 鬢の亂 れ、 胸 元く つ 


鄰 のうら の 遠き 井の もと 


其 51 なり。 


^ 角 

の井戶 

む る に 

るの み 

横に 出 

负來れ 


或 


暮の月 橫に負 ひくる 古 柱 

は 月見の 假の席 を 井の 近くに！^;^ けんとす るな，. r と 

古 長屋な ど 買 ひたる に 足場 あしき 樣 なりな ど 、 云 

ぎた らん。 た-く 是れ水 汲 時の 夕暮 に、 無 遠 盧 な る 者 

て..^ る まじき か 、 る 事 も 有 勝なる は 世の 態な り。 

-横 に 寢 る、 よ - J し ま、 な ど、 いふ 詞の 有る に 照 し考へ 

に は あれ ど、 少 しに 無理に とい ふや う なる 意 も 含 み 


ある き、 ffl; 

ろ ぎ 乳房 だ 

禾  牛 


事 

ふ 


野 坡 


云 ひ、 或 は 


よ 白 角 

る を 

云 へ 


ク ォ 

横にと 

て、 勿 論實に 

たりと 知る 


出 

つ 


屋 

る 


求 

ン 


ベ し， 


故事 古詩 歌な ど を 用.^ る こと 少き 代" に 俗語 俚 言 など を，： Z れに あやど. -川 

ゐる こと 多き は 炭 依の 風な り。 

ずいきの 長の あまる こって い  孤 接 

何 丸 曰 く、 こ つてい は 牛な，.^ とい ふ は大に 非な り、 こって いとい ふ 詞、 牛馬 に 

よ ら す、 す ベて 大 なる ものに 對 して 云 へれば 大の 字の 代りに 使 ふな. r と。 笑 

ふべ し。 何 丸が 言 の 如く ば、 此 一 句 は、 す いきの たけの 餘る大 さ、 と いふ ことに 

なり て、 何の 事と も 無 く、 ほ と 一  句と して 句 を 成さ す、 附 句と して 附く とこ 

ろ危 し。 曲齋 また 何 丸に 從ふ。 笑 ふべき のみ。 元来 こって いは 牛に は あら 

す、 こ つて いは こと ひの 音の 輕， 化に して、 こと ひ は殊负 の 義、 沘 大 多 力 能く 负^ 

に堪 ふる をい ふ。 力 にお.^ て 重き を ふ もの は 牛な り。 故に 萬 葉奥卷 十六、 

名高き 無心 所 著體の 歌に も、 こと ひの 牛と 作 り. 叉 同集卷 九 、高 橋 連蟲麻 の 歌 

にも. こと ひ il" のみやけ の と 作り、 た  <  こと ひとのみ は 云 はす。 能/、  i?Is 、ふお 

卽卞. '牛なる を も て、 後 に はこと ひとのみ 云 ふに 至れる 故. 和 名抄に は 「特」 を 「こ と 


ひ」 と 訓め るが、 しかも 猶 明らかに 俗 語 と 註せ り。 源 平 盛衰 記の 頃. 轉じ てこて 

ひとな り ，像) にこって いとなり たる が、 叮 If- に 言 ふとき は 今 もこ つて い 牛と い 

ふなり。 こって いは 壯大多 力の 牡牛 なれ ば、 轉 じて は 何 丸の 言 の 如く 壯大な 

る 意に 川 ゐらる 、こと も 無き に は あらね ど、 此 處 にた 1- 壯大 のず： として は、 餘 

ると いふ 語、 浮 泛 にして 著く ところな くな り、 細 徑の さま を 以て 前 句に 附 くと 

說く とい へ ども、 一 句 通せす。 こ は 古 解の、 こ つて ぃを特 牛と な し. 芋 莖 の 長の 

ト： に猶ほ 高く 犬なる 特 牛の 巍々 然として 古 柱な どした 、かに 负 ひて 慕の ra- 

に 歩み 來れ り、 とする 方 自然にし て. 畫 趣 詩 味 共に 饒し。 

ひっそりと 盆 は 過ぎた る 淨土寺  利 牛 

盆は七ガ十五日于蘭盆きの^；^！なり。 田舍 寺の 淋しき 風 情、 境 內 つ、：/ きの 寺 

地に 芋の 作られた る、 有る ベ き 景色な り。 

戶 でからく みし 水風呂の 屋根  野 坡  3 


水 風！：. n は 前に 說 けり、 浴 li に 火 をた く 設けの 附 きた る も の . からく む は 紫 コ 

げ袓 むに て、 戶 は板戶 な り J 簡暮 のさ ま、 ひ つ そ， りした る 寺と 映，.^ あ へり 

伏 透す 根と 撥の すれあ ひて  孤 屋 

椴に もみな り。 縱を 草體の 近き より 椴と 誤りた るな り。 老樹 欝蒼たると 

こ ろ を 云へ り。 袖 小屋と い ひ、 古 庭と い ひ、 舊解 區 々なれ ど、 い づれに て も .^ し。 

後の 句より 云 へば 秈 小屋の あたりと する 方 宜し かれ ど、 此 處 に て は 然 定 む る 

にも 《ES らじ。 

赤い 小宮は 新しい うち  利 牛 

丹 塗の 小 祠、 新しき う ち は 綠樹翠 篁 い づ れ にも 映 え 照りて めでた し、 古 り 黝 

みて は 見る 甲斐無し。 一 句、 新 し き を 賞美す る と も、 古 きを 嗟歎す ると も耻る 

ベ けれ ど、 山 を 開き 木 を 出す につけ て、 里 人の 山 神の 小 祠を新 建した るが 美し 

く 目に 立つ 方なる ベ し。 


喪まで は 宿の 男の 荷 を 抱 へ 


前 句を此 男の 語と した 

まで 行く 途中に て 目に 着 

て從 へる 宿の 男 の、 新 し き 


る 也。 男 の、 の 

きたる 稻 荷な 

閒 のこと、 挨. 


師走 比丘尼の 諷の塞 さよ 


一 代 男、 二十 六 歳 の 世 之 

來 れ り、 是 は と 立 寄 れ ば、 か 

は 國に て も 同し 風俗 

りおり やう M になし て、 遊 

と あり。 同條 に. 濱邊 に 比 

風俗 察知すべし。 熊 野の 


文 字 は 今 

ん どの 丹 

拶 したる 


介 北國阪 田に 

ちん 染の布 子 

な り、 元 是 は 斯 

女 同前に 相手 

丘 尼. 二八と 魚 

勸 進より 起り 


者 あり て、 細 に^ 化 粧、 白 齒 黑 頭 巾 • 地 獄 


在る 條に 

に黑 綸子 

樣の事 を 

も 定めす 

賣 となれ 

て、 江 戶、 京 

極 樂等六 


の 言 の 「が」 な 

き 社 を 褒め 

な り。 


、勸進 比丘 

の 二 つ 割" 

する 身に 

，百に 二人 

る 世 之 介 

、柬 海 道、 北 

道の 畫卷 


た る 


尼聲 


ら 


W の乘 

i  、荷 を 


船處 

持ち 


孤 星 


を 揃 

び に 

ね ど- _ 

いふ こ 

描け る 

筋、 到 る 

•sa  I ^き- 


へ て 

し て 

い つ 

そ を 

圆 あ 

處 


-ぁ た 

頃 よ 

か に 

り。 

此 の 

ら ね 


i ひ 


ど 其 

ふ な 

- J と 

き の 

を 云 

ま こ 


？ こ 

力 V7 

は る 

ほ か 

町、 京 

も て 


ど 


を諷ひ て、 人 に 近 づ き 

、曲齋 の 一一 一 曰 へ る は 笑 

代 男 • 東 海道 名所 記 等 

.濱 なんどに て 比丘尼 

るな り。 諷 聲、 濤 聲、 濱 

に 靠 き 景な なり 


句 

0 

よ 

よ 


色 を賣れ り 一 

ふ ベ し、 比 丘 

の 記せる が 

の 師走の 空 

風、 師 走の 天、 


餅 搗の臼 を 年々 買 か へ て 


の 師走に 餅搗は 解す 

0 或は 當 時の 比丘尼 

され ど 比丘尼 歌 は 績 

知 ら す、 今 考 ふると こ 


ベ けれども 

の諷の 中に 

飛鳥 川に 載 

ろ 無し。 或 


一  B? 

尼は定 

如し。 

に 人 

袁 も 


の 歸る錢 別 


せ 

ま 


建 仁 寺 町藥師 の圆子 (圖子 は 袋 町 


た 


を 


ま り 

此句 

捕捉 

な ら 


-年 々 


た る 

は た 

し も 


名高き 听 なれ ば、 當 時 三 都の 中の い づ 


叉 江 月 は 

な-^ たる 

く かに 比 


に 、い：： き 別れの 歌 

諷 ありて 之 を 唱 


こ 

f  G 

7 


臼 を 

意 の 

め ぐ 


、：^ 前 句に 因 

得せで 寒け 

- わびしき 姿 


買 力 

詞 あ 

上 口 

め つ— 


小路ず 


み て- 


の 比 


る 

-屮 

町 

. ど 


丘 尼 居れ 


趣、 い さ 

にあら 

の 御前 

卽ち今 

比丘： 

る を も 1 


、 力 

す や 

の 二 

の 神 

居 れ 

て 人 


へ る 

船 着 

へ る 

14— お， 


利 牛 


心得 

と 疑 

章 の 

田 多 

る を 

ジ タ 


りたる あ 

せらる ベ 


たりに 犬に 繁昌し 

き：；； あり て， 此 句 の 


天滿に 

滿は大 坂 

ば 詳  一一 一一 n し 

ベ し。 


たる 餅屋せ 

作られた る 


天 滿の狀 を また 忘れけ り 


と ヾく. べき 狀なる 

曾 根 崎 堂 島中の 島 

難 けれど も、 此 句 は 


ベ き が、 或 は 

あたり をい 

繁昌して 賑 


廣袖を 上に 引 はる 船の 者 


船の 者の 風體は 一句に 分明な り。 但 

づ から 屈 荷の 送 狀を携 ふる を 忘れた る 

なり。 お ほかた は 船の 者 呼びかけて 狀 


ん ざ 

に や 


い 屋 

と も 


又 天 

ふ。 

や か 


な る 


し此 

に や" 

を賴 


む 


の 

な 


よ 


天 

家 


ど の- 

U る 


者 

ら 


束な 

む と 


そ 


れと云 はで も合點 


の 狀 

の 取 


野 坡 


句、 情 

れ滕 


^一一 一口 し 

趣 分 

な る 


故 お 

へ る 


に や 

の づ 


W し 

明 な 

さ ま 

、船 の 


. 天 

ら ね 

な る 


力 


ら 


者み 

暖昧 


.{n 解の 如くな 


むく 起に して 參る 觀 音  牛 

前 句に 朝風 冷 ことした る 趣 あ り、 む く 起の 朝 ま ゐ，. ^似つ かにし く. 殊 に朝觀 

音と いふ 諺 も あれ ば、 此 句 前 句 をぬ かさぬ とい ふ ものな り。 瀨 UI- 內海備 後 阿 

伏 冤の 觀音 などと 婆 心錄の 睨みた る はいと 好 し。 

燃した る 薪 を 尻 手に さしく ベ て  野坡 

門前 水茶屋な り。 尻 手 はう しろ 手な り。 

十四 五兩の ふりま はしす る  孤 屋 

後手に 薪 さしくぶ る は、 前 は 人に 對 ひて 何 か應對 せる にて、 口 も 八 町 手 も 八 

町の 敏 發 明の 働 盛りの 內 儀な，^。 十四 五雨の 世 を 切って ま はすと 忙は 

しき さま を 云 へり 。 


月 花に かきあげ 城の 跡ば かり 

堀 を 掘り て 其 土 を もて 土 居 を 

げ 城と いふ。 其 跡ば かりとい へ 

中の 小 市とまで も ゆかぬ 


と >  J 


設け 

ば、 わ 

ろ な 


た る 

づ か 


地の さ ま， 前 句の 趣と 映發し て. 淡 きが 中に 

. 弦 打 S 海 雲と る 桶 

讚 岐國香 川 郡 飯 田 鄕弦打 村 あ り、 其 あ た 

なるべし U 何 丸 曰 く、 讚 岐國 網の の 弦 打 

へ かけて 吹流しく して 和歌の 浦に て 取 

日本に 六十 餘ぁ り、 跡 ばか.^ とは紀 州の 加 

き 海 藻、 岩 に 着きて 生 じ、 或 は 後に 至りて 浮 


ば か 


な る 町 

月 花に 

佳味 あ 


り の 

山 お 

れ る 

田 な 

流す 


の 草 率 未成 

なる こと 知 

これと い ふ 

る 句な h-0 


山より 

ろしの 

海 雲 を 

り JC 


下す 風 

己 H  S 

最上と 

海 雲 は 一 

して 殖 


利 牛 

暑 

の 城塞 を か き 

る ベ く、 問 の 宿 

名所 舊跡も 無 


孤 屋 

を 弦 打 m とい 

田より 和歌の 

す、 か き あ げ 城 

海蘊な り、 絲 の 

ふべき ものな 


あ 

き 


ふ 

P 


9 

7 


機嫌 能 かひ こ は 庭に 起 か、 り  0 坡 

蠶は四 眠 四 起す る 故に 起 か 、，.：^ と は 作れ，^。 眠と は 眠る が 如くに 休みて 

^を， ら ざる をい ふ。 ねる とも 休みと も 云 ひ 、奥 州に て は よどみと もい J 

初 眠 を 一の 休. 叉 はし 、 の 休、 二 眠 を 二の 休 叉 はたかの 休、 ニー  眠 を 舟の 休、 四 眠 を 

庭の 休と いひ て、 庭 休よ. り 起きる に 至れ ば、 大 に 桑 を 食 ひ て、 や がて t 緩 成 鋼す 

るな り。 されば 庭 休の 起 か、 り は 蠶を養 ふ 者に 取りて は 最も 大切な る^に 

て、 此.^ に 當，. ^ て 拙き こと すれ ば、 前 功 盡く廢 りて宣 しからぬ 結 mi^ を 55 るに 至 

る。 .1? 機嫌 能蠶は 庭に 起 かゝ. ^と あるに、 家の 隱 な ど、 海 雲 を蠶の 休の 問 

に 取りて 歸-, ^たる も、 大 切なる 時 なれば 其 人の 念ぎ て 蠶の狀 を 問 ひもし 见も 

したる さま 見え て. 無 理 ならぬな り。 それ を 太^ 曲齋の 輩、 庭 の 休 は 初の 休の 

や， つに 思へ るに や、 {仝 瑰 なる 智識と 批判と より、 こと に 婆心錄 は無现 付な.^ な 

どゝ 云へ る、 傍 痛し。 庭に 起 か 、- ^の 庭の 一 語の 光に 眼 もっかぬ， ほどの 齒弊 

なる. K むべ し。 是の 如くに 俳句 を ゆ はふの 輩 は、 機 嫌 能 の 語 も 、驚 兒に 就て、 之 


を 飼 ふ 者の 問 に. 特 に 多く 用 ゐらる 、の 語なる ことに も 心 づ かぬ なるべし" 


小晝の 頃の 空靜 なり 

小畫は 朝と 正午との 問. や 、午に 近 き、 今 の 

時 は 其 頃に 當 6. て、 や 、倦み 且腹 空しくなれ 

小 畫 食 の な ら む。 今 も 田 舍には 遺 れる詞 

く 折 合 ひて 安らかに して 好し。 

緣 端に 腫れた る 足を投 出して 


九 時半 十 時の 頃 

ば 小 餐を驭 る を 

な-^。 所 謂 頃 付 


を 


な 


利 牛 


い ふ 

小 晝 

れ ど- 


曰 


と 


前 句 


長 き 

ふ。 


孤 屋 


病人の 何 するとい ふ こと も 無く て、 已 の 刻 頃の 和ら かなる 日の 光の 滿 てる 

庭に 對ひ 居るな り。 
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鍋の 鑄掛を 念入れて 見る 

も 身に も 思 ふ 事 爲す事 無き 人、 每 々是の 如き 態 あ 


野 坡 


S 


麥 畑の 替 地に 渡る 榜示杭  利 牛 

一 句 は 分明な り、 聯 意 は 朦朧た， 9。 舊 解、 或 は 曰 ふ、 替 地 引渡の 役人の 來 るに- 

貧 村の 人 々、其 引受の 家へ 振舞の 手 偉に 集ま り、 鑄 掛 したる 古 鍋の 洩り もやせ 

んと 念入れて 見る な りと。 或は 曰 く、 榜 示 杭 を 打つ に叮 i やにす るな，.^ と。 或 

は 曰 く、 榜 示 杭の 傍に 捨て ある 古 鍋 を鑄掛 せば 猶用. Q る に堪 へ んと 熟視す る 

なりと。 いづれ も 人を點 頭せ しむる に 足らす" 土地 上の 用と なりて 替 地下 

さる 、程 なれ ば. 甘 ：ハ 榜 示 杭 は 村の 公 用 勤む る 莊 屋に渡 "れ るなる べし。 渡る と 

いふ 語に 意 を 着 くれば， 一句 はた、. -是れ 莊屋の 家と いふ ことな.^。 其莊屋 の- 

吾が 家の 鍋の 鑄褂を 念入れて 見 居る とい ふだけ の 表に て， 裹 に は 言 外 の ^1;:- ぁ 

り。 立つ る榜示 杭と いふに も 立てる 榜示 杭と いふに も あらで、 渡る と あるに- 

莊屋が 許に 上よりの 榜示 杭の 下し 渡された る を 知る ベ く、 扱 前 句に か、 りて 

其莊屋 がさした る 事 も 無き 鍋の 鑄掛 など 念入れて 見 居た る， 其 處に 何とも 指 

示し 難き を かし さは 有るべし。 冬の 日 春の 日の 頃と は 風 か は，.^ て、 理路 は叨 


ら 力な 

此 集の 

す。 風 

ら す。 


ら で も. 情 趣 は饒か 

氣味を もて 彼 集 を 

趣 氣 味、 ま 々により 

の 所 謂 齊 しから 


ら むこと を 求め 居れ 

釋 すべから す、 彼 集 の 


古 


^ 註 

り、 と 云 

紙展同 


だ 、 

M き； o 

fete 


人々 によりて- 

ざる は 物の 15 


人 も 知らず 賴 政の 肇 


-地替 へられ 家 移 

り。 源賴 政の 歌 

に K りしな り。 


さる ゝ ことな 

切、 叉 は 文書な 

一 句 奇拔、 大曲 


物 ご とも子 持に なれば だ 


さは 博 無くて 無 

げ 得 べし" 但し 

i€ ゆ， §1, 無し に 救 


頓着なる なり 

賣 人 も 買 人 も 

ひ lii たる を、 人 


- 同じ 蕉 

なりと 一 


る は 

氣味 

門 の 

い ふ 


此猿 作者 


を 

も 


> る 

り 家 

な. り 


ォ Ik 力 

ど、 古 よ 

折の 場 

ゝ くさ 


0 此句も 曲 

知 ら す、 g 只 人 

に それと 敎 


此 


し と も 


，古 よ 


句 

も 


有 

し 


に し 

も と 


の 料 

に 臨 

差異 


な ん 

何 と 

せ り 


簡 な り。 

むべ から 

無き にあ 

と附 けた 

も 知 ら で 


野 坡 


て 


て、 如 

よ り 

子 持に 


1^ 檨にも 

知 ら で、 賴 

なれば だ S 


たくさ に、 と 少し 氣 ま り惡げ に 又 負 惜みも 交りた る陳疏 す る さまい と を 力し 

き な り。 

又 御 局の 古着いた、 く  利 牛 

子 持の 女の 舊 主なる 御 局に 見えて 恩を受 くるな り。 

妓王 寺のう へに 上れば ニ尊院  孤 屋 一 

妓王寺 二 尊院相 近し。 いづれ も 京の 嵯峨 なり。 一句 は物詣 遊行の 體に て、 

古 苦いた、 く 者 は伴隨 せるな り。 中 七 文字の 上へ 上れば は、 下へ 下れば の 誤 

なるべし. 地勢 然 なくて は 相應せ や。 上下の 二字 草體 にて は いづれ も 三點な 

れ ば、 淨 0 の 時 に. 素 龍 の 偶 然 見 あや ま り て、 下 へ 下れば と あ，.^ しを窨 r 艮り しな 


け，， かくは 隱 p にて、 かけ \ だ 、りての 

ふ 語 の ご と く、 當 時 か ゝ る 漢語 も 世に 用ゐ 

らく は然 らん。 郊外の 地、 昨 日と は 甚だ 違 

薄雪の 細か に 初手 を 降， 出し 


な り 

れし 

て 今 


に や、 今 

曰 ュ.^ 寂 


的證 

し と 


_ 淵 底、 吟 などい 

を 得すと 雖 も. 恐 

な り。 


利 牛 


一 句 {ュ しき やう なれ ど、 薄 雪の 一 語 は 降りて 後に 云 ふ ベ し， 初 より 薄雪と は 

云 ふべ からす。 句 意 聯意は 分明な り。 


つ く な 


鹭 の 雲 腸 


孤 屋 


ゥ 


•HI き 

り 0 

の 1 


や 


なりに は 一 につく ねられた るな 

ぢられ て 雲の 如く 蜘蛛の 屈みた 

な ん ど の 雲 腸. 人 これ を 賞 す。 鱸 

、； び たれ ど も、 ま た賤者 茶人 等 

なりの 姿、 ま ことに おもしろし。 


に 也- 

口 

力 


殆 


の は 八 百 膳 料 

の瞎に 上りし 

これ を 雪に 雲 


は 組 

ど 一 

理通 

なりつ. 


な る 

を な 

も 昆 

雪 の 


ベ し- 

す  も 

え た 

曰 _  > 


の 


の 

な 


ふ詞を 寄せた る 


の み 


た き 

の 至 

な h . 

な ら 


と 云 へ る 曲齋の 言 は 甚だお ろかな り。 

の 言 も當ら す。 こまかなる 雪の 降 出し- 

光、 こ、 らを 見出した る 

^にあら す や。 然るに 

. 鲕には あら す、. © 腸 な 

は 何のお もしろ みあ 


で 


さ 


速の 

て、 爽 

そ 詩 


は 詩に も 歌に も 

縉 の鲕の 塑藏の 

り、 しかも ，M の に 

ら ん。 


錢 さしに 菰引 ちぎる 朝の 月 


寒き 

無 き 

も の 

は あ 


所 着と も 云 

風、 雲 腸の 塊 

俳諧の 巧し 

と 思 違 へ 居 

ら す、 生 0 の 


し は 餞 縛に て、 餞 を 其 

さしに したる 市場 

快 活、 市 井の 意 氣も見 

旣 に淚 移に 暴 れるも 


の孔 方に 貫きて とむ る な り。 Jwi 

の 早朝の 月、 伏 見あたりの 古手 屋 

ゆ る 景 色、 此 句 亦お もしろ し。 拙 

の なれ。 


は， C かと 云 

然 たる 纯き 

かも 炭 俊の 

る 人 も 多し 

なり。 生の 


「リ ち 

月 と 

と 甲 

IC  一一；. -a 


ぎ h> 

も 異 

せ る 


へ る 

姿， 冷 

淡 中 

リ Kr 


野 坡 


て：： 十 

な り 

人 こ 


なめす /- きとる 裏の 厨閒 


利 牛 


な め 

て 名 を 

ふ、 塞 . 

立ち 

の 置 

と 見 

さ る 

な め 


す 


右 よ 

ら 目 


ゝ き は 中. f:: は獻上 

るか。 大和 本草に 

本より 0 多く 生す 

す、 と あり。 下 七 字 

なり。 一句 は 聞 

たる 陰濕の 地に な 

しと。 さらばな め 

有る にや。 村 田 了 

は 異なるな らん 歟 


品と もな りし 

■ 笠 は 一 寸 ばか 

-裼 色な り、 う ら 

• うらの ひ あは 

え た ，.^、前 句 と 

めす、 きの 生 

す、 きを 生せ 

阿 曰 く、 江 11^ に 

。 本草 家 装 月 


目 を 縫て むりに 鳴す る鵰の 


の 

-莖 

め 


な 

れ 

讀 


ぢ 


止まりの 結節 を 

上に 結び 合 はす 

て 見えすな るな 


作り 置 き、 鸱 の 下 眼 

と き は、 き？ の 眶は下 


、 

f し 

む 


ん 

と 


と 


の綠を 

ょ丄 

此腺を 足 緒 付けて 撞 


に し 

り、 西 

ベ し- 


予 

れ 


と 

木 


長 


し 

止 


て 

合 


な 


不明 


更 

ど 


-其 

ま 


さ 


_粘消 

，柔 、滑 

K こ 

ズ V7 

は 建 

。 若 

_掛 置 

を 置 

ら す- 

に は 秋季 也 


も 


菰筵 


を 引 

の 故 

せ、 撞 


屋 

締 め 

-ぉ の 

木 の 


の 


左 

力 


桐 灰 少し 

の 麻の 細 


に ^ 

い ふ_ 

も の 


又 

な h 

と い 

ひ て 


の 均 

落し- 


頼み 

。 よ 

へ る 

拘 は 


加 へ て 光らぬ やう 

紐 を 付け、 遠く より 

衡を 取り、 且 っ^く 

おのれ は 撞木に と 

を 縫 ふ は 図 をして 

み 込め ると ころな 


になせ る鎮 を 塗 

之 を 引 動かせば、 

なり。 他の 鵾其 

ま. 9 て 黐に 粘く 

騷 ぎ 狂 は ざら し 

る ベ し。 


又 だ のみして 美 濃 便り き 


は 直接に 賴む にあ 

く/、 故 鄕の賴 り 

に 仔細 は 無 し， 假 り . 

り 解かん は 非な り。 


らす、 人 を賴み て、 其 

を 聞く に 聞まぬ る 

たるまでの 國 名な 


て 地 

は 羽 

を BU. 

h  。 

ん と 


人 

惡 


力 


さ 


ずに 中の 巳の 曰 を 祭るな り 


立 置き、 

、きし 

て 、ハサ 鬪 

れを鵾 

f 1  „ 


き 


又 他の 

事情 あ 

句 へ の 


木の 根方に 

落 ち ざ る や 

ん とて 來り 

叉に 鵾 落し 

合 は瞻 引せ 


お 


0 坡 

に 賴  一， 5^ も 

體 なり。 

味 淡々 た 


利 牛 


と 

る 


ふ 


前 句 は 不自由の さ ま、 此 句 は 願事 有る 

但し 上の 巳 は 聞え た り、 中 の 巳 を 祭る は 

得ん とする にや。 中の 巳 を 祭る 時 は 目 

得る とい ふ 俗 偉なる 歟。 

入来る 人に 味 i 曰 豆 を 出す 


さまと い へ る 古 解、 簡 にして 妙な り。 

何ぞ、 俗の 習の 辨才天 を 祭りて 財 福 を 


上に も 目下に も 


あらぬ 自己の 立身 を 


星 


巳の 日 を 吉日と して 味噌 を 造る を 云 へ り。 味 豆 は 味噌の 料と して 多量 

を大 签に煑 る を もて 甚だ 軟 にな り、.^ も ま た 宜 し く な る な ，.^。 

す 甘 かひに 木綿 袷の 龍 田 川  野 坡 

味噌 豆な ど 出し 出さる、 心 やすき 同志の 婦人の 衣服の さまな り。 龍 を 裁 

つ の 懸詞と 取 り. 筋 かひに 裁つ 相談な らんと 解す る は、 卻 て 宜し か ら す。 然 あ 

らんに は、 木 綿 拾のと 云へ るの 文字 甚だ 妥當 ならざる を 如何に せん。 筋 違 は 

斜 にて、 斜に龍 田 川の 模 樣、 卽 ち 水に 亂れ 紅葉の 衣 は. 其 の 木綿 拾と あるに より 


て、 若き 女の 分 低き 者な 

. ^おれる 二十歳 がらみ の 

の 如くに 見せた るな り。 


る を 現 は せ り" 味 噌 豆 出 す 

女 の、 さ も 有り さうな る 《n 田 時 


御茶屋の 見 ゆる 宿の 取つ き 


前 句 を 何 かの 見物に 出 

屋には あら す、 前 句の 龍 田 

と 見る は 定法な り と 云 ひ 

解せ る は 宜しから す。 詩 

無 し、 定 法 呼 はり は 傳授を 

なり。 まして 定法 を も て 

なるべし。 又木 綿の 寵田 

あ り て、 殿 の 御茶屋の 假に 


たる 在所の 娘と 見 

川 もま ことの 龍 田 

て、 龍 田 の 流 を 見 わ 

歌の道に 型に 入れ 

賣 物にした る支考 

他の 句 を 解かん と 

川と いふ 口す さみ 

設けられ たる が 、其 


て 


とい へ る 一 句な り- 叉舊 解に， 前 句の 女を驛 


に は あ 

し て 口 

干菓子 

輩よ- 

る は 眞 

あらん 

の 取つ 

年季 女 


主婦 方の、 手傳 などに 來 g 

の 虱 姿 を、 そ つくりと 畫 


利 牛 

るな り。 御茶屋 は 水 茶 

らす： 准 附の後 を現景 

す さむ 景色な りな ど > - 

を 造 る や う なる 定法 は 

云 出した る 妄 師 の 妄 言 

の 杓子 定规 とい ふ もの 

や。 宿に 何事 かの 催し 

き卽ち 入口よ， 9 見 ゆる 

とい へ る も 宜しから す. 


御茶屋と い ふ 語 を 能く 見ぬ あやまちな 


ほ や とどん ど ほこらす 雲 ちぎれ 


ど ん 

i こら 

る ^ る 


孤 屋 


は 正月 十五 日に 

は 燃え a* らすな 

く. 人 々 も 勿論 こ 


松 


竹し め繩な 

リ ほ や 

を 見るな 


水菜に 鯨 まじる 愁汁 


惣汁は 今 用ゐぬ なれ ど 

一 家 上下お しなべ て 供せ 

春の ものな り。 どん どの 

坡 の 句、 每 々巧慧 な り。 


-惣 菜と いふ 

るゝ 汁な り 

例の 朝 餉、 家 


吾 

さ ぼ 

0 

M 


を 收 め、 廣 き 所に て 之 を燒く をい ふ。 

火の 炎上す る貌。 御茶屋よ h- も 見 

雲ち ざれ は 朝の 景也" 

野 坡 

は 今 も 用ゐら る。 偉へ て 知るべし. 

水菜 は 京の 壬 生 菜、 束 京の 京茱 にて， 

に 人 多き さま 一句に 見えたり。 野 


花のう ち 引越て 居る 樫 原 


利 牛 
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挖 原 

古 評に 

ベ き 所 

附 き K 


はかた ぎ 原と 讀む。 七 條通大 瑕 川の 西に て 丹 

曰 く、 水 菜 に 京 の 地 名. の がさぬ 附な りと。 樫 原 

て、 し づ かに 泰色 を樂み 賞す 

僧正な ど ゝ云 ふに は 及ば じ 


に 化 時の 雑鬧を 避け 

り。 西 行 庵の ^、或 


尻輕 にす る 返事 聞よ 


家 僕 の 術 從 な る な 


おち か 、 るう そ /\ 時の 雨の 音 


徒ら に 

得せす 右 

う ろ /] 

爲 しかぬ 

ゐて附 け 


# 徊 する t,^J う fv- 

を 取らん とし 左 


ありき と 云 ひ. 

を 取らん とする を 


へ 首 鼠兩端 

などい ふ 詞と相 通す るに や。 うそ /\ 時 は 

る^ 暗き 時 を 云 ふとお ぼし) 前 句の 明るさ 


波 口な o.ri 何 丸 云 

洛外に て 山 ^ など 

る 趣 、前 句 に お も し 

孤 屋 


にして 彼 も 得 

するとい ^  0 

夕 幕の 何を爲 


に 反對せ る 趣 

たるお もしろ し- 正 反 を 云 は， \ 反の 旬、 反 の 響の 附 句な り 


せ す 

う じ 

さ ん 

の 語 


^ る 


野 坡 


此 も 

に も 

を 川 


9 


聯^ は 


おの づ から 分明な 


入 舟つ、、、 く 月の 六月 


^  hi 


月の 六月 は 月 ある 六月な り。 九 句 目に 花 出で たれば、 こ ゝに W: を 出した る 

なり。 六月 十五 日 か 十六 日なる べし。 満潮に 入 舟 多き 湊の 大粒の 雨落ちく 

る に 苦葺き 騒ぐ さま なり。 


拭 立てお 上の 敷居 光らす る 


孤 屋 


お 上 はお う へ と 讀 ま す、 主 人 方の 居る ところ をい ふ。 大 なる 問屋の 奧 二階 

など を 此處に は 云 ふなる べし。 夏な り 月な り 光る ほどに 拭 立てた る 敷 £9 ふ 

さ は し。 


尙 言 つのる 詞 からか ひ 


召使 はる 、者 共の 互に 自讚毀 他の 詞 からか ひ、 每 々の 事な 


野 坡 


03 


畑の 砂の けて 


利 牛 


4 

V 


出水の 砂に 畑の 埋 もる 、 は 多き 例な り。 其 砂 を 除く に つけての 口論 さる 

ことながら、 た 、： -是れ 理窟の 附句 にて、 俳諧 乏 し。 


何年 菩提 しれぬ 栃の木 

栃 は和卞 ならん 歟、 とちと 訓む。 七葉樹 をい ふ。 何年 菩提 

にて. 俗に 何年 程と い ふ 程 を 「菩 提」 と い ひ、 叉 何程 を何菩 ともい 

名 の 下の 「、ほ」 の 「ぼ. と 源り 「、ど」 の 「だ い」 と 延びた る は、 聲變音 延の法 

怪む を須ゐ す。 菩提 達磨の 面壁 九 年の 談 など 引きて 釋 する 

べし。 洪水に 流來， 9 て 埋まり t5 たる 栃の 大木の 砂の 下より 

る 態な り。 


孤 屋 


菩提 

な り- 

の づ 

附 會 

よ L 


は あ 

_ は 

か ら 

な り 


て 卞 

ね假 

然 

, 笑 ふ 

異す 


敷金に 弓 同心の あと を繼 


同 心 は 卒 な ， ^、弓 同心 は 弓 取 同心の 義に て、 卒 の 中に や、 立 上，. - たる 際な り。 

子 無き 弓 同心の 株 を 買 ひ、 跡 目に なほり て、 古 き 住居に 入 り、 さ て 荒れた る 庭 内 

に 老いて 生氣も 無き 栃の 大樹 ある を 見出して 驚き 呆る 、なり。 弓 同心と あ 

るに 町に づ れの 淋しき 地なる こと 見 ゆ。 

丸 九十 日濕 をゎづ らふ  利 牛 

濕は濕 疹をも 梅毒 を もい ふ。 こ、 の は濕疹 なるべし。 弓を搔 るよりの 傳 

染 なりな ど 、解せ すと も、 弓 同心な どの 閑^と 濕 との 何と 無き 映りの おもし 

ろみ を 味 はふべ し。 

投打 も はら 立つ ま、 にめ つた 也  孤 屋 

濕癬に 癇癖 起り て 的 も 無く 物を拋 つなり。 

足な し 碁盤よう 借に 來る  野 坡 


のな り 

だしき 

け か ゝ 

ると い 

ども 妙 

野坡は 

こと を 一 


0 舊解前 句の 投打 

誤な.^。 前 句に は 

たる i6  、打つ と 

へ る に. 其 の 基う つ 

ならす。 If 野 あた 

炭俵の 風の み 一 筋 

能くせ る 者な り。 


る 共 A 盤に にあら す、 初 より 脚の 無き 

の 辭に拘 はりて 破れた る 脚ぬ け 基 

逆 附、 な げぅ つ は 投げて 打つ に て、 自 

取 做して 附 けたるな り。 脚な し 基 

人の 人品 も 甚品も 見 ゆ。 附方は 古 

にも 炭俵 風の 句 あ り、 炭 俵に も 古 

の 人に は あら す、 贞 門の 俳 諧、 談 林 の 


里 離れ 順禮 引の ふらつ きて 


雍 


て、 わ び た 

と 見た る 

自暴に 悲 

を. K ^力 も 

，句 は 利 き 

の 句 ある 

諧も吞 吐 

禾  牛 


る も 

は甚 

を负 

I.  一  I 

な ho 

す る 


顺禮引 は 木賃招 やうの 安宿の 宿 引な り。 脚無菲 ^ 盤 を^り る も 道理の 人柄 

察す ベ し。 


や はら かもの を 嫁の 襟 もと 


畕 


宿 引 男の 眼中より 見て 他の 新しき 家內を 評するな 

もへ： U める にや。 


氣 にか 、 る朔 日し まの 精進 箸 


朔 日 

進 箸に 

襟元 昆 

ま s 走. 


月の 初 なれば 祝福 

腥 きもの も 無 けれ 

るな， o。 院 ばざる 

まな ど い ふと 同じ 


して 首つ きの 魚な ど 

ば、 姑 の 之を氣 にかけ 

の 情、 お の づ からに あ 

く、 朔 日の 折 柄と 云 は， 


うんお 果てた る八專 の 空 


うん ぢ 

丑 辰 午 戌 


は うんじの 誤に て 

を 間 曰と て 除 き. 他 

降る A 審 降り 八專 など 、 云 

句を單 にしけ なる 故と 流し 


倦な り。 八 專は壬 子 

の 八日 を 雨 ありと 做 

ひて 民間 之 を 信す。 

た ，9。  ， 


より 癸 亥 

す 暦の 上 

一 句 は 雨 


少し は猜み 謗る 意 


膳に 上す 

て、 嫁 の や 

ら はる。 

レ、 i  n  V 


野 坡 


な bo 

ら かも 

日し ま 


然る 

の し 

は 正 


至る 十 

の 語 な. 


る 

し 


禾  牛 

日 問 


.^ きを 云 ひて 前 


7 

9 


丁 寧 に仙臺 俵の 口 か、 >  り  孤 屋 

仙 臺俵は 俗用の 字に て， 仙 臺米苞 なり" ^の 口 か、：^ りの 叮 嚀 なる を晃っ 、 

陸上げ の 雨に 叶 はぬ を啷 ち. 倦 朵っ るな り。 

訴訟が 濟んで 土手に な る 筋  野 坡 

訴願 許されて 川 添に 新 堤 造らる ベ きと ころ に、 仙 臺 苞の {4- きたる へ 土 を 詰 

めて 土^つ くるな り。 

夕月に 醫 者の 名字 を 聞 はつり  利 . 牛 

^は つりに 確と 記え すし て. 不 確に M 記え たるな り。 堤に な る ベ き 筋 の 家 

も旣に 練に なりたる に， し かも 閒 はつりた る 醫者を 尋ね かね て、 夕 =3- に 左； 打き 

右 行きて 困す る さまな り。 


包んで 戾る鮏 の燒物  孤屋 

病氣 本復 祝宴な どなるべし。 るに 夕 の 映りと いへ る 古 解よ ろし。 

定免を 今年の 風に 慾 ぼり て ， 

^^ ャ ゥ メ ン 

水旱 風. お 3 等に よりて 年貢 運上 等 を 定式に 免 さる、 を定 免と いふ。 今年の 

風害 を 云 立て 、定免 を 多く 得た る を 此句は 云 ひ、 村 の 集まりの 一 會 果て ゝ鮏 

の燒 物まで 包みて 歸る世 がし こさに 聯 ねて 其 事 を 云 へり。 

もはや 仕事 もなら ぬお とろへ  利 牛 

極 老の人 を 云へ り。 聯 マば お の づ か ら 明らかな り。 

暑 病の 殊に 土用 をうる さがり  孤 屋 

暑 病に なつ やみと 訓む ならん。 夏 熱に 當 りて 羸瘦無 力、 胃 弱 神衰に 及ぶ を M 


夏 の 

か ら 


土用 をい 

ぬ 新味 無 


いふ。 土用 は 四季に あれ ど も、 俗 に は 小 奢の 後より 立秋に 至る 

ふ。 附^ は 分明 なれ ど も、 例 の 力き 附方 にて. 此^に も 似合 はし 

きものな り。 

幾 月ぶ りで 越 ゆる 逢阪  野 坡 

京 を 去り て、 逢 坂の 關を越 え、 故 鄕の 涼しき 方へ 歸る なり。 百韵も 名殘の 一 裘 

となりて より、 强弩の 末と な". こ 、 らお もしろ からぬ 句の みなり。 

減 もせぬ 鍛冶屋の みせの 棚 ざら し  利 牛 

の每度 目に？ S たる を、 へり もせぬ と 云 へ る、 流 石 に を かし。 依 然 た る 

し も の、 葡 形 新 眼に 上り て. 記 の 確と 蘇 生 せ る、 お もしろ し。 逢坂 近く 

る 家 ありし 寫實 なる べし U 


棚 ざ ら 

にか 丄 


建 直す 町の 相談 


孤 屋 


門 は 町の 木 なり。 むかし は 町々 に木戶 あ..^ しに て. 木 戶 に鐡 物の 用、 言 ふ 

ま で も な し。 


三 

に 三 

み に 

し て 

な KV 


彼岸 過 一 重の 花のへ 立て 


野 坡 


世 陽氣 にな り、 古 び 朽ちた る もの ゝ 見苦しく 覺 えらる 、時とな>.^たるな 


三人ながら おもしろき 春  執 筆 

人 上 戶、 酢 吸 の 三 聖、 虎 溪 の 三 笑、 何 か は 知ら す、 卷 は 人々 おもしろき にて I 

吟 百韵滿 了の たのし さ を 利かせたり。 され ど 此卷佳 處も少 からね ど- 

落ち 凡に 過 ぎ、 や り 句 多，、 して 典 無き 處も 多し。 曲 齋の誹 誇 も 無理な 

担し 曲 齋の斯 くも あらま ほしと て 提出せ る 句々 に 至って は、 更 に ^,介 拙 に 

取る ベ からす 笑 ふ べき もの 多し。 古人 みだりに 輕ん すべ からざる もの 


ら 


(早苗 舟卷 終) 


1 

0 


秋の 空 尾 上の 杉に 離れた 


其 角 


尾 の 

の 杉の 

し て 氣 

&ム 合 さ 


秋の 

屋の此 

とい ふ 

手 力 ヒヅケ 

違附の 


h 

れ， 


空 


よ 


は 山 1；1 なり。 一 句 秋の 天の 高く 靑 くして 涯無く 澄める さま を 1M 

に 離れたり の 語に 形容し 盡 して 妙な り。 楚 辭九懷 に、 天 高 くして 

しとい へ る、 晉 潘岳 秋典賦 に、 天 晃朗 として 而 して 彌 高し と い へ る 

て、 蕉 門の 迦葉 たるに 耻ぢ ざるの 佳句な り。 

おくれて 一羽 海 わたる 鷹  孤 屋 

の髙 くいさぎ よきに 冲 りて 鐡 翮健翥 大海 を 渡る 鷹 を 見出した る 

句、 よき 脇の 章な り。 秋に 當 りて 廳山を 出づ。 これ を 臘の山 別 

. ^と^と 引 違 へ て附 けたる が 中に 前 句と 睐 ならざる ところお り- 

ろ  しきもの。  二 句 を 合せて 一幅の 好畫圆 なり。 


1 f 


^0 


日隨 M ふ る 貝 吹て 


同 


海邊 〔€ 網 か 鰌 網 引くなる べし。 朝霧に 貝の 聲も？ まし く、 前 句の 後れて に 

此 句の 揃 ふる も、 作 の 良 ェ 苦 心 の ほ ど 察 す ベ し。 


月の！^ る 、 四 扉の 


し V 乍 導 

芭 蕉 が 善 

ら ん が、 蕉 

淨 土 寺、 定 

nJ こ i 

月 も M る 


のお もむ き 

光寺の 句に 

句に は 四 門 

の 四 な り、 然 

額 山 善 光寺 

何の 關 はる 

敎の句 を も 

ゝ まどなる 


也。 四 扉の 門 は 

月影 や 四 門 四 宗 

と ありて 四 扉の 

ら すば 善 光寺 四 

なりと い へ る傳 

ところ 無し。 こ 

のせり とも 考へ 

大 なる 門と 解し 


舊說善 光寺の 

もた、 一  つ」 と 

門と はなし。 

門 は 南 命 山 無 

說 によれるな 

とに 表の 第 四 

難し。 た 1/ 是 

て、 前 句と も 能 


組 父が 手の 火桶 も 落す はかり 也 


其 角 

さ ま な >^^ と 云 へ り。 そ は 

あるより 思 寄りし ことな 

四 門 は 有 門、 空 門、 亦 有 空 門、 

量 寺、 北 空 山 雲 上 寺、 不捨山 

るべ し。 此句 芭蕉が 句の 

句 なれ ばいて れと 知る 、 や 

れ四 扉の 門に て、 立派 な る、 

く聯 なる な り 0 
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の 君 

h 人 

き さ 

火 を 

( る 

も 劣 

あ h 

故と 

力 ず 


父 

- 、 

ら 

の 


は あて 

ね 出た 

女 の、 衣 

、. -仄に 

と顽な 

や ぬら 

を かし 

A リれ 

ものと 

笑 を も 


字 に て、 老 夫 

歸， 0 た ま ふ 

れ ば、 翁 の い 

は 雪に あ ひ 

入れて 袖ぐ 

り。 御供の 

す 朝の 袖 か 

ければ、 連歌 

る 故 其 そ 

作 意 し、 普 通 

て此 句を迎 


な 6  0 源 

條。 御 車 

と： jl^ じき 

て 煤け 惑 

、みに 持 

人より て 

な。 此段 

以來 俳諧 

を 打 掠め 

の 門番の 

へ さ せ、 知 


氏 物語 

出づ ベ 

ぞ出來 

ひ、 寒し 

ぞ 開 け 

ひ- ^ を 

にも 數 

て、 本文 

お も む 

らぬ 人. 


末 摘 

き 門 

る 0 

と 田 5 

翁 門 

つ る 

々 用 

は 女 

き に 

に も 


花 卷、 雪 の 

は 未だ 開 

女に や 孫 

へる 氣色 

を 得 開け 

。 ふりに 

て 作れり 

ゐられ 

の 袖ぐ 

取 做し 

情 景 合 


け ざ 

女 に 


て 


や 


、多 

ゆ 


源氏 

や、 は 

て 怪 

ね ば- 

頭 の 

く だ 

人の 

火 柿 

其條 

ベ く 


大 


摘 花 

ば 鍵の 预 

たなる 

きもの 

りて 引 

を 見る 

0 趣 畫 

れ る 一 

る を、 老 

知れる 

れ り。 


4 

0 


人 

人 


つた ひ Si! に は 丸太 ころばす 


孤 屋 


つた ひ 道 は 貧家の 內 より 外なる 厠 または 物置な ど へ つた ひ；；；： く 道に て、 然 


る べき 家なら ば緣侧 または 廊など ある べきと ころ に， 丸 太 を 

り。 今 も 稀に は 「つた は り」 と 云 ひて 其 語其設 あるな り。 老人 

歩み 苦しき 風情 見えたり。 前 句との かゝり 分明な り。 

下 京 は 宇治の こえ 船 さし つれて  - 


こる ばし あるな 

のお ぼっかな く， 

同 


前 句 を、 船 より 陸 へ 上， 叉 は 陸よ h 船 へ 下る 雁木の 偉 ひ 道と して 附 けたり- 


坊主の 着た る 蓑 は を かしき 

古 註. 便 船した る 僧の 雨に 逢 ひて 蓑 借りた る 也と 云 へ り。 

こと 餘り 心得が たし。 田舍 人の 老いた るが 坊主頭になる は 

り、 頑 なる 老人の 猶 すこやか にて 蓑 を 着け 楫を 取り 居た るな 

とよ， り 舟人の 具な. 0  。 


其 角 

肥 船に 便船す る 

得て 有る ことな 

る ベ し.) 蓑 は も 


足 輕の子 傅して 居る 八ッ 下り 


孤 屋 


足輕の 

て、 似 な 

ど. 猶ぉ句 

家 奉公人 


に 功 あ 

子の 父 

子 5^ も 

収り來 


て 兒 を 

たりと 

じ く 


無遠慮に を かしき 者 を 指摘 し 

く を かし き^を 此處 にも 附け 

を 此足輕 の 語と する も惡 かる ま 

な -。 

息吹 か へす 霍亂の 針 

今の 口 射 病な り。 前 句の 八ッ 下り は 

た る と. 時 刻のう つり 甚だ 緊密な り。 

公用 出先に て霍亂 して 家に 搔 込まれ 

たるに て、 霍亂 とい ふ 病の 性質 を 知る 

て 其 上に 鋭く；！^ 眼 を ft ぐる 其^の 凡 


し 


や 


笑 はしむ るな.^。 對附に 

る 解 は 一 應 しく  ゆれ 

らん。 足輕 は賤卒 にて 武 


今 

と 

な 


三 

次、 

ぬ 


の 病 


句 


こ 

れ 

兄 


.5 

る に 

f こ 

世界 

ゆ る 


角 

の 

は あ 

そ 足 

の 事 

な り 


ら 

象 


す. 

を 


田の 哔に 早苗 把て 捨て 


孤 屋 


把て はたば ねて と讀 み來れ り。 され ど 把に は 握の 義 ありて、 來の義 ある こ 


と 無し。 抛の 書 寫の 誤に て、 は ふ つ て， に 

發 りたる さ ま を 云へ る なれ ば、 殊 に 早苗 

つて 拾て て 置く と 云 はんも 重 語に 近く 

に 束ねん より は 抛らん かた 實には 近 か 

に 作れる 本 あり。 拾の 方 宜し か る ベ し 

昨に n 十 W を 束の ま 、 に 置、 叉 は、 早 苗の た 

道 者の はさむ 編 笠の 節 

「は さ む」 は 「わ さ む」 に て 和讚と 心得た る 

原 句、 道 者の 和讚 編 笠の 節と ありし にあ 

は 西國道 者なる ベ し、 和 讚 を諷ひ 連れて 

編 笠の 節め きたりと いふ 一 句に も 解 さ 

の 中、 叉 は 歌の 後 前の に 編 笠の 節 を 入 

節 は 讀資の 節に て、 これ を 編 笠の 節と い 


は あら ざり し歟。 一句 は 植付に 霍亂 . 

たばねて 松 くに も當る ま じ く、 叉 拋 

て 聞 苦し。 され ど霍亂 の發， 0 たる 際 

るべ し。 拾て 置の 捨の字 も 亦 或は 投 

0 苗 は 束ねて 持搬ぶ もの なれ ば、 田 の 

ズ を 投げて &は く、 と したし。 

其 角 

人 も あ， C  e  t と と は 文字の 體 近し。 

らす やと 疑へば 疑 はる、 な.^。 道 者 

順禮 する こと 其 常な り。 其 和讚の 節、 

る。 叉 はさむ とすれ ば. 道 者の 歌の 節 

れた， T とい ふ 一句に 解 さる。 編 笠の 

7 

へ る は， 讀 資する もの、 編 笠 を かぶり I 


て 歌へ るより なり。 松の 落 

世 の 嗯、 歌 に 作りて 讀賣の 手 

被た る 二 人. 手拍子 揃 へ て 連 

似た るが 14 立ち て、 田植せ る 

て 聞く とい へ るが 此句な り ^ 

讚の疑ぁ，.^、又挾むと いふ も 

に 詩 を 讀む者 再考す ベ し、 た 


葉 卷ニ、 四條 河原 凉 八 景 の 歌詞 屮 

拍子 揃 ふ 笠の 中、 と あるに 照して 

節に 唄 ふ 其の 讀 賣 風 を、 幾 人 か 連 

もの 、珍ら しがり て、 早 苗 朿投捨 

. 炭俵 原板 校正い さ、 か 練なる 

少し 妥 なら ざ る 詞 遣 な れば疑 も 

、：^ 武斷 する 勿れ" 


行燈の 引出さが す はした 錢 

道 者の 門に 立ちた るに 少しの 餞 を 報謝に 與 ふるな り。 行 

る もの、 旣に此 頃 は 有りて、 燈心 など 納め 置きし なり。 はした 

よ，. H 仪分を 利かせた る、 小 巧な り。 

顏に 物！ S てうた S ねの 月 


こ れ 

る ベ 

て る 

き て 

故 に- 

る な 


も 

し 0 

ゆ？^ 者 

道 へ 

は さ 


の 3 

0 


編 笠 

の 眞 

出 で 

ノ *  P 

も 


孤 屋 

燈の 引出つ 

餞を搜 すと 


其 角 


前 句 は 

句 立 もお 


妻、 此 句 は 其 夫 な 

も し ろ く、 前 ，^ と 


り。 涼しき 月に 何 かを顏 

のか 、 ，0 もお もしろ し。 • 


に 着 

晋子 


负 番をする 男 

川へ 上る。 そ を 

る やうに する を 

法 近頃まで 行 は 

も她 i  くなる ベ け 

の もの を 最も 賞 

などに て は 特に 

り 用 冷やかなる 

風情、 其 事 其 景、 ま 

地方への 通 路 と 


鈴 繩に鮏 のさ はれば ひ、、、 く 也 


る。 今 

れ ど、 鮏 

美し. 利 

顧客 へ 

参、 顏 _ ) 

ことに 

して 利 一 


/ 

竹 

ま 

用 


屋 に 假ー 

を 立 て _ 

ふ。 詳 

利根 川 

江 戶近ー 

の 初 

進 せ し 一 

着 て う 一 

も し ろ i 

さ れ. 人 一 


し く 

の鮏" 

く に 

ま ど 

つ ら 

く 

々 多 


る と 


ま 

な 


き 附 

く 布 


して 作れ 

魚 其 網に 

根 川圆志 

に咸 じて- 

利根 川の 

れば、 文政 

しなり。 

と 魚 待つ 

句 な り 0 

佐 木 下 あ 


り。 姓 は 

觸 るれば 

を!! きて 

や が 

天 保 

大江 

夢 心に 鈴 

利根 川筋 

たりより 


さ 

の 


り 取 

頃 は 

秋 寂 

鈴繩 

筋 は 

の 


假睡 した る， 

な 0 

孤 屋 

彼岸の 頃 よ- 

の  鳴りて  知 

る ベ し。 此 

の 響 を 知る 

手 あたり ま 

御 留守居 茶 

然とし て、 露 

の 響に 焦る 

江戶 より^ 

川 船 を 便と 


る 

人 

で 

1 


匕 

o 

し ー 


たりし こ と、 芭 蕉の鹿 島 記 行を讀 みても 知る ベ けれ ば， 當 時の 世人に は 、や 根の S 

景、 鈴 繩の i3 なんども 耳目に 親し かりし にて、 今の 人の 利根 川 闘志 を 讀 み て， 澄 

にか ゝ る • ありし と 知る が 如くに は あら ざり しな"。 

雁の 下た る 筏な がる、  其灼 

此 も亦大 利根の 景 にて、 打 添 ひたる 附 句， 渺 茫 たる 大河の 源 遠く 流 ゆたか な 

る に、 下 り 來る大 筏 の、 長 さは 一 町に も餘 りたる に、 應 の 下り 居た る. いと 物 寂び 

て 自然の すがた 好し。 これ を應 のさげ たると 訓 みて， 碼の啣 みたる 木 を 落し 

たると 解せ る：^ 齋 の：^ 說陋釋 に 至って は. 如 何に 俳諧の 式法 沙汰 をのみ 恃み 

て、 反 つて 詩の 精神 を尋 ぬるに 碟 く， 格 物の 功の 足らす し て、 世 の 置ハ 實 を 把 挺す 

るに 遠し と は 云へ、 呆るゝ の ほか 無し。 

貫 之の 梅津 桂の 花 紅葉  孤 屋 

紀 n 之. 口  n 泰 元年 九 力 十一 H 大 井川 行幸の 時、 和歌 を t り、 其 序 を 作る。 序の 


文に 曰く 

ん、 叉 幕れ 

そ ひ て、 渡 

たまへば 

信 公の 小 

人の 知る 

て、 梅 a; 桂 

きと こ ろ 

くだす 筏 

もみ ぢを 

岩 浪 髙 し 

待 て  一； a 問 

大 井川に 


_ あはれ 

ぬ ベ き 

守 を 召 

云々 と 

倉 山の 

ところ 

の 花 紅 

な り。 

のみな 

わくる 

後 土よ 

はむ 水 

後 をよ 


我 君 

秋 を 

し て _ 

。 此 

詠 も 

な れ 

葉と 

大井 

れ棹 

筏師 

岸の 

上 よ 

み 合 


句の 筏を大 井川と し 


の 御代 

惜 みた 

-夕 月 夜 

の 行幸 

當 時 の 

ば、 其 の 

は 句作 

川 は 丹 

みなれ 

は篙に 

紅 葉 に 

いかば 

せ ni5 る 

て、 貫 之 一 


力 

を 


力 


の 


の 

の 

-貫 

司- 

一 rip 

出 


も 


力 匕 

ら め 

- 吹く 

甚だ 多 

云 へ る 


し 

て- 

こ 

之 

-月 

で- 

山 


日 を 

月 の 

ま と 

め し 

の 文 

の 桂 

い づ 

京 近 

力 り 

こ そ 

せ そ 

の 嵐 

紅葉 

-IJ 一一  fct 

持 S 


昨 

桂 


の 

も 

を 


見れ 


ぞ 

と 


とい ひて 殘れる 菊 見た ま は 

こ な た、 泰 の梅津 より 御舟よ 

く 水の 大 井の 河邊に 御幸し 

なりし ことに て、 太 政 大臣 贞 

にめ で傳 へられし な り、 齊 ( 

な た、 恭 の 梅、 $i と ある を用ゐ 

大 井河の 傍の 里に て 景色よ 

流る。 拾 遗壤卷 十一、 大 井河 

〕 金 葉棠卷 四、 源 致 親、 大 井河 

. 同卷 三、 大納言 經信、 大 井川 

古今 集卷 六、 藤 原 资 宗、 筏 士 よ 

名歌 も大 井川に ての 詠に て、 

合せた る も 亦 甚だ 多し。 前 

り 出せる、 別に 不思議 無し。 


大錢に は紀家 本-記 とい ふ もの を 引き て、 泰 もや ゝに ほひ 来に けり 花の 梅 リ 

の 里の 曙の 空、 秋 もはや 待た る 、E- のかつ ら川浪 にも そふ や 花 はさ くら む、 此 

二 首の 贯 之の 歌 を 取りて 句作した りと、 一 害の 說を あげたり。 紀家本 記と い 

ふ もの を予は 見す。 但し 二 首の 歌、 貫 之の 詠な り や、 泰 もや ゝ句 ひ來 にけ りと 

い へ る も 心得が たき 言 葉づ かひな り、 浪 にも そふ や 花 は^くらむ とい へる も 

心 得が たき 言 葉 づ かひな り。 今の 貫 之 奥 は 脫漏少 からぬ もの なれ ど、 右  一 一 ^ 

は 化 水 外の 諸 ま S にも 見 及ば す、 甚 だお ぼっかな し。 若く は 鬼 K がー 葉 の瓢の 

歌の たぐ ひに は あらす や。 よし二 首の 歌、 ま ことに 贯 之の 詠なる にせ よ、 そ れ 

を 引かむ より は 古今 著 聞 第に 見えて 人 も 知りた る大 井川 行幸の 時の 和歌の 

序 を 引きて 释 せんかた 勝れる こと 論 無し。 され ど窗解 多く は 右二 首の 歌 を 

^ き て釋 せる を もて 、要 無き 辯を费 すの み。 

むかしの 子 ありし のばせて 置  其 角 

大 鏡に 一 養の 解 を 載せ て、 莨 之の 女 梅 律の 里に 在りて 身 亡り ける を 船屮に 


て 

ひ て 

置 き 

が 俤 

兄 を 

き に 

と 詠 

ゐ， 前 

は あ 

け 忍 

永祿 

百 と 

傾城 


し储な り、 と 


V7 


思 


を 

す。 

せ 置 

め て 

四 年將 

云 女 ±i 


プ 

軍 


云へ る は 

戀 ひし こ 

せし をば 

甚だ 非な 

人々 の 子 

りし も 有 

記せる 土 

で、 作 者 の 

せて 置く 

との 作意 

あるに や 

好 亭 御 成 

野 殿の 桂 


Hp 


を 

よ- 

己 

な 


な 

中 

0 

抱 

の 


贯之 


伊 


か つらな ど は 何も 猿 


と 同 


djH 日 

て 聞 

し 昔 

つ 、 

0 る 

に、 妻 

あ り 

桂 あ 

桂 は 

負 丈- 

く 桂 

三 儀 

前 也 


京 に 

に も 

し な 

子 と 

の 泊 

の 子 

ば 「昔 

よ 乍 

り の 

め け 

己 hi 

人 ル仙 


女 

、桂 


る 


て 生れ 

宇治 拾 

どい ふ 

、- / 

し 


の 


統に 曰く 

此等を 合 


兒 

、猿 

考 


たりし 女子 を 

遺に も 見 え た 

こと は 無し。 

詞 は、 貫 之 の 妻 

て 上，， 9 下 り す 

しも 無くて 來 

母」 と 記し あり 

て 、貫 之に さる 

生ませ て、 そ れ 

ことなれ ば、 少 

い ふ は 遊女な 

候。 年中 恒例 

樂師へ 禮の事 

す れ ば、 桂 と い 


土 佐に て 亡 

れど、 梅津に 

此句を 貫 之 

の 吾が 亡き 

る を 見、 悲 し 

るが 悲し さ、 

. 其 詞 を ^ 

事 ありし-' 

を 親里に 預 

し は 其. 意 を 

り と爲 す。 

記 に 曰 く、 千 

云々 白拍子 

ふ 語、 少 し 意 


味 ある こ 

も、 梅 5i 桂 

て、 昔 の 子 

ら ん * と 云 

な り， 一 


と 明らかに て， 本 は 桂の 里の 女よ 

の 花 紅葉と あ. 0 て、 花 紅 葉 は 美し 

あり 忍ばせて 置く と は 作意した 

ベ し。 寧 ろ 此 は 


り 忍ばせて 置 

,乂 整 解と なる 


い さ 心 跡 無き 金の つか ひ 道 


て 


ざ 知らす と い 

も 知 る ベ し。 

金を使 ひた b 


い ざ は 

せた るに 

夢の 如く 

放 蕩、 初 老の反 省、 世 上の 才 子、 多 く 如是 如 是 


ふこと な，.^" 萬 

如何なる ことな 

と、 往 事の 茫々 た 


宮の 縮の あたらしき 內 

宮 は 高 .：？a の BS 咼 営に 近 江 國犬上 郡な 


り ；；t でし こと 欧そ 

き觀賞 の もの なれ 

る や。 但し 斯く深 

是れ 作者の 腔 子 裏 


れは 不明 なれ ど 4 

ば、 そ れらに 因み 


葉 


る 


i^i- に は 不知と 書 

し 力 礼と ザ 力 、七 

に自づ から 呆る 


入りし 

に 入 h 

き て、 い 

ち 明ら 

ゝ な b 


て、 必 す 然 

ての 餘談 


さ と 0 ま 

かなら す. 

- 若氣の 

孤 屋 

縮に 縮 布に て、 高 {a の 縮 布 は名產 


な れ ど、 新 しき 問 は 見好く て， や がて 古びて は 見苦しくなる ものな り。 若き 時 

に は 誰し も 華やか に、 老 いて は 誰し も鹽 たる 、、世相 の 觀 念 を 衣服の 始終に 15? 

して， おもて に は唯實 際に 着きて、 宮の 縮の 新しき 內と云 流したり。 

夏草の 蚋に さ、 れて やつれけ り  其 角 

夏草の 離々 と 生 ひたる 田舍に 在りて、 春の 花の 笑へ る ごとき 若さ を も 失 ひ" 

宫の 縮の 新しき 見好 さも 無き 未 下， 9 の 薄 萎えた る を 若、 蚋 に さ 、 れ、 せ+ いきれ 

に 蒸 さ れ て、 や つれ 衰 へた る、 な まじ 昨 曰の 豐 頰、 今 H の 焦顏、 いと あはれ なり。 

あばたと いへば 小儈 いやがる  孤 屋 

あばた は 痘痕 をい ふ。 蚋に さ、 れて顏 腫 れ、 凸 凹 見苦しくな りた る を、 あ ば 

たと 罵れば 小惯の 忌み 厭 ふとな り。 こ 、 の 小僧 は 小 僮に あら す、 山 寺な どの 

離 僧な り。 あばた は 恐らく は 梵語に あらぬ か、 今 其 證を擧 ぐる 能 はすと 雖も 

はしかと いふ 病の 「はしか」 は 梵語の 鬼神の 名に 本づ くこと 驗 家訓 蒙に 見えた 


こ • い 少 

-.7 力 乙 

免れ. H 


あばた も 同 ま n に 見えし かと 思 へ ど も， 一 覽 後に 多 く  月 を 經 た れ ば. 思 ひ 6 

1 

や 不明な り。 あばた、 はしか、 いづれ も 邦語と しての 解 は 牽强附 < ！:: を 

る 時 は、 小 ^ の 一 


な 


あばた 若し 梵 IJlm 

年の豆 蜜柑の 核 も 落ちり て 


て の 

、愈 i 的確 を 加 ふるな 


其 角 


あ ば 

ども 確 

火勢の 

る と、 附 

拾 ひ あ 


若し 鬼神の 名な 

を 得 ざ れば然 は 

に 法 華 を こなさ 

およそ 同じと 云 

て 騒く ところな 


ると き は、 鬼 は 外の 

言 ひ 難し。 此 句た 

れ て、 と いへ る 句に、 

へ る 曲齋の 解 甚だ 


の 豆い よ 

是 れ 會 釋 

の 夕 ベ. に 

し。 年 ゆ 


面 


の 逆 

釣瓶 

か ぬ 


お 


n き 

に て 

う つ 

ど も 


帶 ときながら 水風呂 を 待つ 


-ぁ ら 

-と 附 

の 年 

屋 


な れ 

ナ こ 

の  一：： i 


兒 童の 心せ はしき 體 なり。 前 句の 豆 も 蜜柑の 核も帶 解きた るに はらく 

と 落ちたり けむと を かし。 水風呂 を 居 風呂と ある 本 も あ b.- 水 風 ：X: の 方、. f." 


き 語な り。 すゐ はす ゑの 誤と 思 へ る は 後人の 誤な り" 

君來 ねば こ はれ 次第の 家と なり  其 角 

前 句 を 女と し て、 風 呂の 中の 人に 恨み をい ふ 態 に 作 し た り。 

稗と 鰹との 片荷 つる 籠  孤 屋 

山 S の 貧なる 生 活、 薪 など 賣 りての 歸る さ、 稗 と 鹽とを 得て 家路 迪る は、 前 句 

の 人の 老僕に や。 物語め き て、 今 昔 宇治 拾遺なん どに ありさう なる 趣な り。 

片荷 つる は 平衡 を 失 ふな り、 稗 の 重き こと 論 無し。 

辛 崎へ 雀の こもる 秋の 暮  其 角 

句のお もて は 言 葉の 如 し， 解 を 要 せ す、 仍 し 前 句への か、 り、 沒 巴 鼻 なり。 婆 

心 錄は前 句の 僕 を 雀と 云 へ るな りと す。 然れ ども 人の 從僕を 雀と いふ こと 

無し〕 强 解と いふ ものな り。 これ は 叙 山の 學 林に 在りて 長く 學業 成就せ ざ 


る 者の 辛 崎 明 神へ 參籠 しに 來れる を 云 へ るに て、 前 句との か 、 り、 お のづ から S 

1 

に 解すべし。 學 林に 年 を經て S 菜く ひ、 學 は卻て 成ら ざ る もの を、 學 林 雀と 云 ふ。 

辛 崎 は 叙 山 日吉山 王の 御旅 所に して、 俗 傳には 日. f.; 口 を 愛護 若と し、 辛 崎 を 細工 

の 小 次 郞 とするな どの 事 ある ほど なれ ば、 所の 關係は 極めて 淺 からす。 學 

林 雀の. 0 づ から 愧ぢて 山に も 居た 、まり 兼 ね. 稗 鹽 持ちて 苦行 三昧に 辛 崎 へ 

籠 る や う なる こ と、 當 時に 折々 有る 習な りしに やとお ぼし- 學林 雀、 叙 山.：：！ 吉 * 

辛 崎の 關係 を心づ かぬ 者， 此 句 を 解し かねて. 雀の 籠る を、 す 、きの 籠る として 

解せ る も あり。 薄の 籠る とい ふこと あらん や。 笑 ふべ し。 

北より 冷 ゆる 月の 雲 行  • 孤屋 

前 句 は 今の 學 生の 所謂 試 驗勉强 のさ まなが ら， そ れに 深く 觸れで 、表面 だけ 

を 収 り、 北 よりも 冷 ゆる 月 前の 亂 雲、 秋の 空の 西風の 乾きて 肌. J„i ^一  さ 吹 起す さ 

ま を 云 へ り。 


紙燭 して 尋ねて 來 たり 酒の 殘 


其 角 


殘は 殘肴殘 酒の 殘 にし て、 音 を もて 讀 む ベ し、 當 時の 語な り、 いと おもしろし" 

夜の ゃゝ 惑き に. 將 に寢ん とする さまな り。 


上塗な しに 張って 置く 壁 


新 t« に は あら す、 わ びた る 貧家な 


^ 栗 讀 む 片 言 ま ぜ て 哀 な 


小 栗 は小果 判官 照 手姬の 

句の 仕 立 柄の 手の き 、 て、 お 

る。 舊 解に 云 ふ、 相 借屋な る 

妙と いふべ し。 流石に 晉子 

を讀 むな りな ど 、 は 解す る 


り 


孤 屋 


其 角 


さ る 

に 思 

^有 

. あ り 

J と 勿れ" 讀 むと 字 は 下し あれ ど も. そ は た 


物語な り。 片言 は小兒 

の づ から 鄰 家の 小兒の 

べしと。 解 も ま た 好 し 

なり。 壁 を 小 栗の もの 


の 言 語 未だ 調 は 

詠む を 聞く や う 

リ 一句 不思議に 

がたりに て 貼り 


な 

做 さ 

り 0 

て、 そ 

、、 當 


字 にて. 諷誦す るな り。 當時小 栗の 物語の あ は れ な る く だ を、 一 n  ^  §f 璃 語 0 


，r>  ？  n 

る 力 

しなり 

はれな 


る 


に 誰も 知り おりて 

其の 片 言 交りに た 

也。 


し 今や 

する 

の、 流石 

を 片 ^一一 一口 


で 


由 


交 


_:1 し、 そ れ 

ど /、 し 


け ふ もたらつ く、 孚 前 の 舟 


す し て、 人 々 愁 

むべき ほどな 

の 言 に 釣られ 

新造の 事 なれ 

b に 誦する を 


を 


るな り。 た 

り。 渡海 船 

H  二日の 事 

事 彼 事 あり 

て、 鄕愁惡 思 


る 


兒 の 

、本文 


つく は 


造 

曰 

ら 


ね 

意 


延引 

ろ し、 

き 船 

延 び 

る な 


な 


て 片 


み 

る 


たるに 


言 交 

合 ひ 


浮 

、 

-退 


前 は 

す れ 

屈 の 


て、 殊 


誦み 

に あ 


屋 

新造 

ば 直 

へ る 

IP 1U  h 


お 


人 


後 

々 

粟 


孤屋 旅た つ 事 出来て 洛へ 登りけ る 故に 今 四 句 未満に して 終. 0 ぬ。 

(秋の 空卷 終) 


天野屋 興行 

道く だり 拾 ひ あつめて 案山子 かな  桃 隣 

桃 隣 は 天 野 氏 藤 太夫、 伊賀上 野 藤 堂 氏の 士 にして、 芭蕉の 親戚な りと いふ。 

道 く だ は 道 を 行 き つ ゝ と 云 は ん が 如 し。 案山子 はか、 しと 訓 むべ し、 强 ひ 

て そ ほっと 雅 言 めかして 訓 むに は當ら じ、 誹諧 なれば なり。 一句 は 道す がら- 

竹. 破 笠、 藁. 繩、 破 布な ど拾壤 めて 案山子 成就に 及べり となり。 裏に は 五大 假和 

合して 人を爲 すが 如しとの 觀想も 少し ある にや。 

どん ど、 水の 落る 秋風  野 坡 

田の 水 を 落す 時と な.^. て、 溝 瀹の流 も 勢よ く、 秋 風蕭條 とし て、 收 穫 の 事、 皆 將 

に 終らん とする 景な， o,。 束 南の 風 は 潤 を 致 し、 西 北の 風 は 乾 を 致す。 秋風に 

水の 落つ る、 言 得て 虛 ならす。 


入る 月に 夜 はほんの りと 打 明て  利 牛  、じ 

水の 落つ る 音 を 曉の寢 覺に聞 付けた る、 いと 宜し。 但し 打明けての 五 文字、 

閒延 びした，^。 

据の 外まで 桐の ひろがる  桃 隣 

前 句に 窓 の， H みあり、 此 句に 桐の 枝の すく  たる あり" 窓 前より 骄外 ま 

でと は 言 外に 見え て. 粘 らす 離れ す、 輕 くて 宜し き 第 四な り。 

銅壺 より なまぬる 汲みて つか ふなり  野 坡 

銅 壺は竈 を 銅板 もて 作 り、 內 に 水 を 貯へ置 き， 物 を煑る に當り て、 火 氣の餘 威， 

其 水の 暖 ぐなる やう 設けし もの。 土 竈 は 常體の 家、 銅 壺 あ る 憲 は 優.^ たる 際 

の 家の ものな り。 稱 とい ひ銅壶 とい ふ、 其 家の さま 知る 可し」 微溫の 湯 を 汲 

みて 使 ひ、 冷 水 を用ゐ す、 生 活の描 寫、 前 句の 家居の 體と映 幾す。 


强ぅ傳 りたる 雨の つ ひやむ 


利 牛 


强ぅ 降， 0 たる 雨に 泥に なりたる 足 を 洗へ るな り 


な 

末 を 

れ ば、 

何程 


長 

し て- 

だ 詣 


思 ふ 

雨後 

と 广 


瓜の 花是 からなん ぼ 手に か ， る 

は 何程の 訛な り。 雨後の 廻り に、 是 よ 

なり。 手 は 瓜に 與 へたる 支 架な り。 瓜 

に 其 花の 多く 落ちた る を 見て、 これより 瓜 

へ る、 圃 主の 實 なり。 


谷 は 

_ 人 多 


近くに 居れ ど 長 谷 を まだ 見ぬ 

面 


大和 國城上 郡長 谷 寺 をい ふ， 十 一 

く詣 るな り。 農事 三昧に して 暇 

とな..。 拾 遣集卷 九、 三位 國 章ち 


ひ 


よ 


音 

ォ 

さ 


眺 隣 


以後 何程 

あ だ 花. な 

となって 


の 生る 

り 花 多 

手に か 


ら ん 

き も 

ゝ る 


と 一 了 

と , ィ 

の な 

も の 


野 坡 


靈 場、 寺 領 五百石 

- 近くに 居れ ど、 そ 

を 扇に 置きて 藤 


の大 寺に 

こに も 未 

原 かねの 


くこ ま 

の つら 

ひく 人 

瓜 を 出 

く-我 

一 章 三 

では 半 

なんど 

腔子裹 


せて 大納 言 朝 光が 

わたりの 瓜 作. 9 と 

て も 立 やより こむ 

れゃ 山城の こまの 

る を もて 名 あり。 

欲しと いふ 如何に 

なる ありて スも知 

路餘 りに 過ぎす。 

り 思 ひつ き て、 長 谷 

消息な り、 かく 解す 


兵 i 釘 チ丄 に t ザり 

な， 9 力くな り 

こまの 好物。 

t 小生に しげる 

催 馬 樂 に も、 山 

せ ん、 如何 に せ 

ると ころな り _ 

粕の瓜 は 早く 

を まだ 見ぬ と 

べしと いふに， 


年寄た 者 を^  id ねめ ま はし 


け る 

な る 

夫 木 

下草 

城 の 

ん な 

" 白 

ざ 

絶え 

ま 一 

は あ 


時 つ 

心 哉 

抄卷 

0 白 

, J ま 

り や 

よ ^ 

こ Z 

f ォ 

ら す 


ま 

-正 

な 


し 

-Ttl 一一 

ク. J 

ま 

等 


た けれ ば、 音 に き 

-定 無くなる なる 瓜 


る 


位 知 家、 い 

川 添の 

りの 瓜つ 

し 瓜た つ 

して、 大和 

の 古 き 催 

や。 此 は 


までに も 

1； 巴に して 

くり、 瓜つ 

ま で に、 の 

の 畏 谷 ま 

； i^l- 和歌 

い； -れ作 


前 句 觀 音 詣を 未だせ ぬと あるよ 


は 老婆の ひぞり 言、 我 が 子の 嫁の 


我に やさしから ぬ こと を啷っ さま を附 けたり。 聯 ^1:- も 俗、.：？ 體 も 卑、 後 の隨落 


誹諧の 樣式を 開ける ものにし て， 此 等 を 前 句は赏 の述懷 なれ ば、 此 句に て虛 

し た り、 な ど、 云ひ欧 し、 虛 實の 捌きの 宜しき やうに 云 へ る は 厭 ふべ し。 


い つより 寒い 十月の そら 


解 を F すまで も 無し _ 


臺 け ふ は 奇麗に はき 立て 


ku  拿 

^ 隣 


野 坡 


玄 

お よ 


-夷 子 講. 十 夜な ど、 いづれ にせよ 十月の 行 事、 客 設けの 體 なり。 中に 就 

は 先づ輕 子講の 設けなる べし。 强 ひて 十 夜の 淨土 寺と せん は卻っ 

む。 


分に ならる 、嫁の 仕 合 


利 牛 


分 は 分家な り。 いよく 若夫婦 分家す る ことに 定ま，.^ て、 移 居の 手傳に 

りしお の臺 所に て 御 仕 <fll な， 0 とい ふなり。 子講 とも 何とも 附け すして- 


來 


1 ひ 

2 


轉 したる は 手際な り。  n 

はんな りと 細工に 染る 紅う こん  桃 隣 

はんな り は 華やかに 色彩の 美しき な.^。 ほんのり は ほのかなる にて， はん 

なりと 音 近 けれども 犬に 異な り、 混 すべから す。 細工に 染る は 御 細工に 染る 

にて、 手染 する をい ふ。 うこん は 鬱金 草 を もて 染む るより 出で たる 名に して、 

黄色な り。 嫁入 支度と なす は 妙なら す、 嫁 入 支度 を 誰が 手細工に 染 むる ぞ や。 

此は古 解の 如く に、 も とより 嫁に はなり 居りし が、 分 家と なり て、 事 少く身 岡な 

る 仕 合の 人 の、 手 染 巧に したる を 云 ふなり。 古の 良家の 女子の 手染 したる こ 

と. 女 節用の 類の 書に 染方 など 多く 記せ る， あ る を 見ても 想 察 す ベ し。 

鏠持 ばかり 戻る 夕月  野 坡 

祭 禮の鐵 持と 解す る はいか、.^。 句 情 閑寂な \ 祭禮 の脤々 しき さまに あら 

す。 夕日の 町に ほこる 鎗 持、 な どゝ あらば 然も 解すべし" こ は 曉臺の 解 の、 前 


句 を 夫の 留守と 起 情し て、 家 來の 供の み歸 りたる と附 けた り、 と 云へ る 方 宜し 

く 聞 ゆ。 


時なら ず 念佛聞 ゆる 盆の 內 


時 

よ り 

不斷 

盆 前 

る 附 


よ 


す 念 佛聞 ゆる は" 

_ 時 無く 間 無く 引 

の 聞 ゆるな り。 

此事無 かりし 故 

と。 如何にも 組 


不時に 起り たる 念 

續 ける 念佛を い ふ 

夕月に 不斷 念佛の 

に 今 聞きつ けたる 

合 へ る附 句に は あ 


佛と いふに 

なり。 盆の 

聲、 十二 三 ョ 

なり。 古人 

ら す、 氣 味 合 


利 牛 

は あらす、 朝より 晝、 晝 

內卽ち 于蘭盆 供養の 

の 頃の さまなる べし。 

曰 く、 前 句に 組合 は ざ 

を もて 附 きたる 句な 


鳴 まつ 黑 にきて 遊ぶな り  桃 隣 

庵 中の 不斷念 佛、 さ びし き聲の 幽に傳 はる あた り、 鳴 眞 黑に數 多く 遊び 居る 

となり。 鳴の 看經 とい ふ 諺 あり て、 其 の 姿の 寂然たる をい ふ。 石 田 未 得の 吾 


吟我 棠卷三 ^ 羽 搔の數 を 所作に ゃ姥 鳴の 看經 をす る曉の 聲。 此句此 諺 を 用 ゐ. 

たるに は あらね ど、 念 佛に嶋 を 思 寄りた る は、 少 し緣を 引ける かた も 有る べし" 

人の 物 負ねば 樂な花 ご、 ろ  野 坡 

花 心と は 本 は 心の あだなる を 云 ふ。 源氏 物 語、 宿 木 の 卷、 花 心に おはす るお 

な れ ば、 あ はれと は 思す と も、 今 めかし き 方に 必す御 心う つろ ひなん か し. と 匂 

宫の上 を 云へ り。 六百番 歌合 卷 四、 殘 菊、 季 經卿. い つし かとうつ ろ ふ 色の 見 ゆ 

るかな 花 心なる 八重の しら 菊。 俊賴 朝臣 散 木集卷 九、 た とふらん 花 心に は 言 

の 葉の 秋に ならば や 色 か はるべき。 皆 今の 浮 氣と云 はんが 如く 用 ぬられた 

り。 こ 、 は 本意より 少し 轉 じて 浮 氣に氣 散 じなる 心と い ふやう の 意に 用ゐ 

たり。 人の 物 負 ふ は、 人 の 物 を 借り、 叉 はおぎ のるな り。 前 句に は 六 義の所 IS 

比 に て、 比 喩の附 な り 、鳴 の 遊べる と 同じ く、 若 者 共 の、 人 に 借り， ぬると ころ 無く 

んば 天地 それ 我 を 如 何ビ 長閑なる 其 日 送りの 料 節に て、 心 安く 遊び 居るな り。 


もはや 彌生も 十五 日た つ 


利 牛 


せ 今集卷 七、 藤 原 興 風、 い たづら に 過ぐ る 月日 はお も ほえで 花見て くらす 春 

ぞ すくなき。 人生 樂を なす 幾許 ぞ や、 此 の 陽春に 當 りて 遊ばで や はとな り。 

より 平の 機に 火桶 は 取 置て  祧 隣 

三月 半 過ぎて 暖 になり たるに 火桶 を 取 除くな り。 より 平 は 今 言 はぬ 稱な 

れ ど、 平 は 仙 臺 平. 嘉 平 治平な どの 平なる ベ く、 よ り 平 と い ふ 通 稱 ぁ ..^ し な ら む。 

より 絲平絲 のこと、 して は、 よ り 平の 機と つ、：/ けたる 言 葉 づ かひ 手 づ ゝ 

より は 糾絲に て、 强 く糾 りたる 絲を緯 として 織れ ば、 其 物 縮みて 美し 

糾絲に は 糊 を 多く 用ゐる 故、 寒 き 中 は 絲斷れ 易き を も て、 火 桶 を 機 下 


也 • 


なるな 一 


き 

舊說 


て， しなやかに 斷れ 難から しむ。 陽 春暖 和、 今 其 火桶の 要 も 無くな.^ しなり。 

說 に 曰 く、 よ り 平と は 麻の 縮 布な りと。 
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むかひの 小 言 誰も 見 ま はず  野坡  r 

むかひの 家の 小 言 毎々 なれ ば、 誰 も 見 ま は す， と いへ るに て.. ：- 一： 外 に は、 誰 も 見 

ま はねば 捨て 、も 置かれ じ、 一 寸 宥め 來 ん、 と 機より 下りた る 風情 あるな り。 

買 込んだ 米で 身體 た、 まる、  利 牛 

むかひの 小 言 を、 米 のお も はく 買の はづれ て、 强 慾 の 亭 主の 家 をた 、むに 至 

れ る、 と 一 傅したり。 人に 憎まれた る 趣な り。 

歸る けしき か 燕 ざ はっく  祧 隣 

燕の 歸る頃 は豊稳 凶作の 定まる 頃な り、 と 舊 註の 云 へ る、 宜 し。 ^^？^ 體 た 、 む 

に 燕 の ざ は つ き、 取 合せ 妙な り。 燕 は 將に衰 へんと する の 家 を棄っ と、 俗 說 に 

云傳 へたり。 


此 度の 藥 はき、 し 秋の 露  野 坡 

出 養生の 人、 此 度の 藥 のき  >  て 宜しくな， c- し に， 燕 も歸 らんと する か、 我 も ま 

た歸 らん と • 秋 露の 節に 喜び さ、： Z めくな り。 

杉の 梢に 月 かたぐな り  利 牛 

かたぐ は 傾くな り。 露 深き 夜 道、 杉 の 木末に 月の かたぐ を 仰ぎ見な が ら. 此 

度の 藥は 利きて、 かく 冷々 したる 夜 を も步き 得て、 持病の 疝痛も 事無し、 と 連の 

者に 語る なり。 

同じ 事 老の咄 しの あくどくて  桃 賺 

長座の 老人に 困 じ て. 杉 の 棺に月 かたぐな りと は 云 ひけ ん、 ま ことに 月は旣 

に 傾け ど、 咄し はあく どくて 1 ッ 事の みなりと なり。 

3 
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だまされて 又 薪 部屋に 待  野 坡 。レ 

下品の 戀 なること は 言 ふまで も 無し。 だまされて は、 此 處には 人に 欺かれ 

てに は あら す、.：：：：. 然 に 齟齬せ しめられて なり。 老の長 咄. 如 何ともし 難く て、 馬 

鹿 を 見た るな り。 馬鹿を見 たと い ふやうな る こと を. だまされた とい ふ 俗 言 

あるな り。 

よい やうに 我 手に 算を 置て 見る  利 牛 

これ は 欺かれし に は あらす やと 疑 ひて、 自づ から 算を 置きて 卜するな り。 

それ も 我から 吉の やうに 算を 置く ところ、 癡情癡 心、 あ はれむべく 笑 ふべ く、 滑 

稽 無 限、 何 とも 云へ ぬ實 際の を かしみ あり。 戀の 句と して 働き あるめ づ らし 

き 句な り、 叉 佳き 句な り。 算を 占と したる 本 あり。 占に て は 次の 句 成立た す。 

算を 置く は 古き 語に て 卜する ことなり。 宇治 拾遺 卷十 四、 唐 人の 算 いみ じく 

置 く、 と 云へ る も 占卜す る ことなり。 算術と いふ も、 數術. 占 法兩 用の 語な り。 • 


しゃう しんこれ は あはぬ 商  桃 隣 

しゃう しん は正眞 なり。 今の 語に、 ほんと にこれ は あはぬ 商と いふが 如 し、 

前 句 を 商人の 算盤 彈く 態に 取 做 し、 其 の 商談の 駆 引の 語 を こ 、 に 出したり。 

これ は を、 字 體の 近き よ.^、 され はと 誤り 讀み て. 大 鏡 は 由無き 辯 を 下したり。 

帷子 も 肩に か、 らぬ 暑さに て  野 坡 

大暑に 勞 多くて 利 薄き 商 賣を啷 つなり。 

京 は您別 家 に 念 入 

田舍の 粗略なる と は 違 ひ て、 京 の 家 造り も 堅固 に、 造 作 も 精巧なる が、、 55 つ て 

暑中に は 苦 し、 と 脂 肥りの 田舍 出の 大女な どの つ ぶやくな り。 

燒 物に 組合せた る 富 田 S  眺 隣  3 


紛 にえび なり。 攝律國 

は 曰 ふ、 伊勢 國 三重 郡の 海 

暇 また 世の 賞す ると ころ 

と あれば、 伊勢蝦 も燒か ぬ 

といへ ど、 お も ふに 淀川の 

き大邑 なりし なり。 京の 

などに も、 卻 つ て 川蝦 を 用 

の ものより は卻 つて 餘り 

前 句の 新宅の 新 座敷の 開 


三 島 郡 富 田 の 川蝦. むかし 

邊富 田の 海 蝦な b と。 海 

な れ ば、 そ れか とも 思 はる 

に は あらね ど、 川 蝦の 方 似 

蝦 を當時 富 田 蝦と 云 ひし 

人 川蝦 を 賞 す、 腿 氣 少 く、 味 

ゐる こと 多し。 され ど懷 

香ばし からぬ 品な らん。 

きなるべ し。 


は 賞美 

老は遠 

リ 但し 

<f  口 は し 

にゃあ 

も 淡雅 

誊 に 富 

一 句 は 


ン 2 

し f 


ゆ 小 をぬ すんで 今 曰 もね て來る 


茶の 會 

詞を味 は 

て 畫寢し 


の 供の 小者な ど 

へ ば、 商 家の 子 息 

て歸 るなる べし 


な る ベ し、 と する は 妙 

などの 身勝手な るが 


な ら 

、隙 を 


じ 0 魁 

偷 み て 一 


. 富 

ん 


を ぬ 

茶亭 


りと 兒ゅ。 或 お 

1 

送 る ベ く、 伊 勢 

に 組合せた る 

田の 玉 川の 蝦 

，富 田 は 淀川 近 

ば、 茶 事の 料理 

見 及ば す、 赏 ^ 

の さまに し て. 

利 牛 

すんで と ある 

に 一 盞を樂 み 


髮置は 雪踏 取らす る 思案に て 


野 坡 


前 句 

儀式， 十 

らせん 


子供 

つたる 

ふ 者 あ 


を 小 僮と 見て 、ゆるめす 叱るな. 0  。 髮置は 三 歳の 兒に髮 を 長せ しむる 

1 月 十五 日に 行 ふ 習な り。 吾が 兒の其 時の 祝に は此 丁稚に 雪踏 を 取 

とい ふ 意 ありと いふが 句の 表に て、 叱 る はおの づ か ら 言 外に 見 ゆ。 

先 沖まで は 見 ゆる 入 舟  桃 隣 

等を勵 まし 立て、 働かすな り。 それ/、 沖まで は 此方へ 来る 舟の 入 

ぞ、 と 船 印 見つけて 主人の いきり 立つな り。 これ を 輪廻の 解な りと い 

る も、 句 々を 見 よ， 何 の 輪 猶か之 有らん や。 

內 でより 菜が 無うても 花の 蔭  利 牛 


菜 は あて 字に て、 飯 の 「副 へ 」 を 「さ い」 と 訛りた るな り。 日和見る 海 邊の山 を 何 

處 にても 日和 山と いふ。 一句 は 日和 山の 春の 遊び に、 よ き 副へ なくても 花 


5 

の ^ 


蔭に 辨當 開ける 心よ さ を 云へ るな り" 沖の 舟 は 眼中に 在り。 志 州の 鳥 羽の 6 

1 

港な どに やと 云 へ る舊解 宜し。 


ちっとも 風の 吹か ぬ 長閑 さ 


野 坡 


解 を 要せで 竞趣 分明な 一 


(案山子の 卷終) 


神無月 サ日深 川に て卽興 

振 賣の腸 あはれ 也え びす 講  芭 蕉 

夷 子講は 十月 二十日 商家に 於て 蛭 子 を 祭 り. 其 像 前に 宴 を 設 け、 見 當る物 を 

何に 限らす 假定 の價を 高く 附 け、 手 を拍 ちて 賣 買 の樣 をな し. 商 買 繁昌の 祝 福 

を爲 すなり。 振賣は 銜賣に て、 物 を携 へ、 其 名 を 呼びて 賣り あるく をい ふ。 前 

誊を 見る ベ し、 た ま 蛭 子講の 日に 當 りて 臈 を振賣 しある くに 逢 ひ て、 輕 子 

講に はは かなき 物 も 百兩千 雨と いひて 賣買 さる 、 に、 應 の 振 賣、 何 程の 愤 にも 

あらざる べき に、 そ れ さへ 買手 無 けれ ば. し きりに 應ゃ臈 やと 呼び あるかる 、 

を、 蛭 子 講の脤 ひに つけ て、 臈 あはれ な， 0 と は 典 じたるな り。 蛭 子講の 句に て • 

應の 句に は あらね ど、 目 前 街頭の 實 によ， りて 感發 したれ ば、 蛙 子 講は假 たる 

までにて、 振 賣の應 の 句の 如くな りたり。 卽 興の 二字の あだなら す 置かれた 

る 所以な り。 すべて 前書 は 其の 詩歌 俳句の 序な り、 序 は 緒な り、 其 の 因って 起 ^ 


れる 所以 を 記せる もの なれ ば、 取 離して はならぬ ものな り。 解 も 亦 前 害 ある 

もの は 前書 を 忘れで 之に 因るべき なりつ 應の 音、 元 金の 元に 近し などい へ る 

解 は、 談 林 風の 句に 下 す ベ し、 炭 俵 あたりの 芭蕉の 句に に 下す ベ からす。 

降て はやす み 時雨す る 軒  野 坡 

降り つ 休みつ する 時雨の 擔下 を振賣 する 男の 出入す る 也。 

番 匠が 樅の 小節 を 引かね て  孤 屋 

縱 をば 木に 从ひ 段に 从 ふの 字に 作れる 本 あ. o。 從の 草體と 段の 草 體と相 

近き よりの 誤な. o。 番匠 は大卫 にて、 番は番 鍛冶の 番の如 し、 番 が は.^ に 木工 

寮に 入りて 勤 役した るよりの 稱 なり.^ 縱 は節惡 硬く し て、 急 ぎ 鋸 切す るに せ 

しからぬ ものな り。 時雨す る 簷に番 匠の 鋸 挽、 樅 の 小節の 厭 はしき に澀， 9 働 

きする？ ま、 た ^/ 是れ 市井の 有る と ころの！ SE 景な hv  。 
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片 はげ 山に 月 を るかな 

田 舍の寺 又は 神社な どの 作 事と 一 轉し、 

がら 働け る おもむき を 作りたり。 婆心錄 

詞には 大工と も 云 ひ 木 挽と もい はむ に. 今 

と 聞 做し て、 見 る 哉、 と は 和歌の 拍子な...' 云 

古今 抄 など 論す るに 足らす。 

好物 の 餅 を絕さ ぬ 秋の 風 

花に も 月に も 酒と こそ ある ベけ れ、 そ れ 

を かしく も あらぬ 片 禿山の 月 を 見る 人 を 

院の盛 親 僧都が 三百 貫の 芋 頭 を 食 ひたる 

入道の 娘、 栗 をのみ 食 ひける 談 あり。 片は 

な れ ば、 底 心に 偏した る 味 を もて 附け たり 


利 牛 

夕月 を 見る に 至れる まで 倦 果てな 

に 古今 抄を 引いて 曰 く、 尋 常の 俳諧 

の番 匠と いふ 詞 は、 萬 葉體の 歌な り 

々 。 lis の妄 なる は 言 ふまで も 無し ■ 

野 坡 

を 我 は下戶 なれば とて 餅を絕 さで- 

附 けた. >。 徒然 草に 見えた る眞乘 

こと も 思 合さる。 叉 同書に 因幡の 

げ 山の 月 見、 となく 111^ した る こと 


木 

し 


近 

の 張 

の し 

を掛 


づ 


る 


割 木の 安き 國の 露霜 

薪な り。 一句 邊 土の さまに 

、签 下の 火の 勢よ く、 餅 を 作る 


て、 露霜 に 濡れ 

なり。 


網の 者 近づき 舟に 聲 かけて 


舟と つ、，. けて 讀む ベ し。 前 

上を乘 切られて は、 網 の 類に 

の 浮 樽 を 見て 楫を 直し 之 を 

も 亦 常の 習な り。 投網な ど 

星 さ へ 見えず 二十 八日 


芭 蒸 

たる 割 木 を惜氣 もな く大 

利 牛 


句の 割 木、 其 舟 

よりて 大に困 

M  くる こと 常 

の 事に は あら 


に 積 

す る 

の 習 

^ と 


れ あ 


る な 

聲掛 

も 、頼 

し 0 


け で 

む よ 

屋 


聲 


陰暦 二十 A 日 は 月 ほとんど 無き に、 さ へ 見 え すと 云 へ ば陪 きこと 想 ふ ベ 

し。 網の 見張 番、 常 住 往來の 船 を それ と^りて 聲 かけし なり。 二十 八日と い 


へ る 

す 今 

と よ 


い で 

宗 合 

と よ 

な る 

雨 の 

ぬ と 

に あ 


よ 


作 


月 無き 夜と い へ る 

も」 と ある を 踏 へ て- 

り  たる  歟。 


まで なれ ど、 土 佐 

雨 やます と ある 


ひだる き は 殊に 軍の 大事 也 


夜 討 出 


夜 討な ど 掛けん と 

よりと いふ ところ 

として # する も. 皆 

ふ 可から す。 一向 

も あらす。 前 句の 

の體 など、 すべき 

ろ なれ ば、 其 事 な り 

t 一々 に 其 事 彼 

陣 前の iis 趣と して 


する に當 りて 一- 

の  趣な  り。  これ 

あらす もがな の 

亂、 二十 八 H! に特 

虱 情より 云 へ ば 

な れ ど、 そ れもニ 

として 解すべき 

事と して 史上の 

其の 佳趣 を領略 


日記、 正月 二十 八 曰の 條 「終 夜雨 歇ま 

を、 差 合の 無き や う に、 星 さへ 見 え す、 

芭 蕉 

軍男氣 凜 々、十 二分に 兵糧つ かひて、 

を 曾 我の 仇 討と して 解す る も、 一 向 

穿鑿な.. >。 曾 我 兄. の 復謦、 いくさ 

別の 大戰 ありて 人の 記 臆に 鮮やか 

，毛 利 元就嚴 島に 陶晴賢 を 襲へ る 風 

十八 日な りし や 否や 人の 能く 知ら 

にも あらす。 もとより 詩歌 は 5^2 錄 

實に擬 する を耍 せんや。 此 句た 

すべきの み。 
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淡氣の 雪に 雜談 もせぬ 


坡  H, 


淡 は 薄 

ふ - 一 と な 

す、 淡 雪 な 

ふれ 消え 

沫 雪 薄 雪 

異なり。 

に 降りし 

句の 詞 を、 

雪 に， 窘整 

る .虔 な り - 

しある を 

敢 てして 


V7 


の 


見 


ナ 

て 

朱 


り、 沫 に 

-沫氣 と 

ける 中 

淡 々 し 

ふ 語 は 

の 雪、 當 

-と ある 

せる 者 

^ ュ|? り 

を淡路 

の 迷な 

を 濫 褸 


ら す、 淡 氣 

ベ き 勿 論 

の 習に 引 

は 春の 姿 

れ ど、 淡 雪 

沫氣の 雪 

の沫 雪が 

-兵 粮 も 乏 

■ 士卒の 雜 

風と 解し 

• 取り 難し- 

チ溫 む な か 


よ 

力 

し 

炎 

一一 i-s 

て 


當 

、 

す 


も 


星 


に 沫氣に 作る ベ 

ど、 萬 葉 築に は 沫 

て、 淡氣と はした 

云 へ る は、 無 學 の 

ふ は 無し。 あわ- 

べ  き のみ。 萬 葉 

たる 雪 が、 卽 ち 沫 

なりし 體と 見て. 

せ す、 陰 慘嚴肅 の 

向宗の 軍事と す 

さ へ 昆 \ん すよ、 り 


し。 沫： 

雪 と あ； 

るなら 一 

徒を蹣 j 

あ は、 假ー 

の、 沫 雲 一 

氣 の 雪 一 

氣、 眉 宇； 

るが 如 一 


の 如 

る に 

ん。 

く の 

名 違 

の ほ 

な hy 

え、 叉 

の 問 

さ よ- 


の  三 句 皆； 11H 


き の @ とい 

も. 3 ゝょら 

古 今 抄、 物 に 

妄說 にして、 

ひ、 沫、 淡、 文 字 

とろ まとろ 

。 一 句 は、 前 

寒 く、 沫 氣 の 

に 充滿 ちた 

■ 淡の 字の ド 

な り、 陋 解 を 


明 しらむ 籠 提灯 を 吹 消して 


屋 


驚提 

ら で、 籠 

て、 碟式 

し。 箱 

て 讀 む 

もの 聞. 

の 雪の 

として 


灯 は. 駕籠 の 前の 提灯な 

に 紙 貼りた る 提灯な りと 爲す 

に用ゐ ると ころの 箱 提灯な，^ 

提灯と いふ は 有 り、 籠 提灯と い 

とき は稳 やかに 解すべし。 籠 

及ばざる 故 に、 諸說 の紛々 

明 方、 お のづ から 靜か に、 提 

は、 此 一 句に は 宜し かれ ど， 


爲すも 

も の 

と 爲 

提灯 

を 致 

&: し 

句 に 


た る 

灯 吹 

次 の 


III 冃 薛に はる 湯 星の 


あ り、 摺 

り、 叉 籠 • 

もの あ、 

及 ば す。 

るな り 

し さ り 

h て S 


疊 す る 

は 箱 の 

り、 解釋 

J ま 

讀 む と 

. 維. 談 

に 与^  • ぎ 

し 力 ム 一 


や 

區 


さ 

し。 


る 


に な 

書 寫 

に し 

ら む 

、籠提 

習 の 

な り 


り た 

の 誤 

て 決 

籠 と 

灯 と 

者 も- 

。 箱 


禾  牛 


る な 

に し 

し 難 

逗め 

い ふ 

沫氣 

提灯 


肩 癖 は 接 癖のあて 字な"。 瘤の 一種と い ひ、 筋 などの  < ひ I に 凝り つむる を も 

云 ふ。 是れ肩 癖と いふ 當 字の 生やる 听 以歟。 Fj| 尾 床屋 等に て 昔 は藥を 資 り 


しこと g 々 あ 

り。 こゝに 云 

くるなる へく 


り。 叨治初 

へ る 膏藥も 

-徑 およそ 1 1 


猶ほ 湯屋に て 

類の ものに て 


X 


按 摩 膏 角 

■ 筋 の攀急 

か， 0 の圓き 紙に 展し 


力 膏の類 を賣り CJ5 りし な 

を 解 き、 一 屑 腰の 凝.^ を 和ら 

ある 品な ら ん。 


あら-す 

として 

麥飯を 

諸國農 

ど、 お 家 

はしか 

よ 1^ と 

へ れ ど 


上 置の 干 菜き ざむ も 上の空 


，武家 町 

，婆 心 錄 

高く 盛 

家 古今 

の婦の 

云 ひ て』 

餘 り 見 j 


る 肌 あら は 

人の 下女に 

に は 、せ；^ 家 と 

h て 渡す を" 

の 風 な .^^ と 

£：: 肌ぬ ぎし 

叉 米飯の 上 

_ 何の 時に す 

聞し 及ばす 


に片祀 して 干 菜 

も あら す、 宿 屋 問 

なし、 曰 く、 婉 び- づ 

何 椀 か へ て も 米 

. 上 置と いふ 語 

て 膏 藥 を あ ら は 

に 菜 交りの 麥飯 

る こと？ て やい と 

. 去来 抄の說 の 


め 

角 

-干 

ぶ 

f し . 


る な 

下女 

に 米 

し 置 

く に 

菜 を 

く と 

か し 

や す 


リ 去來抄 

-、 と い へ 

を 盛 り、 其 

て、 そ を あ 

，其 說 甚だ 

むと いふ 

へ る 其の 


野 坡 

に、 人の 妻 

り 一" これ 

トに菜 交 

と 口に 食 

似 合 は し 

- J と、 だ 

,B  iltl なる 


ら 


諸 國 農 家 人- の 風 

かにして 通すべく 


を 非 

り の 

ふ 事、 

ナ t 

1 ォ 

食事 

と 云 

又 世 


の實 際に 貼け.^。 近 江の 草津の 束の 目 川の 

づれも 世に 聞え たり。 よし それ ら の 宿驛の 

刻 む ， J と、 {5 屋 問屋の 女の ある ベ き 風情な り 

に は あらす。 t 置 は 上に 置くな， 9  。 うはの 

に 一 句 は 馬の かひば を 調 ふるな， 9 とい ふ。 

ふ ベ き 節 無き にあ ねら ど、 次 の 句よりの 惑な 

用 ゐむも 々し 過ぎて 閉 ゆ。 

馬に 出ぬ 曰 は 內で戀 する 

曉 臺 曰 く、 傍 輩なる 男の 風情と 見る ベ しと 

さま 見えて いと を かし。 或 人 曰 く、 女 馬 子 な 

の述績 とせん は、 聊 か 妙なら じ。 支考の 續 五 

い へ ど、 上 置の 干 菜に 手 をと、、 むる とい へば- 

の  あ り さ ま に も、 心 の 花 はな どか 劣. ^侍らん" 


^ 〃』 

菜 飯 

、强ひ 

空 は 

其說 

る ベ 


-遠 


下 


論、 戀 

針 を 

力 く 


菊 川の 菜 飯、 い 

も、 t  S の干栾 

を もどく ベ き 

ぬな り。 ー說 

心 錄の說 よりも 却て 考 


金 谷 

な ら 

少 y 

お び 

に あ 


ジ 

說 

ら 


て 

は 婆 

く、 馬 の^に 上 置と いふ 語 を 


芭 蒸 


な 

ま 


の 論 


の 


口 


男女 

通す 

-ぃ や 

て 語 

は 戀の本 il? を兒 て戀 


の 挑み あ ひたる 

る も、 Q の 句の み 

し き 馬 士 の 戀 と 

ると い へ る お 女 


5 

4- 


の 風雅 を附 けた，.^ とい ふべき かと" 發 明す 

もしろ き は 其 言 の 如し。 

粕 S の 七ッさ 、が り を 音 づ れ て 


ると こ 


ろ 無 き 言 な れ ど， 此 3- のお G 

4 
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納買を 柏 賣 と 誤り. 七ッさ が り を七ッ ばか，.^ と 誤れる 本 あり。 い づ わ 

じ 難し。 たしかに 誤な り。 拍 は 「か せ」 と 訓 ます 俗 字 に し て、 絲 未だ 染め ざ 

の な れ ば、 糸 に从ひ 白に 认へ るなる べし。 かせ は 本 は 絲を絡 ふの 具の 名 

て、； 吶 端 t 木 を な し、 恰 もェ 字の 縱長 なる が 如き 形した る ものな.^。 紡錘 

抽 き たる 絲 のた ま ，.^て圓ii形になりたるを玉とぃふ。 玉 を 共 絡より 「か 

卽ち 略し て 「か せ」 と いふ ものに 絡 ひ、 二十 線 を 一 トひ 

一 ト 「か せ」 と いふ。 一 卜 かせ づゝ にした る を 柏絲と 

は 卽 ち 其 「か せ 絲」 な り。 細 或は 鑪に 作る。 鑪 のかた 通用す。 柏絲を 家々 

きて 買 狼め て 織屋の 手に 渡す もの を拍 買と は 云 ふなり。 此句未 刻下..^ 

りお とづる、 と 云へ る ま でなる が、 前 句への 附 き、 い かに も輕 くし て、 夕 0 近 き 


、ゝ ろと いひ 

い ふ" こ 


五十 ひ，.^ 

』 柏 とい 


も 

ぎ」 

來 


に情韵 おの づ から 饒し。 早苗 舟の 百韵 に、 舞 羽の 絲も 手に つかす 繰る、 とい へ 

る 前 句 に， 段 々に 西國 武士の 荷の つど ひ、 と 附 けたる あり。 元祿の 頃， 紛 績 の 事、 

審 家なら ぬ 者 も 到る 處 にて 爲 したりと 思 はる" 前 句 を 女馬士 ならん とする 

一 說 も， 此 句 を 深く 味 は ひて よりの 案なる べし" 此 句より は， 前 句 を 女と する 

も惡 から や。 

稱に門 ある 五十石 取  孤屋 

五十石 取 は內證 豊かなら ぬな り. き に 門 ある は 門に 群 あるに あら す、 節 § な 

るな i た、. - n.^ れ柏 買の 通れ る 場 處. 其 妻 勤 儉の賢 女な らんに は 絲を抽 きも 

すべき 小 土の 家 の 前 しづ かなる ところ を.^ 買 はんとて 觸れ あるけ るな り。 

观は 勿論 板媒 の. びた るに て、 筋き 鍊揚 などの 立派なる に は あらす と 知る ベ 

く. 叉 柏 買の 聲に應 じたる が 間え もせざる 森 たる 處とは 知るべし。 前 句と 

後 句と、 一 々に 事理の 緊 しく 連接す る 所以 あ 6 て 然して 後に のみ 聯句 は 成る 

7 

に あ ら す、 殊 に ひさ ご、 猿 簑ょ， 0 炭 俊に 至りて は、 幽 なる 氣味 合の 連接に よりて 11 


附 けたる 句 多し と 知るべし。 これ を 解き 得ぬ 故に. n: たの 如きの を爲 すと す 

るな かれ。 


8 

ュ- 


P ぽ 

. ？拔 

び か 

や う 

る に 

は ぬ 

花と 


此，！ ：：？ の 餓鬼 も 手を摺 月と 花 


す る 也 一 

侍 を *A 

ば、 女、 五 

A?  >^  . 、ふ 

手 を 合 

し か ら； 

うなる 

く 力れ 一 

作れる 


,匸 nj  zr.- り S 

，ュ p ザ n_ ひ葡 


0 手 をす る は. あ やま..^ 賴み 

す 條 に. 物 も 言 は す、 た いみ 

が 、吾 が It? 、と 向 ひて 手 をす 

め h と 思 ひて 手 をす h て 念 

せ 招" て、 あやま b 賴み 入る 

ぬ 海中の 荒れた る の、 痩せ 

淺 ましき 土民 を あら は し、 し 

て. ュ、 れを 見た しと は 念す る 

なり。 前 句の 揚に門 ある を- 

と  して、 お  管り  の 人の 居處の 


る な 

怒れ 

宇治 

ま ふへ 

0  b 

ぼ ひ 

其の 

ふ >  J 


土 稱叉は 

事 と し、 此 


る 


氣 

遣 


て 

と 

句 


源氏 

色 に 


づ 


ひ 


衣 

群な 

あ り 


語- 

ォ 

,、*  } 

や 

た 


芭 蒸 


物 語、 紅 

持 做し 

も珠數 

と い ひ. 

に 能く 

うなる 

も 手 を 

の 中に 

るなら 


葉 M 卷" 

て、 太刀 

音 の み 

iiS とい 

ち 身 を 

者 も 月 

する 

造れる 

ん。 . お— 


を 

被 

い 匕 


よ 


そ は 伊 一旦の 大 お、 薩 麼 の.種 子 a ぁ た ..^ を 想 へ る な る ベ け れ ど、 想 像より 成れる 

句に て、 もとよ. 確と 定めての ことに は あらす。 


砂に ぬくみの うつる 靑草 


野 坡 


春 日 あた ゝ かに 照し て、 砂 濱の草 靑み風 和ら ぎ、 や うやく 陽炎 も 燃えん と す 

る 氣 色. 言 ひ 得て 甚だ 巧 に， 南 海の 岛の さまと は 問えたり。 


新 白 田の 糞 も お ち つく 雪の 上 


孤 屋 


糞 はこ 

な ど そ ゝ 

に 肥料 あ 

謂 雪閒の 


えと 訓む ベ し。 

け 立った る もの 

るに は あら す. お 

草の ほの 見 ゆる 


新 畠 は 川 添 海 添 等 

な が ら、 雪 解 を 得て 


の 砂地の 新開地な り。 厩 糞、 芥囊 

おちつきた る、 甚 だ 好し" 雪の 上 

ちつく 雪と 逗 めて 讀む べし。 上に は 草の 靑 み て、 所 

なり。  _ 


吹 取られた る 笠と りに 行 


禾  牛 


風の ート 吹に 笠 取られて 薄雪の 畠に 落ちた るな り。  0 

1 

川 越の 帶 しの 水 を あ ふなが り  野 坡 

舊 解 に、 川 越 は 川 越 人足な しに 結ぶ あたりな り、 と 云へ り。 『帶 し」 と い 

ふ 0 の 解、 心 得 難 く、 且 叉 川 越 人足と も ある もの 、 ほどの 水を危 がるべき や、 

心得難し。 <?s 人 にても 乳房 以下の 水は涉 るべ し。 川 越 人足 は 頸 あた.^ の 水 

を も 敢 て る を も て 、夕 立 や 細 首 苗 に 大 井 川、と い へ る. f{i  ,^ さ へ あるな り。 葡 

解す ベ て 語法に 於 て 理 無 く、 事 實に 於て 眞を 失へ"、 収る 可から す。 川 越 人足 

おのが 笠 を 風に 吹 取られた る を 取り かねたり と釋 する に 至って は 笑 を發せ 

しむ。 川 越 人足 は 笠な どす る ものに あらねば なり。 こに 鉴し I；？ しの 二字に 

必 す {5| 誤 あら 八。 或は 曰 く  T;^ し は 「た い し」 に て、 た いしに 卽ち川 越 人足の こと 

な.^ と。 これ も 亦 例證を 得て 後に 信すべし。 或は 曰 く、  C 山 し は 「大寧 」 と い へ る 

語の 假名が きに て ありし を. あ らぬ當 字した るな.^ と。 「大事の 水」 な ら ば、 恐 ろ 

し き 水、 洪 水と い ふやうな る義 になり て、 通 せざる に は あらす。 さらば 笠 は 川 


越 人足の 笠 

行く とい ふ 

水」 の 當 字 の 

t: に てま 解 

事な りと も 

かけて 源 遠 

語 は 聞 及ば 

「お 汁粉 n り 

れ ば、 强 ひ て 

越は必 すし 

たりの 人 を 

たいしの あ 

とい ふが 如 

の 上の 人に 


な ら で、 肩 舉、 叉 は 

一 語、 落 着す ると 

拙と. W 寫の 誤 と 

の 出水 を + 雪 汁 水， 

释 すべし。 され 

き 大河に て は 一 

す。 だび 汁 水に 

.; 叉 は 「泥" ぬり」 と 

解すべく は あら 

も 阿倍 川大 井川 

云 ふなる ベ し。 

て 字に て、 た い し 

く  • 輦臺 を 扱 ふ も 

し て、 水 を あぶな 


蓮 臺 に乘り 

こ ろ 無 し。 

に て、 だ び は 

--と は 今 も 云 

ど 雪 汁 水と 

年に  一二 度 

相當 する も 

い ふ を 聞 く 

ね ど、 大 華 の 

な ん ど の 川 

力く は 解す 

は 「臺 し」 な り 

の を 「臺 師 

て 笠 


し 人 

TRV こ 


力 


一と 

取 


の 笠 

て 考 

義、 だ 

り、 だ 

慣 れ 

す 有 

、舟人 

よ 「ビ 

足 を 

も、 叉 

筏 を 扱 

ふ。 前 句 

に 行き は 


の 

、叉 

ど 


ふ 

、ベ 

こ 

る 

竟 

另 

ふ 


して 解す ベけ 

れ ば、 帶 しの 水 

-だ みぜ同 じ 語 

汁 水 t| 泥獨り 

る 語 に て、 泰 の 

水 なれ ど 「だ び 

夫な ど、 今 は 之 

中 七 文 字 に 誤 

し る 水」 な る ベ 

ajS  ； ^一， H あらで 

に 一 解 あり。 

者 を 筏 師、 釣 す 

の 笠 取られた 

したれ ど 能く 


れど、 取りに 

は 一 だ びし る 

な り、 し る は 

の 水と いふ 

中よ， 0 末に 

汁 水」 と い ふ 

を 「お 汁粉 水， 

謬 あるべ け 

く、 而 して 川 

，單 にかち わ 

曰 く、 i;^ し は 

る 者 を釣師 

る 者は輋 臺 

一.^ らんと も 
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せ ざ る は 臺 帥な"、 ん 情の 虛 實、 世 態 の 儉 ：: お、 臺 師の笠 を 得 取らぬ ところ に 無限 

の = ^折 あ b て を かしと。 此解卻 つて 安らかに して 〔且 しからん 歟。 


の 句 

よ り 

と ^ 

と な 

し き 

村、 今 

元祿 

說も 

0  - 一 


平地の 寺の 薄き 藪 垣 

は 其 水 邊の前 後、 離 の 薄き は 

なせ \ と 解せ るは祕 註な り 

て. 八， 一 尺 出水せば 薄き 籤き 

る は 0 心錄 なり。 あたり を 

る は續繪 歌仙な り。 平地 を 

-普 通 mi  ，こ す る も、 薄 き 簸籬ょ 

衣 崎： に 善 禿 寺 あ，. - て、 寺領 

書 に 見えた る、 そ れを 平地の 

るべき に 似たり。 平地 村 は 

練から す。 されば-牛 地 を-牛 


其 透 問よ 

. 土手 低 

れて水 

三 州 生 

普 通 語 

く  ils さ 

十三 石 

御坊と 

矢^ 川 (古 S 

坦 なる 地 


あ 

と 


云 へ 


と せ 


場の 見 

端の 寺 

む と、 家 

ひ從か 

が 宜し 

しろけ 

の^ 進 

歟、 其 寺 

人る あ 

んょり 


笆 0 


る を 


ふ 

坎 * 

ど 

る 


-何 と 

こ す 

が る 

た る 

^ と 


な ど 

、 す 

き 地 

の If 


な く 

人 を 

さ i.6 

tSI  /し 

す る 

豆 郡 

あ る 


野 寺 

此方 

な -^、 

な り. 

平地 

よ し. 


るせ 麥の 

に し て、 前 

地と して 


解かん かた 勝れる が 如し。 おも ふに 薄き 籤籬 も寫實 にして、 籬 越しに 川の 

ゆるなる ベ し。 


干物 を 日向の 方へ いざら せて 

干物 は 穀 菽. 大 根の 切 干の 類 を 筵の 上に 攤げ干 

ら せて 日に 當 らしむ る、 冬 の 農 家 に 能 く  る 事 な 

にあら す、 去 ると いふ 語に、 いと 云ふ發 語の 辭を加 

てと 卞 ：3 きたる ならむ。 

瘦 出す 鴨の ほどくな り 


したるな り 

り。 い ざ る 

へ たるな り 


利 牛 


。 其の 

f  nss  ノィ 

として- 


筵 を 

の ゐ 

い ざ 


孤 屋 


ざ 

せ 


前 句の 干物 を 洗濯物の 干した ると して、 町の 井の 端近く の 風情 を附 けた 

,M 鴨の 到來 に、 其 苞を 解き て、 今 、M 出し せんとす るな り。 


算用に J_ や 世 を 立る 京ず まひ 


笆 蕉 


？ぉ 


峰 


み 

恥 J 

し 

す 


算用 

V 禾 

し" 

貶し 


に 浮世 を 立 つる 

口に 世 を 渡る を 

句の 1 莲に は、 京 の 

寒 熱に 6^ も 爆 さ 

も せ す、 如 實 に 寫 


奎 は 


や 

し 


は、 農 もせす 漁 もせす 樵牧 もせ で、 商 利 の 

云 ふなり。 節儉 沙汰と いふが 如くに 解 

人の 賢く て、 鹽 に は あれ ども 季節に は 鴨 

で、 小 じ ん ま りと 相 應に樂 しく 世 を綏る 

し 描け るな り。 


又 沙汰な しにむ すめ 產ー 


こまかき を 積 

せる 舊說 は.^ 

なんども 赏味 

を 勿 .げ もせ 

野 坡 . 


し 


此句 

き 芽 

た る は、 慶 事の 祝儀の 何のと 自他と も 入 目 か 


よろこぶ と訓む 

収 りたるな り" 


ベ し。 前 句の 算用の 語、" 

汰 無しに は 有る ま じ 


度 

る 


ば 厭 ひ 憚. 0 て . そ を 親 里 

る 


レ 省かせし なり" 此 句、 前 句 を 京 


利 勘 さとく と い J 

J となれ ど も、 沙 汰 叙 

J と を、 W 々にも あれ 

レ 算術 招 南して 幕せ 


しくて 聞 苦し。 算用と いふ 語 


人と 見立て 附 けた.^ と 云 ふ舊解 は、 窘 0 甚 

を 能く 聞 取 ら で、 前 句の 場に 於て 利 勘 沙汰に 解きし よ り、 さ る窮 したる こと を 

云出づ るに 至れるな り。 產の 一字 を 書きて よろこぶ と訓 ませた る は、 溪 和 >^ 


漢の 連句の 漢句 に 「標」 を 詩の 標有 梅の 義に 

こと あ り」 と 訓 ま せ、 通 籠番 月夜と 作り て、 番 

り て、 お を 【や つ し」 と 訓 ませた る 類の 習 をた 

誹諧に 通 じ、 笆 蕉の 新風に 參 して 其 先頭の 

を も 愛せる ものな. 9。 されば こ ゝに祕 註 

字 を 置きて 「よろ こ ぶ」 と は ませ た るなら 

あらぬ ことなれば と. 人 の 好みに 任 せ. 且 は 


よ り て 

を 「い さ 

ま / ヽ 

一 ^子 

の說の 

而し 

m の 


ん 


票 樂 febr 毎 

む」 と 訓 ま 

用ゐ たる 

と は な り 

く、 歳 子 

色 蕉 も 

取， -に 


作 り て 「お 

童 僧 雀躍 

0 野坡は 

ど も. ま た 

に 込め て- 

て  尤  むべ 

置きし な 


ゥ 

產 


る 

作 


の 


ら む- 


どた くさと 大晦日 も四ッ の 


孤 屋 


四ッは 亥の刻な り。 大晦日の 產、 ど たくさ 想 ふ ベ く、 笑 はしき 句な り。 


無筆の たのむ 狀の跡 さき 


^  や 


跡 さき は 前後す る をい ふ。 大晦日に： y しき 中 を 代筆 賴 まれ-しかも 其 言 前 


後 し て、 筆 者 犬に 困す るな. り。 此句 もまた 滑稽に て， 其 中に 悲哀 あ.^。 大晦日 


の 文 通、 い づ れは 年の 慕に 文通せ ねば 叶 はぬ こ 

出 狀、 よ くくの 事なら む。 賴むを 好む とせる 

葉 なれ ど、 いづれ とも 定め 難し。 さ， こ. 字體近 し 

巾よ くて 傍輩 合の 借り いら ゐ 

惜 りい らゐを 借り わら ひの 誤な， 0 とする あ 

により 本に よりて さま A\ な れ ど、 借 りい らゐ 

文 字、 中 好 き も、 と ありた し。 借 わら ひとい ふ 言 

は あれ ど、 借 笑と い ふ 語 あり や、 覺 束 無し" 惜 り 

「いら ゐ. 一は 「い らい； 叉 は 「いら ひ」 の 誤，. - たる 假名 づ 

じ く、  して 利 を 取る ことなり。 靈異記 卷中第 

訓 ま せ、 日 本 紀、 孝 德 天 .MHI 紀 に、 貸 稻を 「いらし のよ 

ふ」 と 訓 み、 惜 を 「い ら す」 と訓ま せ あり。 此の 古語 

語 あ. 0 しょしな. 0  。 た、. Z し 今は絕 えたる ごと 


と あ 

本 あ 


る 


な る 

0  T 


て 

一と 


も 


ぎ ら 

fi や- 

、、？  \ 

及 ば 

は、 貸 

て 「い 


る ^ 

殘り傳 は h 

し" 又、 借 る 


ぐ、 し かも 無 

の 方 曲折 多 

予  卜ん 


レ 

き 言 


とする .3 り 

借 嫌に て は 

-貰ひ 泣と い 

と 云 はんが 

ふ」 は 「 いらす 

の 「取〕」 を 「い ら し」 と 

字 鏡に、 貸 を 「い ら 

甲 州 に 「い ら う」 の 

と を も 「い ら ふ」 と 


) 入 

初 五 

如し。 

と Hi 


云 ふ は、 假 の 一 字 に、 か る、 か すの ニ義 あるが 如し。 惜り いら ひ、 通 せ ざ る の 語 に 

あ ら す、 何 ぞ借笑 ひ の 誤な りと する を 執す る を 要せん や。 「借り いら ひ」 を 「貨 借」 

の 梨と するとき は、 前 句への 聯 意、 お の づ からに 分明に て、 書 狀の 用を此 句は附 

けたるな り。 

壁を扣 きて 寢 せぬ 夕月  芭 蕉 

壁鄰の 中よ き 同 士、 笑 語 互に 盡 きせぬ なるべし。 衣服なん どの 融通 も賴み 

賴 まれし 問の、 此 夕月に 寢る とい ふこと なる べき やと は、 踊 り 或は 祭 鱧 の 夜 お 

の 頃に も あらん。 壁の 一 語 に、 明 き藏に 住める 人と 爲 し. 夕 の 一 語に 夜々 の 

踊りに 勞れ しものと 爲 せる は、 餘 りに 思 ひ 過ぎた る 解に て、 究屈 なり。 

風 やみて 秋の 鷗の尻 さがり  利 牛 

風 やみての 初 五 文字 に、 秋 の あらしの 吹きて 板壁の 何 かに 扣か れ、 お ち つ き 

7 

ては寢 かねたり しさ まあら はる。 今 其の 風 やみて、 鷗 ゆたかに 尻 さがりに 浮 1 


みおる となり。 此 句， 實 景實情 を 云 得 て^だ 好し" 鷗は 

に 入るな り。 風に 際して 來 り、 流に 乘 じて 去る。 尻 下り 

りたる に は あら で、 流 のヒ に，：^ ひて 浮み ほ り、 Q 然と 流れ 

な t 一  句 もとより 宜しく、 前 句の 扱 ひも：^ だ 巧な り。 

し。 曉臺 曰く、 g 田 川の 趣な りと。 解 もまた 流石に 好し 

る 顷の四 吟の卷 な り、 さ も あるべし。 


經の 鳴子の 綱 を ひか ゆる 


風 强 

は 尻 

て 後 

お も 

。 芭 


時に 海よ， 0 

方の 低く さ 

す る を 云 へ 

ろ し、 おもし 

化ぶ リ にあり 

孤 屋 


控 ふるに は控 へと むる の義も あれ ど、 - ) ゝのは 引く の延 1 

^ら すなり。 鍵の 鳴子 を 鈴 繩の頹 と 何 丸の 解せ る は 非な り。 

れ ておの づと 鳴るな り。 ，が^ 子 はこ 、 に 綱 を ひか ゆ ると ある： 

鳃の 漁場の を逐 はんとて 鳴子 を 鳴らすな り， - 


^綱の 

く ベ き 


河 

こ 


』 て、， §  引きて 

』 は あら す や 。 

まの 解せ る も 非な り 、鍵の 

い づ くに 鳴子 を附け 置く ベ き や， 叉 澗き 水の L,- に 如何にして， 叱 ^ 子 を 設 

や、 何 處に 然る 景色 あ.. >  や。 これ は傳 解の、 鰓の 生洲の ト： にし つら ひた 


つて 宜し。 生洲は 


る 鳴子に て、 風 止み 日和ら ぎ たれば 鯉の 小さき は 長闕に 浮み 出で 、 禽獸 など 

に 捕らる 、ある を 防ぐな 

の 出入る やうに した 

な り、 泛 ベ る鷗に 鳴子 

して 河に 臨みた る酒樓 なんども 眼前 i 


河水 

け し 

生 洲を有 


る 

る 


、と 云へ るが 卻 

が 最も 好 き な 

附 けたる に は 


あ ら 


る 離 を 


設 

水邊 


髴と 


し て 


河邊に 

止みし 

味 はへ ば、 大 な 

現せん。 ， 


ちらばらと 米の 揚 募の 行 戻 


米 

ど な 

れ置 

動 き 

め て" 

さ ま 

ど い 


の 揚 

る ベ 

き、 人 

て、 鯉 

魚 p、 

を附 

ふ こ 


場 は 川 添 ひに も湊 

し。 前 句 を、 鯉 を 川 

の盜 みな ど せんと 

の 主の 耳に 入る ベ 

に 魚 賣 . ^盡 したれ 

けたるな り。 鳴子 

とに は あ ら す、 鳥 子 


町に も 所在 こ 

中に 杌 立て > 

して 之に 手 を 

く 鳴子の 鳴る 

ば 鳴らぬ や う 

繩 人の 荷 を擔 

繩 を 通 行の 妨 


れ有 

そ れ 

觸 る 

や う 

に し 

ぐ妨 

ダ と 


槃げ 

時 は 

設け 

hv と 

と な 

る i 


句 

-生 

こ 

見 

-る 

ど 


の 

故 


さ 

や Is 

ぎ 

し、 


な 


芭 蕉 

添 ひ 土 堤 筋 

る生簀 籠に 

附け 

を ば 


控 へ 

往来 

上ぐ 

と パ 


る 


な 

入 


る 


とに ある ベ から ざれば なり" 水 邊魚扱 ひのこと など 知ら 

せざる が 多し。 池の 形な して 负を養 ふ ほどなる 大生 簀. 免 

者の 川 中の 生 簀、 お のく 異なるな り. - 深 川、 本 所、 隅 田 川 あ 

す ば、 お のづと 容易に 解す ベ し、 誹 諧は 庶民の 問に 榮 えた る 

相に 根ざして 其 力 を 現 はした る ものな り。 

目黑 まいりの つれの ねち みゃく 

前 句の 米の 揚場を 高 輪 品 川 あたりに 轉 じたり。 目黑ま 

まゐ りなり。 「ね ち み や く」 は 漢語の 吳 音 讀 みの 古き ものな 

未だ 確徵を 得す。 しっこく 拗け 反りて 人と 相 和せ す 叉 人 

ちみゃくと 云 ふ。 醉 者に 多 き 態 なり。 前 句の 行！；^ りと あ 

く」 の 態 に て、 又 行 き 又 1:^ り、 人 をして 進返兩 難なら しむる も 

をい へり。 古き 狂歌 に、 奈 良 ざけ や 此手を 取りて 〇〇〇〇 

ね ぢる人 か な. と ある もね ちみゃくに て、 思 合 はされ て を か 


の 


ゐ 

し 


の 


臆 說 は， 理 の 

時 籠め 置く 

の 事に， 暗 か 

な り、 社 會 の 

野 坡 

は 瀧 痰寺不 

と は 想へ ど 

離れざる を 

卽 ち 「ね ち み 

り  一, "酉 

にも かくに 


浦 一 

ら 

實 


も 

や 

も 


ベるな 

し か 


ら 


れ がた 


どこも かも 花の 三月 中 時分  孤 屋 

の 中頃、 ま 西南 北 皆是れ 花の 

りと なり。 花 の、 と逗 め て 請 

す。 花の 中に 生醉 のね ちみ 

き もの なれ ど、 理 窟 なく 輕く 


雲、 人 の 海、 い づれも 蝶 鳥と 我が 世樂 しく 遊 

む ベ し. 花 の 三月と つ、：/ けて 讀 みて は を か 

やく、 これ もまた おの づ からにして 時に 免 

云 捨てた る、 好 し。 


輪 炭の 塵 を拂ふ 春風 

兩解 あり。 一 は 野外の 遊 宴に 野 

と 也。 一は 爐を 塞ぐ も 近くな りた 

を 洗 ひて 庭の 花の 下に 干した るに 

は 殊に 胴 炭に 代 へ て 審らに 用ゐる 

とい ふ 語、 い かに も 茶 家の 語と して 

に 用 ゐらる 、ことなる が、 元 來輪切 


利 牛 

風呂の 用なる 輪 炭の 塵 を 春風の 拂 ふなり 

れ ば、 爐 の 別れの 茶の 會催 すに つけ て、 切 炭 

卷 風の 渡るな り、 輪 炭 は 四季 用 ゐれど も、 春 

なりと 也。 二 解の 中、 後 解 は 非な り。 輪 炭 

は、 胴 炭、 相 手 炭、 四 方 炭、 點 炭、 割 炭、 枝 炭 等 と 共 

の 炭と い へ るまでの 語に して、 輪 炭と 云 ひ 


とて 必卞 しも 茶 家 


ゐる なりと 云 へ る も 

それより 以下 段々 に 

それより  <投 々劣りに 

の 見 計 ひに て、 輪 炭 の 

大小に より 掛酌は あ 

切る なれ ば、 輪 炭 を 胴 

とに も ある 也。 又 炭 

かにす る ことなれば 

からす、 詩歌の 取 做し 

ふ る に、 茶 の會の 用の 

野 掛けの 遊 び、 花 下 の 

恭風も 能く 利き て、 典 

迁遠 にして おもしろ 


一一 一一！： 

を 


と ま 

洗 ひ 

野 風 

か ら 


難し。 

するな 

ことな 

は 定 ま 

けれど 

代 ふる 

？ 1 とい 

？ Si こ. .7 

云 へ、 似 

た る 炭 

呂 のさ 

自 然 な 


定 

夏 


ま ら 

の 風 

-ま し 

。 風 

，大抵 

ど い 

_  J と 

炭 の 

は し 

干し 

を 云 

，境 致 

十分 


や。 春 は 輪 炭 


の 炭に 

爐の時 

と爐、 輪 

ベ き も- 

五六 分 

こと は- 

茶 家の 

を泰風 

ら！ S こ 

ると い 

るな り- 

S. ぬ ^ な 

は 力 


も ^ 

よ 同 

の 大 

先 よ 

よ り 

-無 き 

す る 

の 拂 

と な 

ふ 解 

) 野 

れ、 茶 

ぬ な 


を 胴 炭に 代 

炭 は 長さ 三 

炭 凡そ 六寸 

小、 時 候， 茶 家 

^きを 本 京 

七 八 分， 九 分 

ことに も あ 

習なる が、 そ 

ふとい ふこ 

り。 それ こ 

は ijq し 力ら 

外 なれば こ 

の會の 準備 

り。 輪 炭と 


へ て^ら 川 

寸 -i ビ」 こ て、 

も ある ベ く  * 

と し、 木 口 の 

ほ ど. でに 

, ^、叶 は ぬ こ 

は 炭 を 淸 ら 

とも 有る ベ 

れ を 併せ 考 

す。 これ は 

そ 塵 を 拂 ふ 

と ありて は 

いふ 一語に 


ま は り て、 輪 炭 は 必 す 茶 家の もの、 やうに 収 る は 究屈千 萬の Bg; な り。 語 ヮ 本 

を 思 ふ ベ し. 末 に 泥 ま む は お ろ か な る ベ し。 

(夷 子 講の卷 終) 


雪の 松 おれ 口 みれば 尙寒し  杉 風 

©fl の ni の 松の 枝の 折れ口の 白々 と 際立ちた る を 見出して 尙瘦 しと 云 へ る、 

惑し とい へ るに^ 前の 景と. 心 裏の 情と を 連結 融合して 端的に 云 取りた ると 

こ ろ、 流石に 好し。 詩歌の 古み に 落ち す、 言辭の 巧 を 求め す、 卒直 淸新を もって 

立てる ものな り。 

日の出る まへの 赤き 冬空  孤 屋 

n 十 起の 赏 景. 發 句を述 ねて 一 韋の 歌の 如く、  一  ig の ffi の 如し、 これ 亦 佳句な り。 

下 肴 を 一舟 濱に 打明けて  芭 花！ 

下 肴 は 下品なる な り、 脇 ii の 類なる べし。 海邊の a 共 趣， 夜 漁の 曉歸に 一 舟 

の 下 i?i を 濱 に 打明けて と 云 へ る、 お ほ まかに して 甚だ 好 く、 環 境に 相應 せり。 


間と ぎる、 大名の 供  子珊 

im 街道の 大名の 行 列、 並 木の 問に 翁 じる しな ど隱 見して 一 ト立 過ぎし が、 叉 

其 後より 荷な どの 供の 一 ト立 行くな り。 

身に あたる 風 も ふ は 薄 月夜  桃 隣 

薄 月の 夜に 逼 りて 驛に 入る 急ぎ 足， ぶ つ さき 羽織の 風に ひらつ き て、 後 下 り 

になり し 者の おくれ じと する さまな-. o。 

粟 を かられて ひろき， M 田地  利 牛 

粟の 刈 跡， 廓 然として 畠の 濶き に. 吹 通す 風の 身に あた， 0 て 薄 塞き やうなる 

な り。 

熊 谷の 提 きれた る 秋の 水  ？山 水 S 

1 


武州大 厘 郡 熊 谷の 堤 は 長さ 二 里ば かり、 荒 川の 氾濫 

寬 永の 洪水 を はじ め、 數 々斷れ たる こと あり。 一句 は 

低地に 今猶ほ 浸漸し 居，.^ て、 洪 水 は旣に 退きた るな が 

の 粟の 刈られた る 跡 も ひとし ほ廣 く 見 えて 淋しき 趣 

箱 こしら へて 鰹節 賣 る 

水難に 手 馴れたる 生業 を 失 ひし 者の、 鰹節の 背負 商 

ら へての 七 字 に、 あ はれなる 樣見 ゆる を 看取すべし。 

二三 疊寢所 もら ふ 門の 脇 


に備 へたる もの なれ ど、 

秋の 水、 堤 きれた る 後 の 

ら 一 望 荒凉と し て、 高 白 E 

を附 けたり。 

野 坡 

をした るな り。 莒 こし 

子 坰 


背負 商人の、 た  <  僅に 人の 門の 脇なる 小 室 に、 寢 るば かりの 處を 貰へ るな 


馬の 荷物の さはる 千 もの 

干物 は 洗濯物なる ベ く、 狹 き路 とい ふ 


は あらね ど あ 


沽 圃 

らぬ處 に 心 足らぬ 人 


の 生活し 居る さ ま な わ 。 

竹の 皮 雪踏に 替 へる 夏の 来て  石 菊 

奮 解に 云 ふ、 竹 の 皮 雪踏に かへ る は、 竹 の 皮 もて @ 踏 を 造 る を 云 ひ て、 馬 の 荷 

の 嵩 高なる を 現 はした り と。 さらば 馬の 荷の 嵩 高なる を 竹の 皮と したる は 

可 な り、 き 踏に替 へ ると ことわり たる はお もしろ から す、 凡 愚 ふつ 、かの 句な 

り。 二三 疊 より 以下 三 句、 興 趣 さらに. t し。 

稻の 子の さす 雨の ばら /.^  杉 風 

子 は 「み」 と 訓 ますなる べし。 ば ら /-、 は； 農の 雨な， 0-。 

手前 者の 一人 も 見えぬ 浦の 秋  野 坡 

手前 者 は 「て まへ し や」 と 訓 ますな り。 手前よ ろしき 者、 富 める 者の 義な， 0  。 

前 句 を 秋に 移し て、 漁 村の 稻作 よろしから す、 時 おくれて 功 あがら や、 人 家 も 農 ^ 


村の 白壁 づく り、 廐 屋、 穀 倉な ど 見 ゆる やうなる は 無 く、 手 薄に 淋しげ なる のみ S 

1 

なる を 云へ り。 

めったに 風の はやる 盆 過  利 合 

めった は 俗 語、 冗 とい ふ義 歟、 多 きをい ふ。 信 濃に て はめた とい ふ。 めちゃ、 

む だ、 ベ た、 む たい 等の 語、 此 語と 通す るが 如し。 一句 は 甚だしく 風邪の 流；；；： す 

る を 云 へるな るが 二 句 立 も 宜しから す、 職 意 も 味 無 し。 

苻々 の 月 を かこちて 旅 大工  依 々 

風邪 流行す るに つけ て， 同 じ 月ながら 故鄕に 在.^ て 見 ば、 と 鄕思 旅愁の 動い 

て やまぬな り。 


背中へ のぼる 兒をか は ゆがる 


も  efel 


吾兒と 同じ年 頃なる 他人の 兒の 無邪氣 に戲 る、 を 愛する.^" 盆 過より 三 


皆 摧 けて 凡俗なる 句の みなり。 

茶む しろの きはつく 上に 花 散りて  子 珊 

つなり。 茶む しろ 猶新 しきなる べし。 前 句 を 

の 庭前の 春の 景色 を 如實に 描きたり。 此 句た 

其 人お の づ から 其景の 中に 見 え、 前 句と 映發 し： 


き は 

ことの 

景を敍 

佳趣 を 


つく は 際 やかに 目立 

母と 兒と にし て. 田 家 

して 人 を 描かざる も、： 

i5{ せり。 


川から 直に 小 鮎 いらす る  石 


背片 

る舊解 

に て、 小 

異檨な 

の腑を 


廣 々 と、 村 に 何某の 門 

よろし。 いらす-る は 

姑 をつ くるな，^ とも 

る 言葉 づ かひな り。 

队  1^  くこと なる が、 これ 


ま 

、ゝ 

て 


構なる ベ く、 た 、.- し 裏の 簸外は 川なる ベ し、 と い 

烹る ことな， 0 とも 云 ひ、 いらす る は 「割 ら す る」 の 

云へ り。 小 鮎 は 鯉 鱸に も あらす， これ を 割る と 

勿論 小 鮎の 菜種 子 釣す る 頃 は、 之 を 釣 得て 直に 

を 「割 ら す る」 と は 云 難し。 叉烹る こと を もい る 


よ 

其 


よ 云 よ 

も熬る 

呌 ほど 

から 入 

.0 小 溝 

さる も 

を爲す 

る は、 持 

利 益 さ 

許 さ V- 

いらす 


す 炒 

- 、 も 


，し 

と 一 

ど 


る 敷、； 

あ ら 

*-，  7 

力 ら 

の な 

く り 

其の 

少し 

き 田 

る  一 J 

も-稀 


る な 

す、 入 

み の 


て、 

と 


らば 聞え たれ ど、 小 鮎 を 熬る ベく 

ら するな り。 庭の 小 流 を 川へ 連 

袖 を 作り 設 けて 魚 を 誘 ひ 導く や 

川の 屈曲す ると ころ の、 斗 出した 

小 溝 また 下流に 於て 川に 會 する 

の駛き 方に 入る もの なれ ば、 地 勢 

の 叶 ふ 者の 每々 爲す ことなり。 

分限な どの さ ま に て、 秋 は ま た 築 

り。 今 は 鮎の 價 貴くな りて、 人の 

猶か  >  る こと も 行 はる 、 が ある 


は 入らす るな. 0  。 

朝 暴 はれて 氣味 よき 雉子の 聲 


を 

な 


も あ 

な ら 

う に 

る 地に 一 

や う に- 

に  より 

川 か.^ 

設 W 

ら 


口 

ん 


す。 こ は 割 

め、 川 中 へ 流 

れ ば、 魚 は お 

ある も の、 上 

す れ ば、 雜 を 

て是の 如 き 

直に 小 鮎 入 

て 落 鮎 を 獲 

き こと をす 

0 疑 ふに 足 

杉 風 


0 


其 

V6、 

す、 


明. n: の 句な り。 天 朗らかに 風 和ら ぎ、 魚 勇み 禽奮 ふ。 春の 午；：； 1 の 人の 颜も 


また 麗ら かな る な り.. 

背戶 へま はれば 山へ 行く みち  岱 水 

山 へ 行く 路は 旅客な どの 通る 路には あら す、 柴 刈路と 知るべし。 た、. - 維子 

の 聲に附 けたる までな り。 

物 思 ひた、、、 鬱々 と 親が、 り  孤 屋 

年猶 若く て、 身 未だお のれに 任せぬ もの 、、山へ 行く のみの 路 あるに 過ぎぬ 

背 in の 方 に ま は り て、何 す る と も 無 く  tV 然 と め る な り。 物 思す る 者 多く は 

人に 背きて 孤立し 孤 座し 胡 思し 胡 想 す、 人 も 亦 これ を 疑 ひ て、 鎌 を も 鉈をも 手 

に.^」 で 可として 山 へ 1, マく より ほか 無き 方に は 在る やらん と 詠るな り。 

取 集めて は 多き 精進日  曾 良 

精進日 は齋 H: の義 によりて 「いも ひ 日」 と 訓む人 あ り、 音 に 沿 ひて 「しゃ う じ 日」 


と， fil む 

え さ る 

保 物語 

を -2 ぶ 

う な り 

れば多 

り nig れ 

よ， 精 進 

とに も 

. ^の も 

亡 等 

たる も 

の卷に 


人 あ 

一 J よ 

_  一  i 

は 俳 

な 

a -〕 


際立 


り。 作者 曾 良 

あらね ど、 其 

■ いも ひ 精進 


諧の事 

集めて 

り と 云 

など、 

き 人の 

.4JS  W と 

収る曰 

日の 爲 

ち て 宜 


よ 

ン 

し 


あ 

と 


i 何 

例 を 知 

とク V- 

ね 


句 

て 


進 

有 


と 讀 ま 

ら す。 

けたる 

. し や う 

日 と よ 

前 句 の 

るなる 

一 句 立 


力 


な 

ら 


し • 


て、 此句 など も 宜し か 


す 意な 

大和 物 

が あ 

じ 日 

一 月 


し 


聞え 雛き 句な 


いふ こ 

あ ら ざ 

此卷は 

ぬ 方 な， 


力 

し- 

不 


束 

一 ^ 


吾 

さ ぼ 

讀 

さ 

ま 

の 


し。 


の 


ま 

、精 

こ 

V7 

さ 


や、 確 知し 難 

は、 精 進い も 

づれ にても 

す 方、 人 の 耳 

進 潔 齋の日 

あ る を、 夫 に 

ど 夫の 家の 

味 無 く、 事情 

食事す 、 

く は 云へ る 

ら V6  |p 佳 J 日 


し- 

ひ， 

宜 

よ 

死 

な 


つ 

ん、 

ふ 


人々 の 凡 句 愚 句 惡句多 


も 

乙 

て 

クし 

忆 

吾 

一一 一一 a 

き 


ひ ：n 、問 

け、 宇 津 


2 

7 


ど 古 

好 き 

せ 集 

家 に 

る に 

多 き 

，葷腥 

に 亡 

を 用 

不出 


色 

せ 

厚 

來 


餅 米 を搗て 俵へ はかりこみ  お ^ 

窗 解に 年囘佛 事の 準備な りと 云へ，^。 これ も 一向に 面白から ぬ 句な り 

わざく わせて 藥 代の 禮  依 々 

年の 暮に醫 家へ の謝禮 か、 さらす も 全快の 祝に つけて 手厚く 心 到りた る 謝 

禮 ならん。 俗 句 厭 ふべ し。 

雪 舟で なくば と 自慢 こきち らし  、ふ 圃 

わざ /、来りて 藥 代の 禮に 贈り 吳れし 一 幅な り、 これ 雪 舟に あらす ば^に 

又 雪 舟 あらん や、 となり。 前 句の わざく わせて、 といへ る 語 を强く 響かせて 

用ゐ たる は 手柄 なれ ど も、 句 柄い やし く、 ま さに 其の 雪 舟なら で、 雲 舟、 又 は 雪 車 

など 、<  ふ 人の 畫 なること を 現 はしたり 


隣 へ 行 き て 火 を 取りて 來 る  子坰  L 

鄰と いふ は 古道具屋の 店つ 、.- きなる ベ し、 と 舊 解に は 云へ 6  。 火を鄰 家よ 

り 借りる ほどなる 骨董 屋と いふ もの は 世に ある ベ から す、 ま して 暖 物にせよ 

雪 舟 を 店に 置け る ものなる を や。 こ は 偏屈なる 貧土 の、 見 識は 枯木の 百舌の 

如く 高く して、 活計 は 故 衣の 蟣蝨の 如くに 甲斐 無き 者の さまな り。 自慢と 借 

火 と. む かひ 合せた る を かしみ 甚だ 銳し。 

又け さも 佛の 食で 埒を明  利 牛 

人の 佛に供 へ たる 飯を以 て、 吾 が 腹の 飢を濟 ふ。 舊 解に 裏店 借りの 獨 住の 

僧な りと 云 へり。 一 句寫し 得て 骨に 徹し 髓に 透る、 苛 辣當る ベから す。 火 を 

隣人に 借る も， 是 に 至って 愈々 活 きたり。 

損ば かりして 賢こ顏 なり  杉 風 


前 句の 人の 讀 ともい ふ ベ し。 世お の づ か ら 是 の 如き 

籍， し かも 罵り 得て 痛 快. 担 ばかりして かしこ 顔に、 祖先の 

耗 散 し， 終 に佛 碗の 冷 飯に 餘命を 維ぐ が 如きに 至り て、 猶 

で 、他 を し. H を揚 ぐる 輩、 此 一 句 を 得て 往生すべきな 

より 以 下、 無 季の九 章つ V きたれ ど、 鄰 へ 行きて よ. 0 の 三 

一精 彩 あ れば、 人 をして 倦厭す る こと 無から しめたり。 

大阪の 人に すれた る 冬の 月 

す さ ま じ き も の、 老 女の 化 粧、 冬 の 月。 まして 繁 華 

巧の 都 會 兒， 活 馬の 目も拔 く大阪 の、 春 夏 も 過ぎ 秋 も 

段と 塞く 凄じつ 一句の 言 迥し 甚だ 曲 あり て、 人 に す 

しリ かしこ 顔の 先 生、 相場 事した り や 山師 わざした 

る 鼻の さきに 霜夜の 月の 光 を 宿して。 


者 多し。 讚し 得て 

遺業 を 失墜 し， 家 產 

ほ 口 をた ゝ き顾を 

り 。 背 II； へま はれ 

句、 一 々趣 致變 りて、 


の 地 

過 ぎ 


こ 


^ 合 


人 の 山、 人 の 

て、 蕭索 た る 

る の 語、 ふ し 


や 知ら す、 其 の 


を 


X 


海、 聰明 

冬 の 月" 

ぎ に を 

利口げ 


乖 

力 

な 


5 

7 


酒 をと まれば 祖母の 氣に入 


野 坡 


6 

7 


缺落 者の 場に 入りた るな どい ふ 思 はくに 附 けなした り、 と 

整 解 も是の 如くなる はお もしろ し。 過ぎた る 解 なれ ど、 强 ひ 

無し。 すれた る 句 也) 


ぬる 御前の 范の はげ か 、り 


「お まへ」 は 門徒の 佛像佛 龕 をな ベて 云ふ稱 なり。 箔は 簾な 

正字の 俗用に 從 ひて、 金 薄の 義に 用ゐ たり。 前 句の 老 婆、 此 句 

在るな り。 

次の 小 部屋で 唾に むせる 聲 


舊 解に 云へ り。 

て 非と すべ くも 

子 堋 

れど も、 こ 、 に は 

の 兀佛爐 の 前に 

利 牛 


次の 小 室に 何人の 居れる に や、 叉 何せん とて 居れる に や、 は た 又 何として 唾 

はむ せし や、 そ れは皆 見えねば 知ら ぬな が ら. た 、、唾に むせた る聲 のした る 


な り 

部屋 

る に 

云 ひ 

ぐ、 餘 

無^ 

淺く 

誇 

連句 

む せ 

し て 

す 

ぶ 妙 

足 な 


冗^ 


と 


力 


の 句 


、所 

美 

-べ 

る 


ふ 

し 


室の 次の 

も て、 前 句 

次の 小 部 

附方、 前 

あ 


に も 

卻て 


々 

れ 


m 捉 影、 と ら 

謂 俳諧 者 流 以外の 人に 

遂に 大に衰 頸して 世に 

聲を解 すれ ば ざ は 笑 を 

しく せんとて 卻 つて 金 

け れ ど、 蓋 し 作者の 意 は 

し 、句 の 附、 響 の附 などい 

下駄の 如き 句 も出づ る 


部 

f 

を 

ま 


忍 

tea? 

さ 

な 


0 

淺 

ぶ 


何 

る 


Jet 

WIT 

ら 


ま 


J と i 


せ 

皆 

ニー IP 

云 


て 


て 用 

き た 

る の 

連歌 

や う 

や う 

へ る 

を 致 

句 を 

は あ 

hv て 

い ふ 


もな き 部屋 

り、 唾に む せ 

力、 る 

〕 先 は 

落 す る 

做 し、 句 

を 玄 深 

に 解す 

. 若し 

けたる 

と し て、 

る ベ し _ 

心得れ ば、 是 

ベ きなり。 


しハ 

更 


る 

ざ 


な る ベ し。 次の 小 

る聲を もて 附 けた 

延びと も 走りと も 

遣 句の 類と 云 ふ ベ 

に 及んで は、 斯 檨 の 

を 連 ぬ る ^ の 甚 だ 

幽 妙なる が 如くに 

ベ からざる に 至 り、 

强 ひて 此 句の 唾に 

佛の金 薄 を 煤ぬ き 

そ を 忍 び 笑 ふと も 

- 意 の 附， 辭 の附を 

の 如き 緖の 孔の不 
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約束に か 、、、みて 居れば 蚊に 喰れ  曾 良  " 

の 約束な， 0 や、 小 部屋に 身を潛 め、 蚊 に喻は れ、 唾 に む せ ぶ、 お ほよ そ 推知る 

べし。 これ は 叉 餘，. ^に附 き 過ぎ て、 感 服し 難し。 

七ッ のかね に 駕籠 呼に 来る  杉 風 

前 句 は 戀 な る を、 駕 籠 人足の 渡世の 情と して、 曉 天の 約 來に f ばれて 應と 

立 出るな り。 

花の 雨 爭ふ內 に 降 出して  桃 隣 

花見の 迎 駕籠と した， 0  。 前 句 は 午 前 の 七 ッ な し を、こ 、 に は 午 後 の 七 ッ 

と し て、 主 の 妻 娘な どの 花！ r:- に 出た る 後 、空 あやしく なり て、 花 時 風雨 多 き 習、 降 

るべき 献 保つ べき 歟と 留守の 者の 云爭へ る 内 に、 遂 に 雨 降 出し て、 恰 も 七ッの 

鐘の 鳴る 頃、 從 者の 走り 来りて、 迎へ の 駕籠 を 呼びに 来り、 御内 俊 は何處 そこの 


茶坊に 待ち 居 ら る、 など 云 へる 也" 

男 まじりに 蓬 そろへ る  岱 水 

花の 雨に 周章して 歸り し が、 男 交 りに 摘み取. りし 艾 な ど 揃 ふる な り。 他 の 

草々 も 交りお り、 樂 しく 花 下の 野に 在 り しこと など さ -.、 め き 語 ら ふ さ ま、 も と 

よ り 一：；：：： 外に^す、) 此卷奥 中の 佳なる ものと 前人 は 評し たれ ど、 佳 句 も あ り、 猎 

句 も あ り、 愚 句 凡 句 も あり て， 駁 雜 な り. 上 品 上乘の ものに は あらす。 

(雪の 松の 卷終) 


續猿蓑 は 議論 多き 棠 なり。 世に 芭蕉 七 部 集と 稱 せらる、 もの、 中、 冬 

の 日より 炭俵に 至る までの 六部 は 芭蕉 在世中に 成り、 いづれ も 其の 鑑裁 

を輯 たる ものなる こと 論 無 けれ ど、 續 猿 蓑 は 芭蕉 歿後に 世に出 で、 且 又 其 

の 人となり 實篤 厚なら ぬ 支考の 手を經 たる ものなる を も て、 人 多 く 之 

を 信せ す。 支 者より は 早く 芭蕉に 親炙 し て、 所 謂 蕉風 俳諧 興起の 一 將と 

して 力 を 致 し、 詩 才學破 も 亦 優りた る 越 人 は 夙に これ を僞 撰と して 斥け • 

大 鏡の 著者に して、 芭蕉 を 尊信 し、 俳 諧に 心を盡 したる こと 一 方なら ぬ 何 

丸 は 後に これ を 芭蕉 七 部の 一 とする を肯 はすして 徘し 去れり。 但し 世 

は 芭蕉 七 部の 名 を 執して これ を 除かん こと を 欲せ す、 叉 婆 心錄の 著者 曲 

齋の 如き は 支 考の敎 を 奉す るの 故 を 以てに ゃ呶々 として 言 を 費 し、 支 持 


甚だ 力めたり。 然れ ども 平 心 を もて 之を考 ふる に、 續 猿 蓑 は 芭蕉の 鑑裁 


2 
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を經た 

ら さる 

歿した 

居た る 

る ベ け 

沒 沈滞 

かりし 

衞 記し 

す。 翁 

經て、 漸 

は 墨け 

へす、 一 行 を 

甚だ 見苦し 


る 

て 


も 

と 

， 化 

く 今 

し、 あ 


のなら すし て、 他 

なり。 續猿 蓑の 

元祿七 年な り。 

な ら ば、 當 時の 勢 

0 叉 其の 撰の こ 

何で 默視し 居る 

を 語る もの 也。 

く 「績 猿 蓑 は 芭 蕉 

の 後、 伊 賀 上 野、 翁 

歲 の 春， 本 書 を 與 

る ひ は誊入 等の 

あらため す、 其 書 

く、 奸 曲の 情つ ぶ 


の 六部と 同様に 見ん こと は 斟酌 無 かる ベ か 

世に 公に されし は元祿 十一 年に し て、 芭 蕉 の 

芭蕉の 撰に か 、り、 若く は 其の 鑑裁 を經 終り 

として 如何で 是の 如く 長き 歳月 を 埋沒し 居 

と を 見 及び 聞 及び もし 居た らん 者の 其の 现 

ベ けん や。 是 れ 所謂 續猿 蓑と いふ もの ゝ 無 

續猿 蓑の 出づ る や、 其 奥 害に 版元 井筒屋 庄 兵 

翁 一派の 書な り、 何 人の 撰と いふ こと を 知ら 

の 兄 松 尾 某の 許に あり。 それがし 懇望 年 を 

へ 世に 廣 むる こと を 許した まへ り。 書中 或 

多く 侍る は、 草稿の 書 なれば なり。 一 字 を か 

其 手跡 を 以て 直に 板 行 をな す 者也ノ 此奧番 

さに あら はる。 芭燕 翁の 書と 云 はすし て. 普 巴 


蕉翁 一 派の 書 也と 云 へ る、 何 ぞ 其 の 曖 

の 撰、 若 く は 支考の 撰と 云 はすし て、 何 

る、 何ぞ 其の 飛 箭流彈 の 由 つて 來 ると 

して 其 害 芭蕉の 兄 松 尾 某の 許に 在 

る 無くして 印刻に 附 せりと いふ。 是 

出づ る を 想 はしむ る もの、 不 言 を 以 て 

とせら る 、無き の 地に 立って、 私する 

や。 若 夫れ 續猿 蓑に して 眞に 芭蕉 翁 

のこと なれば、 殊更に も 素 堂、 其 角、 野 水- 

なり 跋 なり を 得て 之 を 世に出す ベ 

の 人々 の 序 も 無く 跌も無 く、 取 るに も 

云 ひ 難き 者を附 して 公に せ る は， まこ 

必すゃ 芭蕉の 撰と も 誰の 撰と も 云 ひ 

人々 の 序 を も 跋をも 得難き 事情の 潛 


味に し て、 一一 H の懾嚅 たる や。 笆 蕉 翁 

人の 撰と い ふこと を 知らす と 云 へ 

ころ を 知らざる が 如くなる や。 而 

しとい ひ、 而 して 又 一 字 一 行 を 變す 

れ人 をして おの づ から 芭蕉の 手 に 

詐を爲 し、 不 語 を 以て 僞を敢 て し、 非 

有らん との 心 を掩ふ もの にあら す 

の 手に 成ら ば、 生 前 はとに か く、 歿 後 

，嵐 雪、 丈 草、 越 人、 素寵 あたりの 人々 の 

き笞 也。 然るに 世の 信す ると ころ 

足らぬ 一 書 估の 題 後と も 奥 書と も 

とに 體を 成さす とい.^ べし。 是れ 

難き 事情の 潛 み、 叉 芭蕉と 關係深 き 

3 

める より、 一 書 估の 言 を 假 り、 特 に 塗 1 


抹攙 入の 痕を其 儘に 世に は 示せるな る ベ し。 し 

とい ふ もの ありと い ふこと 云觸ら され 居た ト， と 

る もの あ， 0 し と ^ し ， 、、許 六 が 讚 論 に 「其 後 師 (芭 

後 猿と か や 撰し 給 ふと 問く。 さ、： Z ゐ のう ま み を 

せりと 聞け ど も. 板 出さねば 知ら す， と 云 ひ、 叉 「今 世 

輕 みあり て 面白き 事 也と て 筋 無き 無用の 句 を 出 

經の 俳諧の 風 は 天下に 三 四 人なら では 有る ま じ- 

き  て 流 行 すれ ど も、 難 じて 云 は、.^ 赏 すく な き 、し か 

人と 日 を 同じく して 語る 人 は 無 し、 此 人糙に 血脈 

中に^ をなら ぶる 人な し、 さ れど 質不 赏 に 陷る心 

も 云へ り。 後 猿と いへ る は續猿 蓑の ことなる ベ 

與 へし 害 は元祿 十一 年泰 三月に 裁せられ しもの 

の 世に出で しに 少し 先 だて.： >。 許 六 支 考は當 時 

^蕉に 親^せる 歳月 幾許 も 無き 後輩なる に， 許 六 


か も 當 時 芭蕉の 總猿 蓑 

覺し く、 叉 云觸 らし £5 た 

蕉) 上洛し、 伊贺に 籠.^ て， 

ぬきて 遺經の 俳諧 を 殘 

問の 人、 後 猿 蓑の 俳諧 は 

せ.^」 と 云 ひ 「今 世上に 遣 

_ 支 考は後 猿の 時、 底 を ぬ 

りと いへ ど も、 世 問の 門 

相承して 常時 諸 門"：；^ の 

あれば 行末 C 兑 束な し」 と 

し。 此の 許 六が 去來に 

にして、 すな はち 續 猿 蓑 

結 托し あ ひて、 いづれ も 

は 血脈 論 を 高調して、 み 


づ か ら 「達 麼 の 法、 六 祖の 米つ きに 血脈 を 籠 

給 ふ 人 なれば 也」 な ど 、 云 ひ て、 晴 に 芭蕉 門 

サ巴 蒸 も し 釋 迦 な ら ば、 お の れ は 正 法 眼 藏、 mH 

くなる 面 つ き を な し、 支 考 は 又 「惣 じて 釋迦 

めて， 十大 弟子 を 證 人に、 阿難 一 人の 撰述な 

を ものして、 「されば 此 坊は蕉 門の 支考 とよ 

十餘 年の 說 法に 五 時 八敎の 次第 を定 むる 

と 吹 立 て * 、笆 蕉 もし 釋 迦 な ら ば I お の れ は 

慢笑 ふべき 者 共に て、 許 六が 本朝 文 選 な ど 

を 選 ベ る 頃まで は、 一 一人 交り 好く し て、 許 は 

き あ ひたる 迦 葉 阿 難、 許 六 は 瞋 拳毒喝 もて 

て 世人 を 瞞き 居し なれ ば、 許 六 は支考 より 

し。 許 六が 歷代 滑稽 傳に 「江戶 にて 保生沾 

0 る」 と ありと も、 - 俳諧の 風 體は續 猿 蓑 に 終 


りた まふ は. 是 六祖 血脈 を 知り 

下の 六 祖 惠 能 を 以て 自ら 居り. 

槃妙心 を 得た る 摩訶逝 葉の 如 

の 五千卷 も、 畢 鉢 羅窟の 1^ をし 

嘯 き. 後 に は 阿難 話の 一 卷 

ば れ、 釋 門の 阿難と とな へ て、 二 

より 八 度の 變化は 明なる ベ し」 

阿難と 頸 を 撫で 、髙 ぶ.^ し驕 

い へ る、 物の 程 知らぬ 題 號の蒈 

支 を 推 し、 支 は 許 を 助 け、 う な づ 

同門に 傲 り、 支 考は鼓 唇 舞 舌し 

績猿 蓑の こと を 聞 居し なる ベ 

圃 をす ゝ め、 續 猿 蓑 を手傳 して 

る」 と あ り とも. 後の 言 と 前の 言. 


と 調子の 合 はぬ を 如何と もす ベ か ら や つ 「伊 賀 に 籠 

た ま ふと 聞 く 一と 云 へ る、 そ れは 正しく 支考に 聞け る 

たる 翌年 四月 十八 日、 支考彥 根に 許 六 を訪へ る 其 折 

け む と 想 はる。 そ は と ま れ かく ま れ、 續 猿 蓑、 何 人 の 

す、 と あるの み な ら ば、？ れ にて 論 は 無 き を、 許 六 の 言 

思 ひもし 云 ひもす る 者 あるより 紛々 の 論 は 起れ る 

と あるに 關ら す、 芭 蕉の 撰の 如く 思 は せ もし 云 は せ 

起るな. o。 旣 に 二 百 何 十 年 未 了 の 公 案 と な .：^ニ は 

は 蕉風 極致の 薬の 如くに 云 做し 二 は 僞 撰 な り、 偽 作 

れ たる 句 ありと 云 做 す。 今にし て 之 を 判 せんこと 

も、 詩 の 序の 如くに 千年 未了の 公案と い ふに も あら 

析裁斷 し 得 ざらん も 笑 ふ ベ きこと なれ ば 、給 刀 を 以 

る も 快と する に 足ら ざれ ど. 試 に 一 揮の 兒戲 を敢て 

を 論 せ ん に、 凡 そ 物 あ れ ば 卽ち名 有 り、 物 有らん とす 


りて 後 猿と かや 撰 

な る ベ し) 芭蕉 歿 

に、 か 、 る 事 語り や 

撰と いふ こと を 知 

の 如くに 芭 蕉 の 撰 

也。 又 撰者 を 知ら 

もす る 者 あるよ. り 

是 とし、 一 は 非と し- 

な  り、 支 考が 作.^ て 

甚だ 難き に 似 たれ 

す、 か ばかりの 事 を 

て 故紙 を 劈 く、 蹄； - き 

せん。 先 づ 第 一 に 

れば名 有ら ん とす 
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ロザ 

名 

る 


は、 是れ. c: 然の 勢な り。 續猿载 猿 其 


抑 々 

屋 が 

の 月 

は 評 

今續 


り 

十 


行せ 

績猿 

を存 

を 後 猿 

ら ば、 後 

蕉の笈 

ものた 


を 


タ 


、の 

存 

る 


しもの ぞゃ。 芭蕉が 

。 元祿八 年に 出で た 

句の くだ，^ に、 「名 月 の 

猿菱に 入 集 す 、愛 に は 

に、 芭 蕉が 名月の 二 句 

後 猿 蓑なる こと 知る 

前 は 許 六 も 亦 後 猿 蓑 

後 猿 蓑と いひし こと 

り。 芭蕉 もし 其の 自 

し-ならば、 續猿 蓑と は 

誤り 記せ ざ る ベ し。 

したる に は あら で、 後 

べし。 叉 笆蕉に 後 猿 


t 巴蕉の 撰せ る 者と する も、 其 名 は 


づ け し 歟、 支 考が名 づけし 歟. 井 筒 

支 考が笈 日記 上 卷、 今 宵 誰 よし野 

章 は 三 句 侍.^ け る に、 ほ かの 二 章 

し 侍ら や」 と 支 i|e み づ から 記せり。 

,0 て、 支考が 評を赘 記せる もの あ 

し。 前に 記せる が 如く、 績 猿蓑刊 

と稱 して 績猿 蓑と 稱 せす。 されば 

分明に して 言 紛 ら す 能 は ざ るの 證 

撰 叉 は自撰 半途なる もの あ， 0 て 之 

改め 得 まじ く、 叉 續猿 蓑と 稱せ しな 

是に 於て 明らかに 後 猿 も 續猿も 

猿 も 績猿も 支- が 胸の 蒸に あ りし 

蓑 出さん との 腹案 ありし ものなら 


ば， 「ほ かの 二 章 は それがしが 評 を 加 へ て 後 猿 蓑に 人 せら る.」 と 0 す ベ し， S 

「評 を 加 へ て 後 猿 蓑に 入 集す」 と， 後 猿 蓑 を 支考み づ から 我が物の やうに 記 

すべく も あらす。 名に よ， 0 て 實を詮 し. 事 によ. 0 て 情を考 ふれ ば、 芭 花 一 歿 

後より 支考 はやく も 一 集 を 編み て、 猿 蓑の 後を續 がんと 志した" しこと 

分明な り。 そ も，、 後 猿 蓑に せよ 續猿 蓑に せよ、 何ぞ其 名の 拙き や。 冬 

の 日と い ひ、 春 の 曰と い ひ. あ ら 野、 ひ さ ご と 云 ひ、 猿 蓑 と い ひ. 炭 俊と い へる、 

皆 おもしろき 名なる に、 猿 襲に 後と いひ 續 とい へ る は 殆ど 語 を 成さ す、 猿 

载 後 维、 猿 蓑 續壤 とも 云 は， まだし もなる ベ けれ ど、 猿 も 小 猿 を ほしげ な 

りと い へ るよりの 名なる 猿 蓑に 押 冠ら せて 後の 續 のと 云 ひて は、 時 雨 も 

五月雨の 如く 降りつ、. - き、 猿 も 三 匹 猿 千 匹 猿と ぞろ つくに も ある まじき 

に、 馬 鹿げ きった る 名 稱、 芭 蕉 さる 拙き 名 を 撰 ま む 人なる ベ き や、 推 して 知 

るべき ことなり。 されば おのれ も 後 猿 蓑の 名の 宜しから す 問 ゆるに 續 

猿 蓑と は 改め けん も、 そ れも 後の 人 の， 「花 摘」 の 後 に 「新 花 摘」 と 名 づ けたる 新 

の 字の 美しき に はいたく 劣 6 て、 猿 知" 慧の尾 を 見せた" とい ふ べし。 ， あ 


二 に は 色 蕉 

としたる 企 

に、 「去年の 夏、 

考が 集つ く 

蕉の句 を 論 

同 害 四月 二 

事 力， .7 り HI 

む る に. 君 子 

續 猿 蓑 撰 奥 

に 餘 り、 お の 

と 襲 集の 事 

蕉 死後の 句 

り て、 信 を 世 

蓑 撰 紫の 内 


續猿 

り し 

叟 (芭 

ば、 な 

し た 

六 日 

る に， 

し て 

Jet  - 一 

よ hy 

語ら 

績猿 

取 る 

の 消 


- J と 

蕉) の 


ま 

し 

だ 

-伊 

入 


息盡 


ん とし 

證を擧 

花坊に 

の榈火 

。 ま 

り に、 二 一 

人々 つ 

は す」 と 

賀に入 

も廣さ 

り 0 「阿 

り て よ、 

は ざ れ 

明ら 力 


たる 證は 一 も 無く て、 支考 

げ ん に、 笈 曰 記 下 卷許六 を 

おはす 時、 人 々より いて 物 

桶に 似せ て 侍ら ん、 た と へ 

くらん と は 夙く より 印」 ひ 

十 六 曰、 猿 雖亭 にた -.、 よ ひ 

どひ 入り て、 阿叟 (芭蕉) の 生 

あり。 こ ゝに撰 集の 事と 

り、 猿 雖は 芭蕉 同鄕の 人に 

蕉 門の 先輩 なれ ば， こ れ に 

叟の 生前 死後 を さ だむ る 

_續 猿 蓑 は 芭蕉の 鑑裁を 經 

ば、 これ を 判定 取捨せ しに 

に 露 はると 云 ふべ し。 前 


が 狼つ くらん 

訪 ひしく だり 

語し 侍る に、 支 

ば」 云 々 とて、 芭 

居た るな り。 

つ き て、 撰 集の 

前 死 後 を さ だ 

い へ る は、 卽 ち 

して 年 も 五十 

たより て. 人 々. 

r こ 云へ る は、 芭 

ざる ものと な 

て、 こ 、 に續猿 
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に擧 げた る 「後 1 


ると こ 

て， 從 つ 

叉、 後に 

撰者な 

に 行 き- 

#,4  nM き。 

へ る^ 

と 云 は 

笈 日記 

ベ き 無 

だ 後れ 

>  J と 0 

は旣に 


集す. 

に よ 


芭 

し 

0 


し 0 

た る 

第五 


一と い 

5 て 

の 鑑 

支考 

た る 

曰 よ 

せ る 

由 つ 

な れ 

其 記 

あ る 

と 0 

責 を 

V こ 

へ V7 


へ る 語と い 

，支 考が續 猿 

裁 を 得た る 

が 「削 かけの 

保 生 沾圃は 

り 同 十四日 

に， 沾 岡に あ 

て 起る 所以 

ば、 支 考 當 時 

事 無 き は、 あ 

もの は 其 事 

第 四に 殊 

避く る ま で 

り。 第 六に 


ひ. こ、 の 記 

蓑 の 葉 を 成 

ものなら ぬ 

返 事」 に 於 て 

江 に 在り 

まで 滯留 し- 

へ  る 記事 は 

と な り、 叉 沾 

其 人に 會ひ 

やしむ 可 き 

情 を 洞 察 し 

にも 閒 え た 

の 書 估の 見 

越 人の 不猫 


事 と Iv^ 

さ ん と； 

こと も 

渡 部 白： 

リ 支 t 

其 角、 挑 

無し。 一 

圃其人 一 

た る こ； 

力 女く 一 

得 ベ し 

る 人の 

ぐるし 

蛇の 一 


■ 支考が 

たる こ 

お の づ 

の 名 を 

元祿八 

_ 介 我等 

圃の句 

後に な 

ュ丄 必盲 

し て. 卻 

第三 に 

^ あ • る 

跋文 あ 

にあ ひ 


み づ 


力 

よ 

の 

る 


ら 

て 

て 

き 


ら 

-總 

ぺ 

M 

と 

の 


C- 己， + -J 

レ 言 IT-  0 
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1 

かにし 

明 な り。 

猿 養の 

て 江戶 

る 事 は 

蓑と い 

の 撰者 

なる に、 

やしむ 

few.  D  £ 

a: び. i 

之 無 き 

. 以上 


て、 竹 篮痛處 L 


觸れ たるより 

その 削 かけの 

一 部の 穿義所 

義の 伺候 人 也 

伊賀の 柬麓庵 

滿 面、 僞 ら ざ る 

子細 は、 前 猿 蓑 

に し て. 凡夫 の 

誊も おそれ あ 

書 を 消した る 

ら く 此 i^l- を 

何 を 還 す. こと 

屋の まぎら を 

して 披露 せら 


叫號 して 苦 を 喚び たる は. 何等の 事 を 語る も 

返事に、 「續猿 蓑の 事、 僞 書の 二字 は 天下の 御 法 

なり。 そ もく 續猿蓑 は 江 の 沾圆を 撰者 

。 しかれば 此 沙汰 は 公表の 大事 也。 此禁は 

にて 伊勢より-先 師 (支 考みづ から 先師と 云へ 

無き 者な り) の 来れる を 待て 七八兩 月の 問の 

の實を ほど き， 炭 俵 作  1- の虛 をお ぎな へ ば、 祖 翁 

目に は 中々 見えが たし。 云々。 此槃は 翁の 

れば とて 、去来 丈 艸を兩 奉行に て 草稿の ま 、 

所 も あり 云々」 と 云へ り。 「猪の 早 太」 の 中に 嘲 

見る に 撰者 は 名ば か り、 誰 にもせ よ 貴 房の 作 

ありて 密 撰と は 申さる、 ぞ。 云々。 なせに 

や め て、 此 紫 は 翁の 添削に て、 撰 者 は沾圃 とか 

れ ざる や。 云々。 去来、 丈 草、 ともに 柔弱の 內 


の 

一 一 

密 


ぞ 


て 


な 


笑 


代 

一丁 

\ ィ 

に ま 

板 行 

支考 

ま た 


や。 支考 

て， 不猫蛇 

，其 人 は 公 

七 年の 夏、 

,0、 不實篤 

なり。 其 

の 法華經 

に 1$ び淸 

したれば、 

て 曰く、 「つ 

ぎ れ なし. 

の 時 井筒 

とか 押出 

膏 藥、 生 き 
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て 居ても 證據 人に は 成 難し。 こ 

罵ったり。 密 撰な どゝ いふ こと 

云 は 、：- 云 ふべき 也。 印行の 時 は 

密 指の 由 を も 記せ す、 不 猫 蛇の 難 

へ 出す に 至って は、 其 の 後 暗 さ 卻 

代の 法 華 經と績 猿 蓑 を稱揚 する 

に 長く してお のが 创を雜 るに ひ 

よ， 0 出で す、 又 支考が 私の 加 はる 

り 立つ て 答 ふるの 要 無し。 おの 

に、 越 人の 一 指に 彈 かれ て、 密 撰 と 

て 出 板 奉行と い ひ、 井 筒 屋の庄 兵 

して 證人呼 はり をす る な れ、 畢 竟 

はせ る ものにして、 此 等の 人々 の 

b しこと を 自分より 證せ る もの 


とに 比 世に 亡き人な り 一と， 齒 に きせ す 2 

1 

は 有る ベ くも あら す、 撰 集 半途な りしと 

沾圃の 名 を も 支 考の名 を も 出さ す、 芭 蕉 

詰 にあ ひ て、 は じめ て 去 來丈艸 の 名 を さ 

て 分明な りと いふべ し。 まして 祖 翁 一 

に 力む るに 至って は、 老 狗の 舌いた づ ら 

と し き のみ。 續猿蓑 もし 誠に 支 が 手 

こと 無く ば、 支 考みづ から 然 ばかりい き 

が 手より 出 で、 お のが 私の 加 は.^ ある 故 

いひて 芭蕉 を 引出 し、 去 來、 丈 艸を 引出し 

衞、 橘 屋の次 兵 衞、 能 役者の 沾圃 まで 引出 

- 3 れ 「我 が 事と 泥 蝤の逃 げ」 て 其 姿 を あら 

眞 中に 立ちて を 執.. - しもの は 支考な 

ならす して 何ぞ や。 第 七に 續猿 载の內 


容 いたく 劣りて ぶ 巴 蕉の眼 も 手 も 及び 居らぬ こと を 語る をば 如何 

ヒ卷 歌仙 五 卷、 疵 瑕す くな からすし て、 典 趣 甚だ 乏し く、 芭 蕉の眼 到 

り しもの なら ば、 想 ふに 應に是 の 如くなら ざるべし。 下卷發 句に 

付 多 き は猶ほ 是非 無しと する も， 若 し 芭蕉の 密撰 にか 、る ものと 

炭 俊に 载 せられ し 「袴 きぬ 鸯入も あり 年の くれ」 の 句、 ま た此 集に 入 

にも あら す、 杜 撰と いふべ し。 これ を 許 六の 宇陀 法師に、 嶋立澤 の 

今 集に 入り て、 浦 のと ま や、 眞 木た つ 山の 二 夕の 問に 在る 由 を 論 

に 因 み、 「俳 諧 の 集、 前 後の つ、、 き 肝要な り」 と あ る 語 を 證 と し 「大 年 や 

の さ し 荷 ひ」 「年 の」 一 巾 誰 を 呼 ぶら む 羽織 殿」 の 二 句の 間に 袴着ぬ 聲入 

たる は 芭蕉の 有力なる な.^ と 曲齋の 言 へる 如き は强 辯な り。 新 

三 夕、 いづれ の 一 首 も 前々 の棠に 入れる は 無 き 也。 第 八 に、 す ベ て 

正の 事 は 其の 私 „M 不正の 事に よりて 利 を 得る 人 ありて 其 人すな 

„s 不正の 事 を爲す もの なれ ば、 其 の 利 を 得る の 人を考 へ て 其の 事 

て 起る ところ を 知る べし。 續猿蓑 出で ゝ利を 得た るの 人 は誰ぞ 


にせん。 

^手 到 

不 妙の 

すれば、 

るべき 

歌の 新 

じたる 

親子 俊 

を 入れ 

古今の 

私曲 不 

はち 私 

の 由つ 

や。 支 


考な 沾圃 なり. - 沾 

ると せらる。 面目 ま 

なり。 支考に 至って 

の 發句を 出 し、 此 狼 は 

载せ. こと に芭 燕の 名 

門お にし て、 師 の 句 を 

如 き の贅 語を陳 ぶる 

る ベ きこと なり。 や 巴 

ところの 集に 載す る 

人な" や、 考 へ 盧 る ベ 

を くる こと 幾年に 

猪の 早 太に、 - 翁に 託し 

かく 勝れた る 門人な 

との 趣. I! から 編 立て 


圃は 支考に 撰者と 云 は れ、 棠 の 名も此 

ことに 餘 有る ベ く. 力 量 に 溢れた る審 

は猶 更に 甚だしく、 佳  1- 中に ニ篇の 歌仙 

芭蕉と 二人しての 密撰 とい ひ、 叉 今 宵 

月の 二 句に 長々 しき 評 を ものしたり 

評する だに 傍 痛き に、 芭 蕉密 撰の と 

- J と、 撰 猿の 體を 成す と 思 へ り や、 他 門 

蕉 また 是の 如き 評 語 を、 おのが 眼 も 手 

こと を 許す と ころの 人と 思 はれん こ 

き な り。 然るに 季 吟 素 堂に も あら ば 

も 及ばざる 若輩の 分際に て是の 如き 

て 名月 二 句の 評な ど 作り 入 れ、 支 考 は 

りしと 世人に 奥深う 思 は せ、 責 房が 名 

申されけ ん』 と 云 はれた る も、 骨 を剌す 


人 に 

を 荷 

行 を 

。 未 

、 / 

L  ノ 

の 評 

も あ 

と を 

い ざ 

言 


よって 起 4 

へる もの 

mM し.， \夕 く 

如 き 义 を 

き ォ ^ び 

る に の 

判 も 顧み 

づ かれる 

忍 ぶ ベ き 

知 ら す、 敎 

を敢 てす。 

在世に も、 

助に せん 

に、 口 を 開 


くの 地 無き ところなる ベ し。 續猿蓑 出で 、最も 

り、 續 猿 蓑 出で ざら ば 支 考は猶 ほ 黄口の 小兒 とし 

蕉の選 雄の 如くに 兒らる 、， やう 作りた る 績猿蓑 

無 き 者 共、 芭 蕉を尊 仰す る餘 りに 急に 支 考をも 優 

りたるな り。 其 利を受 くる 者 支考な り、 其 私 を 成 

第 九に 支考の 人となり は 質 直 負 正なら ざる こと 

許 六 だに 數々 これ を 云へ り。 俳諧に 神祕幽 妙な 

芭蕉の 古池の 一 句 を 甚深微 密の旨 ありて、 蕉翁こ 

ど 、、禪 家の 悟道の 如く 取囉 したる も、 因 つて 以て 

る も支考 より はじまる。 白馬 經、 貞 享 式、 東 花 式 等 

し. おぼろの 傳 授、 空 撓の 秘法な ど、 祕 訣 めきた る こ 

りて 利 愁の企 を ほしい ま、 にした る も支考 なり 

暗 か ら -^^5^ と ，：！： ら 放 言 せ る ほど 行跡 宜しから ざる 

り 言 の簡樸 なる に 及ばざる こと 遠き 俳諧 十 論の 


利 を 得た る^ は 支考な 

て 世に 在りた らん に、 芭 

出で たるより I 

れ たる 者と 思 

せ る 者 も支考 

-支考 と 仲惡か 

る こと ある や 

れ より 眼 を 開 

後人 を 脅かし 

さ ま A) の - J 

と を 云 ひ、 風 雅 

。 酒肆淫 房の 

も支考 なり。 

如くなる 愚に 


眼に 眸子 

ふやうな 

なるべし。 

らざ h,- し 

う 云 做 し、 

きたりな 

迷 はせ た 

と を 云 出 

の 名に よ 

ことに も 

鬼 貫 ひと 
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妄 言 大 言 の 陳 列、 惡 文 愚 文の 雛型と も 云 ふ べき もの を 作 り、 惡 畫 多く は 金 % 

粉を藉 るた めしとて、 博學 らしく 典故 を綺 へ あやど り. 高 慢の 羽た、 きに 

小膽 問の 正直者 を 威嚇せ る も支考 なり。 露 川が 莊子 を講 せりと 間き 

て、 「虞齋 の 二字 は 何の 音に て 候 や、 御 ^知 有^ 敷 候」 な ど 、詰りて、 郭象. 2 秀 

の；；； a の い，^ わけ にても 問 は、 くま だしもの 事、 膚 淺を もて 世に； 砂せられ た 

る 口 義の蓊 ^の 號の讀 み 聲を問 ふな ど、 お のれの 手元の 薄 き を ば 份概の 

者に 見 透 さる 、 を も 知ら で、 人 を责め 己を揚 ぐるに  なる も 支 考の氣 質 

なり。 鳴 海の 知 足 軒 新宅の 賀 に、 よ き 家 や 雀 よろこぶ 北 H 戶の 粟、 と い へ る 

芭蕉の 發句 に、 ま くさに 見 ゆる 野菊 かる か や、 と い へ る 主人 知 足の 脇、 投 げ 

わたす 蛆の編 橋 霧 こめ て 、と い へ る 安信の 第 三、 風呂た きに； 打く 月の 明 ぼ 

のぶ 巴 燕、 以 下 一 一 句， 知 足の 千 Gil 掛に見 え. 其 の 芭 蕉 の 筆を以 て、 右 六 句 の 番 

された る も の、 千 代 お 氏 • に ^した，^ とい ふ。 然るに 安信の^ 三 を 棄て川 

むかひ ことし 烟草を 吸に 來て」 とい へ る 我が 句 を 第三と し、 一 卷を 新に し 

た. 0 とい ふこ と、 白 雄 夜話に 見 ゆ。 よき 家の 句 は、 確 知し 難 かれ ど、 およ そ 


贞享四 年頃の 什と おぼし く、 知 足、 安 信- 

し 卷の 日より 曠野までの 間の  事な り 

す、 二十 二 三 歳の 若輩な りし 答なる に _ 

三 をぬ き棄て 、、師 の 句の 前の 一 章 を 

ものな り。 是の 如き こと を敢 てす る 

何事 をか爲 さ、， - らん。 績猿 蓑の 中に 

. ^と 疑 はる、 と も、 疑 ふ 者む しろ 非な 

ん。 績猿蓑 まことに 一一 一 曰 ふに 足らざる 

ざ る、 何 丸 も 亦 眼 有.^ とい ふべ し。 以 

說 する を 要せ ざれ ど も、 第 十に 支考が 

きて 此案を 了 せん。 續猿蓑 をして 假 

との 密 撰に 成る 者と せし むる も 可な 

に 於て 爲 すべ きに あら す、 旣 に 「芭 蕉 の 

蓑奧ま E に 見えた る 以上 は、 其 の 松 尾な 


，業 言、 如 風 等、 皆 當 時の 連 衆 なれ ば， 蓋 

。 されば 支考は 未だ 蕉門 にも 入ら 

，後に 至りての 事と は 云 へ. 他人の 第 

作るな ど、 傍 若 無人の 事を敢 てせ る 

者の、 おのれ を 利し 入， を 欺く に 於て 

芭蕉の 名 を 以て 芭蕉の ならぬ 句 あ 

ら すし て、 疑 は る ゝ者 反って 罪 あ ら 

なり。 信 濃の 何 丸の 續猿蓑 を 取ら 

上擧 示せる が 如く なれば 復 多く 絮 

全く  口 を 開く 能 はざる と ころ を衝 

に 削 かけの 返事の 如く 芭蕉と 支考 

り。 然 らば 證は 本に 於て すべ し、 末 

兄 松： 15^ なにがしの 許に あ り」 と 續 猿 

にがし は、 半左衞 門が 與左衞 門 か 儀 


左 衞門か は 知らす、 

b 稿本 を 受けた る 

る ベ きに 二 篇の由 

の 末に か、 はれる 

續猿髮 を 芭蕉の 二 

て 一 何人 の 撰と いふ 

めた..^ し や、 且 叉 - J 

井筒屋 刊行の 事 を 

人と なる べしと 削 

も 同じ 返事に 見え 

の 事 眞 實 な ら ば. 「何 

來丈艸 二人の 認め 

に せ よ、 篤實 の 二人 _ 

其^にな し 置く ベ 


芭 蕉 の 父兄の 名. 傳 說區々 にし 

時日 顚末を 明らか にす る こと 

つて 来れる 本に 就て は 一 語 を 

井筒屋 橘屋を 引きて 證 とせん 

代の 法 華 經」 と 云へ る ほどに 信 

こと を 知ら す」 と 一 書 估 井筒屋 

れを 知らす 颜に默 許したり し 

敢 てしたり と は 云 はせ じ. 井 筒 

かけの 返事に 見 え、 去 來 丈艸兩 

たれば な.^。 假 に去來 丈艸兩 

人の 撰と いふ こと を 知ら す」 と 

たる ことに て、 芭 蕉の 撰め る も 

-師 の 遣 墨に 對 して 一 書 估の 是 

きに は あらす。 支 考も亦 眼の 


て遽に 決し 難 し) 其 

、何より の 正し き 辯 


も 發 

と し 

ゆ る 

をし 

や。 

屋橘 

奉行 

奉行 

井筒 

の な 

の 如 

見 え 


する こと.^ 一 

たる は 何 ぞ 

も の な ら ば- 

て  奧 0 に は 

支考の 知ら 

屋は 支考の 

にて 板 行し 

にて 板 行し 

屋の 記せる 

ら ば、 假 令 草 

き の ^is を な 

す 筆の 収れ 


や- 

irx— 

lip 

爲 

を 

せ 


し、 I？ 

と 

さ 


よ 

\ィ 

登 

さ え 

-去 

を 
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ぬ 者 


も あら す、 井 筒 屋橘屋 を 知ら ぬ 者に 

蔽 ふやうな る瞹 味の 言 を 奧 # に 記 

似 す、 知 ら ぬ 顔 を 裝 へ る や、 前 後 相 違" 

のと ころより 出来 り、 偽 言 詐 謀、 甚 だ 

や。 不猫 蛇， 削 かけの 返事 等 出で ざ 

支考 行脚して 豊前小 倉の 濱の宫 に 

「朱 拙の ぬ し績猿 蓑を懷 にし 來る。 

が、 さ る 事の 侍り て、 武洛 の 問 をた、、 

らしう も 悲しう も 思 はれて、 泪 のさ 

あらす か し」 と。 「人に 語るべき こと 

の 侍 b. て 武洛の 問 をた、、 よ ひ ある 

ひ あるきし は. 芭 蕉の 歿した る 翌年- 

江 美 濃 尾 張 伊賀 伊勢 等、 芭蕉 曾遊 の 

る 芭蕉の 句と 文と 人々 の 句 等 を あ 


も あらぬ に、 何 ぞ師 とおのれ との 光 を 

せしめ て、 日 顷の舌 長 筆 まめなる にも 

_ 本末不 明、 自 家 撞 着， 是 れ皆 一味 不眞實 

巧に して 畢に拙 を 成せる ものなら す 

し 前. 續 猿蔡 出で たる 年の 六月 四日" 

在り。 西 華坊梟 日記に 自記して 曰く- 

さり や 此集は 先師 命 終の 名殘 なりし 

よ ひ ぁ き て、 今 こ 、 に 見る 事 の、 め づ 

と 浮きた る が、 人 に 語る ベ きこと に は 

に は あらす か し」 と は何ぞ や。 「さる 事 

き て」 と は何ぞ や。 武洛の 問 をた、； Z よ 

• 支 考が忙 が はしげ に 江 戶 京都 大版、 近 

地の 人々 を 尋ね ま はり て. 其 地に 於け 

さり 藥 めし 笈日 記の 時の 事なる ベ し „ 


蓋し 支考此 時に 於て 續猿 蓑の 材料 

氣には 云へ るなる が、 所 謂 問 ふ に 落 

べき ことに あら ぬ」 猿 わざの 眞 相 を 

り。 續猿 蓑の 出で たる は 五月な り- 

だ  > しく 支 考の旅 だち て西國 行脚 

るな り。 此の 十條 によ b て 平 心に 

視る がご と し、 病 极邪因 ことん、 く 

に處 無し。 彼の 芭蕉 談に攙 入 多き 

如 き は 抑々 末の み、 塊 を 追 ふの 狗、 塊 

是の 如く なれば 何 丸の 續猿 蓑 を 除 

得たり。 七 部の 稱も亦 世俗に 起る、 

然れ ども 七 部の 名、 旣 に 世に 流る 、 

の 勢 あり" よって 姑ら く 俗に 從っ 

を 註す る、 註 といへ ども 陳壽の 言 を 


を 鬼め しな 6. 。 「さる 事の 侍り て」 と 朧 0 

ちす して 語る に 落 ち し も の 「人 に 語 る 

我 知らす 此處 にあら はした る ものな 

，そ れに先 だつ 幾 日、 四 月 二十：：： にあ は 

に 出で たる も. 其 問に 何等かの 消 あ 

觀 察すれ ば、 藥 王樹を かざして 肺腑 を 

顯 は れ、 膏 育の 問に 在る 者、 姿 を かくす 

を 論じて、 續猿蓑 を 庇護 せんとす るが 

を 咬み 得る も 功 無 し、 論 する に 足らす。 

去 し て、 芭 蕉七 部の 一 とせざる も當を 

もとより 深 /、 言 ふに 足らざる なり。 

こと 久し く. 牢 として 拔 くべ からざる 

て 此奥を 註す。 但し 裴松 之の 三國志 

もどく こ と 多 し、 高 屋近 文の 徒然 草 を 


釋 する、 釋 といへ ども 兼 好の 文 を 嘲け る こと 甚だし。 我が 績猿蓑 を 解く、 

支 考の爲 にす るに あらざる や 論 無き のみ。 

八 九 間 空 で 雨 降る 柳 かな  芭蕉 

支考梟 日 記、 七 月 十二  R  、牡 年 亭 夜話の くだり に、 素 行 句、 八 九 問 空で 雨 降る 柳 

とい ふ 句 は. そ の よ そ ほ ひ は 知り ぬ、 落 所た しかなら す。 西 華 坊ー： 支 考) 曰 - J の 

句に 物語 有，.^。 去来 曰、 我 も 有り。 坊曰、 木 曾 塚の 舊草 (魔 字脫 か) にあり て、 ある 

人 此句を 問 ふ。 曰. 見 難し。 この 柳 は 白壁の 土 藏の問 か、 檢 皮葺の それよ 6. ル 

枝う たれて さし 出た る が、 八 九 問 も 空に ひろ ご り て. 春 雨の 降 b 降らぬ 景 色 な 

ら ん、 と 中 たれ ば、 翁 は 障子の あなたより 此方 を 見お こして、 さり や 大佛の あた 

0 に て、 か 、 る 柳 を 見 置きた る、 と 申されし が、 續 猿 蓑 に、 春 の 鳥の 畠 ほる 聲、 と い 

ふ 脇に て、 恭 雨の 降" 降らぬ 景色と は、 ま して 定めた る 也。 去来 曰、 我 は 其の 秋 

の 事なる ベ し、 我 別野+ にお はし て、 此 * 柳 の 句 三 あ りノ づれ かました ら ん、 と 有 

り し を、 八 九 問の 柳、 さ る 風情 は いづ こに か 見 侍りし か、 と 申 たれ ば、 そ は 大佛の 


あたりなら す や。 實 にと 申す。 翁 

考の八 九 も 空に ひろ ごり て、 と 云 

して は 柳の 本性に 反 き、 櫸. 杉、 椅 な ど 

かりの i§ に 雨の 降る と 云 へ る處俳 

千 丈の 三千 丈の 如しと 聞く は卻て 

へる は 稚解笑 ふべ し。 高き を 柳に 

柳の いと 美しく 春に 靑 みあ ひ て. や 

如く 無き が 如く 打 煙りて 靜 なる を. 

ると い へ る 七 文字に あ り、 八 九 間 は 

ら すお ほよ そに 大 なる 柳の こん も 

詩 句、 方 宅十餘 畝、 革 屋八九 g 、楡 柳 蔭 

尺 一 問の 問に は あら す、 猶 ほ 室 と い 

ゐ たりと すれば 俳諧に 用ゐ たるま 

たる 句に は あらす。 叉、 拾 造 m  、樱散 


も そこなり とて 笑 ひ 給へ り。 と あり。 支 。， 

C 

へる およ そ 宜 し、 八 九 も 空に g 斗え て、 と 解 

の 如く、 心得難くなる 也。 積翠 が、 八 九 問ば 

諧 なり、 と 云へ る 解 宜し。 八 九 問 を 白髮三 

宜しから す。 柳の 高き を 典 じたる 吟と 云 

與 するとい ふこと 有るべき や。 た、；/:::, -れ 

はら かに 空 を 蔭 ひたる に、 降 る 雨 も 有る が 

がくは 云へ るな り。 一句 の 精神、 空 で 雨 ふ 

測量 師の 如くに 高さ を 測りし 沙汰に は あ 

りと したる ほど を 云へ るな り。 陶淵 明の 

後簷、 祧李羅 堂 前と い へる 八 九 の 問 は 六 

ふが 如きな り。 こ、 の 八 九 問 は それ を 川 

で に て， 俗 語の 八 九 問な り。 陶 詩に 本 づき 

る 木の 下風 は兹 からで 空に しられぬ 雪ぞ 


ふりけ る、 と いへ る は、 雪 は 降らぬな る を 雪と 作意した るな，^。 こ 、は 雨の 降 

らぬ にあら す、 柳 の 煙る か 雨の 煙る か、 眼 に は 定かに 及ばね ど、 降 り 居れるな る 

を、 空 に 雨 降る と は おもしろく 調べ 奏でた るな り。 古歌の 趣と はまた 異なり 

たる 新しみ なり。 

春のから すの 畠 ほる 聲  沾 圃 

舊註曰 く、 ど ん みむと 柳の 動かざる 姿、 あ たりの 隈 に、 何 あさる やら 野 鴇の 二 

三 羽 下り 居て 鳴く 風情な りと。 說き 得て 好し。 下 七 字、 寫實 にして、 おの づか . 

ら 能く 發 句に 協 ひたり。 

初荷と る 馬子 も 好みの 羽織き て  馬 tG^ 

都會の在ロと見た-^とぃ へ る傳註 好し。 江 In- ならば 千 住 板 橋な どい ふ 場 

處な り。 初荷に 好みの 羽 織、 前 句の 悠 閑なる 自然に 映發 して 佳趣 を爲せ り。 

3 

0 
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內はど さつく 晚の ふるま ひ  里 岡  2 

解 を 要せす。 振舞の 一 語， 前 句と 呼應 す。 

きの ふから 日和 かたまる 月の 色  沽 圃 

昨日から 一 語、 前 句と 針 線 相 及べり。 

狗脊 かれて 肌 寒 う なる  芭 花！ 

狗脊 はせんまい と訓 む。 わらびに 似た る 山野の も の、 泰 生じ 秋枯 る。 天淸 

みて 霜 を 催す 晚 秋の 會釋 なり、 と舊 解の 云 へ る、 ま ことに 好し。 かたまる とい 

へ る 前 句の 語に 心 有りて 附 けしな りと い へ る も 甚だ 好し。 

溢柹 もこ としは 風に 吹れ たり  里 n 

薄 莉萱は 云 ふに 及ばす、 蜀黍 も 玉 蜀暴も 風に 吹 倒され、 頑强 の^ 姊も婉 去ら 


れしを ば、 例 年に は 似 す、 今 年 は 風に 吹かれた りと 作 り、 山 野園圃 皆す ベて さび 

しく 成り ゆく を 云 へ るな り。 


孫が 跡， と る 祖父の 借 錢_ 


馬 サ見 


澀械も 何も彼も 無くて 借 餞の みの 殘れる 祖父が 跡 を 孫の 取 襲ぐ に 定ま 

た h 


なり。 世態の を かしみ 也。 

脇 指に 替て ほしがる 旅 刀 


B 蕉 


へ る 

眼 を 

し 0 


を ほしき に や、 脇 指 を 

看過 すれば 解 釋大に 

取沙汰の 閒 に、 横 合 よ 

けた b し 脇 指 を 得ん 

iiE の を かしみ 也。 


ほしき に や" 

異なる なり" 

り 力 ゝる. 

とする は.^ 


と 


し 


脇 差 が ほ 

手 云 出 づ 

は 貸錢も 


を 看取 

きなる 

者 も あ 

る 叔父 


す ベ し 

、ベ し。 

る 習に 一 

かなん 


一 門 

て、 か 

ど な 


寄 合 

ね て 

る ベ 


煤 をし まへば はや 餅の 段  沽 闹  „^ 

餅 は 餅 捣、 煤 は 煤 はら ひな り、 年 慕れ 年改 ま ら ん とす。 やがて 年始の？ 粒に 衣 

裳 取^ ひて 松の 門 を訪ふ 目に 見えた る 事な り。 よき 脇 指の^ら まほし くこ 

そ あれ。 

約束の 小鳥 一 さげ 賫に來 て  馬 S 

叫 只 はんと 約束した る は 年の の設 になり。 一 ト提は 七 羽 か 八 羽 か 十餘羽 

か は 知らす 二 ト 括.^ の 一 ト提 なり。 

十 里ば かりの 餘 所へ 出か、 り  里 圃 

生憎なる なり。 十 里ば かり は 一日路な り。 有 勝の 世相 なれ ども、 一句 立 も 

附昧 も餘. -に與 無し。 


楚の 葉に 小路 埋て おもしろき 


せ 園 


笹は露 笹九枚 被な どなるべし 〈 


あたまう つなと 門の 書つ き 


害 つ 

蔣徑蘇 

棘 門 を 

靈 連の 

ぶ。 山 

て， 太古 

悠 爾 と 

門の 故 

の 趣 を 


き はま； 3 つけなり。 

門の 故事 を 踏へ た 

塞ぎ、 竹 下にた 、：- 三 

詩句に、 惟 開 蔣生徑 

に 隱者ぁ り、 其 の 姓 

無爲の 道、 三 皇の義 

して 笑 ふ。 鐯旣に 

事、 い づれも 竹に 緣 

誹諧 滑稽に 點 破せ 


笹に 埋もれた る 小逕 

るに や。 前漢 の蔣詡 

徑を 開く の み、 故 人 求 

と ある もの これな り 

を 知ら す、 竹 實數斛 と 

を 談 す。 聽 かす。 乃 

降る。 蘇 門 生 亦 嘯く- 

ある 隱 逸の 趣 なれば" 

る歟。 S1 しそれ にし 


芭 蕉 


の 奧の隱 宅の お 

主 莽を惡 みて 杜 

仲 羊 仲 これに 從 

リ 晉の阮 籍少き 

23 杵と 有る のみ 

ち 之に 對 して 長 

鸞 鳳の 音 の 若 し 

前 句の 笹の 小路 

て は句抦 卑しく 


も む 

凌に 

つ て 

時 蘇 

. 籍 

1 す- 

リ こ 

に よ 


きなり 

隱 居し _ 

門 山に 

之に 從 

. 蘇 門 

の蔣徑 

り て、 養 


ゥ 

者 


て相應 せす- 


0 

2 


古人の 俤の附 に は あらで、 た、.^ 田舍の 道化 老 人、 狂 歌の 一つ も 詠 出づる 者の 隱 S 

0 

宅の さまなる べし。 

いづく へ か 後 は 沙汰 無き 甥 坊主  里 圃 

甥 坊主の 門に 戲れ たる 書付 を 遺して 飄然と 出 行きし と 云 へ るなる ベ し。 

解 釋は猶 ほ 別に も あるべし。 され ど 無下に 拙く して 碎 けたる 句な り、 解 も 評 

も 無くて 可な り。 

やっと 聞 出す 京の 道づれ  馬 有ん 

これ も 亦 愚 句な り 俗 句な り。 姿 先 情 後の 敎もか 、 る 句の 連績 あらせ じ， こ 

よりの ことなら むと 歎 か はし。 

有 明に おくる、 花の たて あ ひて  芭 蒸 

花の たて あ ひて は 束 西南 北 一 時に 開きた るな， り。 おくる 、は 開花の 季の 


おくれし とい ふなれば. おくれし と ある ベ 

六日 以後の 月 ある 朝 を 掛け たれ ば， お く れ 

て異樣 なる 故、 か く 句作り しなる 歟。 前 句 

響きたり と 奮 解 は 云 へり。 

見事に そろ ふ 救の は へ 口 

晚卷の 景、 苗 代の 美しき 勢よ きさまな り 

春 無 盡まづ 落札 か 作 太夫 


きと ころなる が、 有 明に と 云 ひて、 十 

しにて は 有 明に おくれし やう 間え 

の やっと、 いへ る に. お くる、 の詞 

沽 圃 

0 


顿 母子 離の 無盡 なり。 「か」 は 濁りて 讀む べし。 作 太夫 作大將 などい ふ は、 農 

事に 長け て 能く 勤む る もの をい ふ 田舍の 語な り。 

いせの 下向に べったりと 逢  里 圃 

べつた， 9 は 今ば つたり とい ふに 同じ。 伊勢 參 宮の歸 路、 相 逢 ひての 物語に 
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無盡の 事の 出で たるな り。 

長 持に 小擧の 仲間 そ はくと  沽 圃 

小擧 は小揚 人足な り。 道中の 長 持 は いづれ 大名なん どのなる べし。 來海 

道 t りと 伊勢 下向との 相會 ひて、 忽 劇なる なり。 を かし くもなき 句な り。 

くわら りと 空の 晴る 、 靑 雲  色 0 

昨夜の 雨、 未 明 の 曇、 今 や 空 晴れて 人事 俄にし げくなる なり。 

禪 寺に 一日 遊ぶ 砂の 上  里 圃 

廓然 たる 大 空、 暖 焉 たる- R 日、 一 境 閑 寂、 松 韵禽聲 のみなる 淸淨の 砂 庭に 心 長 

に 遊べり となり。  . 

槻の 角の はてぬ 貫 穴  馬サ見 
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する 者の- 

へ  る常套 

も む き 也 


演出し 

を、 か く 云 

の穿卞 力 

闘って 


やきと 訓 ますつ もりな ら む 。 堅く 大 

二  u か、 りて 猶 果てす となり。 禪家 

の 語より や 案し 出しけ むと を かし- 

濱 出しの 牛に 俵 を はこぶ 也 

は濱を 出す ことなり。 ，出しす るに 

へり。 演出し の、 と 一 應 逗 め て 讀 む ベ 

ね た る、 ェ 人 も 牛を憫 む ベ く、 牛 も 工人 

海に 入る と いふ 語 あ り、 思 合されて を 

なれぬ 齦に はからす 內證 


を か. H 


よめと 訓む。 一句 ふつ ゝ かにして 

め 取るな りと。 別 解に 云 ふ， 前 句 を 


な 


句 


聞 え 

収繕 


る 材 

■ 蚊蝱 の 

のお も 


二 

力 


す。 舊 

へ る 虛 


に ぬ 

牛角 

て .115 


にて 苞ー 

U 牛の. 

憫む ベー 

し 0 


を は 

歩 み 

レジ 


^一一 一  n 


き 孔 を 

を 咬 む 

建立 の 


穿た 

如し 

乍 ^ 


芭 


こぶな 

の遲々 

禪 家 に. 


沾 

云 ふ、 米 

し て、 他 


さ し 

へ 収 


ん と 


の お 


hv と 

た る" 

1 一 箇 


ふ 


て 米 


る > - 


2 


米 を ば、 演 出して 積 上せす るな どゝ 云へ るな りと： 後の 解の 方 《H1 しく 問 ゆ。 2 

いづれ にしても 此 句の 附け かた 無理に して 仕 立 拙なる な，.^。 

月 待に 朋輩 衆のう ちそろ ひ  馬 t 見 

n;- 祭の 奥 八 I" に、 例 に は 家內の 手料理に て濟 ます を、 今 日 は 馴れぬ 嫁 を 近 使 ふ 

こと も な ら で， 失 費の 厭 はしけれ ど も， 表 を 飾 h て 小 料理す る 男な ど赖 めるな 

,^  。 同輩 相 奥ま b て、 雜 話に 長 じ、 嫁 に 問 かせて は 都合 あしき ことな どまで 云 

出 づ る を、 聞 かせ じと 制するな， 0. とい へ る 解 あり。 いづれ にしても 一 句の 仕 

立 拙な り。 

籬の 菊の 名乘 さまざま  里 圃 

所謂 走りと い ふ 附 にて、 た 月 待 の 節 ま で の 事 也。 

群れて 來て 栗も攛 もむ くの 聲  沽 E1 


0 

日 


* は 


る あたりの 景. む く 鳥の 聲 する は 聞 

び て、 名 乘 さまん、 の 花 ある 場に は 

f  -  I 曰 はしる 駕のゎ き 

駕は乘 物と 訓 ますな. o。 菊の 名乘の 

とて 如是 は誊 けるな らん。 伴僧 は從惯 

$B を擬 へた b とい ふ 解 は、 見 立附 とい ふ 

などせ りたる 田 舍の大 寺に 身分 ある 僧 

削 やうに 長刀 坂の 冬の 風 

そぐ やう に 長刀 坂と 續け たる は 古風な 

の 境に 在り、 叉 嗟 蛾に も 在 り、 叉 廣 澤と大 ： 

くく の 小名と 覺 しく、 歌 連歌に も载鐯 


え た 

ふ さ 


乘の字 近 

な り。 案 

>  J と 

な ど 


と 

も 


ことなれ ど も、 栗 も 榻も餘 

しからす。 一句 は 好し、 附 

芭 燕 

ら 好から しめん 

云へ り。 掠 鳥に 

らじ。 た ゝ栗極 

な る ベ し。 

。 長刀 坂 は 京 都 黑 谷 と 眞 如 堂と 

の 間に も ありと いふ。 され どよ 

見聞せ す。 上野 國 吾妻 郡の 中 山 


も 有 

の 入 


24 

れ 


さ ま 

面 白 

る さ 


ゆに も 薙刀 坂 あり。 これ は 人 も 知りた る 道 典 准 后の 廻國雜 記に 見え て、 杖 を 4 

だに 重し と 厭 ふ 山越えて 長刀 坂 を 手 ふりに ぞ 行 く、 と い へ る 誹諧 歌お もしろ 

く、 嶮 峻の 地と 聞え たり。 前 句 貴僧の 旅の さま なれ ば、 手 ふりに 行ける 長刀 坂 

を、 そ ぐ やうなる 冬の 風 と、 俳 諧 にして こ、 に は用ゐ たらん と^し。 SI 11 雜記 

は ゆ；^ 典 親王の なる を、 中 ご ろ に は 世 誤りて 宗紙 廻國の 記と 爲 し、 從 ひて 連歌 俳 

諧 にた づ さはる 者の 親み た る も の な れ ば、 此 句の 長刀 坂 も 其 記の 中の 地名な 

る こと 猜知 すべ く、 眞 如 堂より 燒 場への 近道 な ど、 人 も餘り 知らぬ 小 徑を取 出 

したる にあらぬ こと 疑 ふべ くも あらす。 前 句 を 能く^ はふべ し、 奮 解の 相應 

はしからぬ こ と. お の づ から 明らかな ら む。 

まぶたに 星の こぼれ か、 れる  馬 サ： 

一句 立 好 く、 前 句 を も はづさ す、 塞 夜の 冴 渡りた る景 色 * い と 好く 形容し 出さ 

れ たり。 


引立て 無理に 舞す るた を やか さ  色 蕉 

前 句 を 美人の 愁 を 含み 恨を懷 きて 淚ぐ める さまと 取 り、 鎌 4« 八幡祠 前にて 

賴 朝の 命じて 靜に舞 はしめ し俤 なんど を附 けたり。 担し 舞 はする た を やか 

さに て は、 言 葉づ かひ 聊か 無理 な b  、舞 は せられた る 人 が 窃 i 兆 輝 娘た る な れ ば- 

1 句の 仕 立 は猶ほ 工夫 ある べきな り。 

そっと 火 入に おとす 薰  沾 圃 

薰 はたき ものと 訓 ますな り。 前 句 を 舞妓な ど 、見た るなる ベ し。 前 句 も 

此句 も、 打 付に は 何の 事 も 無 けれど、 潛 める 情より して 戀の 句な り。 

花 はは や 殘らぬ 春の た、、、 くれて  馬 サ见 

雅人 閑 窓の 幽 情. 前 . ？と此 句と を あはせ て、 しめ やかなる 春の 暮 のさ ま. よ く 

現 はれたり。 


川の 瀨 

有る こと 

な り。 

此卷發 

み づ か ら I 

こと 論 無 

五月 十一 

よ h 五 年 

は 四 年 冬 

然 ら す ば 

の寶生 

流 ^  ； IB 師 


瀨 が し ら のぼる か 

に つ 


ろ ふの 水 


曰 一 1  ^ 


6 


な 

猶 


年 

- 一 

し 


け て、 瀬ヒ. 

。 春閬け 

芭 蕉 花 洛 

の あ. た り. 

♦-yi なり。 

U 戶 を 立 

七 年に 互 

京洛 近く 

そ れ より 

して 名 あ 

て. 司 じ く 


て 


下、 瀨 力 

陽炎の 

在りて 

云 へ る 

蕉 が 京 

し な れ 

て江戶 

在りた 

前の 句 

能 役 者， 


し 


江 の 人 


ら、 賴 じ 

がしら に 

吟 な る ベ 

て 叨 ら か 

地 を 踏 み 

-春 にあら 

在り。 元 

な れ ば、 三 

る ベ し。 

監友 春の 

り。 里圃 


、瀨 崎、 瀨 脇 な 

立つ、 まこと 

し。 そ は 去 

なり。 大佛 

し 最 後 は 元 

ぬ こと 分明 

祿 三 年 四月 

年若く は 四 

然るに 此卷 

弟 佐 太 失な 


どい ふこと 

に 花 も は や 

來支考 の 二 

は 京の 大佛 

祿七年 なれ 

なり。 元祿 

幻 住 庵に 入 

年の 春の 句 

の 連 衆た る 


_ 何處に 

殘らぬ 

んに^ 

殿趾な 

ど、 其 歳 

四 年の 

h てよ 

な る ベ 

占 S よ 


も 

蕉 

冬 


江 


"馬 宽 は 鷺權之 丞、 鷺 


如何なる 人なる か を 知らね ど 


後に 其 に從 ふ、 想 ふに 亦 江 In 'の 人なる べし。 馬 直 は 初は貞 門の 俳諧 を學び 

た" と 云 はる。 沾岡 里圃は 其號を 以て 察する に、 これも^ 門の 立 圃 系の 俳 諧 

を學 びた る ものと 覺し。 此 三人 何の 時に 於て 芭蕉と 此 一 卷を 成したり や。 

沾 画 は 支考惟 然 と共に 色蕉と 霜の 松露の 一 卷を 成せれ ど、 京 方に 上りた る こ 

とも 有る ベから す、 沾 園 馬 直 里 圃打揃 ひ て、 京 上りした らんこと 有りし や、 然 は 

思 ひ 難き な \沾 ^馬宽 は 身に 職 有る 人 なれば なり。 然 らば 炭俵 出で ざる 前、 

芭蕉 江戶に 在りし 時、 芭 蕉の 京に ての 吟の 柳の 句 を 乞 ひて 發句 として、 一 卷を 

成した るに や、 師 の 句 を 弟子の 頂きて 發句 とする こと は 有る ベ きこと なれ ど、 

芭蕉と して は 京に ての 句 を 江 u; にての 卷の 頭に 戴かせん こ と、 面 白から す 思 

ふべ きなるべ し。 全く 初心の 試な ど に は、 さ る こと も 許す ベ し、 さ らぬ 限り は 

好ましから す、 爲 すま じき ことなるべし。 芭蕉が 深 川に 在りし 頃、 沾圃 これ を 

訪 ひ て、 晝 顔 や H は 曇 れ ども 花 盛. の卽典 あり。 其 頃 沾圃等 一 黨 に 請 待され て、 

蕉風の 氣味 風姿と 一 卷の 蓮び を 導き 敎 へたる ほどの 輕き 事な りしに や、 一 卷 

7 

もお もしろ から す、 芭 蕉の句 も 卷首を 除きて は 無力 不精な り、 決 して 芭蕉が 世 


に ：- 小さん とする ほどの ものに は あら じ 

の搔维 めた るに 過ぎす と 思 はる 、が 有 

る ものより 取 出した るか * さらす ば江戶 

取 出した るなる べし。 他の 集の 卷々 よ 

振 ひたる 頃の 風姿の 俳諧の 先驅 となれ 

蕉の名 有る の 故 を もって 重視す る 勿れ 

にて 無い ぞ, と 續猿蓑 を 否定せ る 越 人が 

た遽に 斥く 可から ざる もの あるに 似た 

せ よ、 少 くも これ を 撰 集と して 世に出さ 

ら ざ ら む。 


と 思 はる。 績猿蓑 下卷の 發，？ も. 支考 S 

り、 此 卷も 支考が 芭蕉の 番 留め S きた 

に 出た る 元祿八 年の 春， 沾 圃が 方より 

,9 は大に 劣り て、 お よ そ は 支 考が威 を 

る觀 あり。 但 俗卑淺 の氣. ^多し，〕 芭 

リ 「芭蕉の 直筆と； If- せて も、 俳 諧 が 笆 蕉 

言 は 激烈に 過ぎた るの 觀 あれ ど も. ま 

り。 よし 芭蕉の 裁定 を經 たる ー卷に 

ん こと を 芭蕉が 欲した る ものに は あ 

(柳の 卷 終) 


雀の 字 や 揃 ふて 渡る 房の 聲  馬 首 „ - 

山 雀、 小 雀、 曰 雀、 四 十 雀、 五 十 雀 等の 渡 鳥の 羣れて 渡来る 聲々 に 典 じたるな 

但 し 一 句. 少 し 古風に し て、 賞 する に 足らす。 

てり 葉の 岸の おもしろき 月  沾 圃 


てり 薬 は 紅葉の 美しく 

た る、 め づ らしく は あれ ど 


つや、 かに 照り か、. - やく を 云 ふ。 照 葉に 

少し 無理に して 感簿 し。  - 


月 を 寄せ 


立 家 を 買て はいれば 秋 暮れて  里 圃 


立 家 は 建て ある 家な，.^ 

といへ る 語の S- 立てる の 


。 其 場の 附 なり。 第三 句の 位 乏しく、 ゎづ かに 立 家 

みなり。  — ： 


. ^つくなる を^く 甘酒  馬 宵- 
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街道の 小 店、 腰 掛 茶屋 同 樣の 活計に、 甘酒の 煑 沸く を^く と 作意した るな り < 

霜 氣 たる 蕪噙ふ 子供 五六 人  沽 圃 

霜 げ た る 蕪 ^ふ兒 童、 髮 も 亂れ衣 も Ji§ づきたら む.. お I 驛 卑 賤 の 態 な り。 

筵 をし いて 外の 洗足  里圃 

泥 まみれの 足 を 洗 ひやるな り" 上 七 文字、 ことさらに したる やう 問えて 不 

妙な，..'。 

悔しさ はけ ふの 一 步の見 そこな ひ  馬  tc^ 

る を 幕に 


市日の 一:^ りと し て、 前 句 へ 附 

及んで 猶ほ悔 む 情、 い かに も 洗 

じたる を悔 むな りと い へ る 解 


けたる は 宜し。 一 1:^ 銀の 見損 じした 

足の 時に 應 じて を かし。 一分 得べき 商 を 仕 損 

は卻 つて 眞趣を 失 ひて おもしろ からす。 


請狀 すんで 奉 公 ぶりす る  沽圃 

新參 者の みづ から 一 分 銀の 見 损じを 悔しが る は卽ち 奉公ぶ りなり。 

よす ぎた る 茶 前 の天氣 きづか はし  里 圃 

氣づか はし は、 氣 づ か ひ て. と ある べしと 前人の 云 へ る は 實に然 り。 茶 前 は 

四月 初 句な り。 逆 附の遣 句 なれ ど、 一句 前へ る氣味 あ， 0 て iHj しからす。 拙 

き附 方な . ^、拙 き 仕 立な り。 

有 ふりした る國 方の 客  馬 サ 2E 力 

富有なる を裝 へる 地方の 人 を、 卻 て危 しとす る 也。 

何事 も 無くて めでたき 駒迎  沽 圃 

駒迎は 甲斐 信 濃 武藏兩 毛な どより 牽來る 駒 を 逢坂 山に て迎 へ. r^E; 十六 日 お 


公の 厩へ 入る、 なり。 國 方の 客に 附 けた 

有る ふり に、 事 無くて と 句作， 0 したる 手づ 

やうに 思 へ る、 墮 落 誹諧の 傾向な り。 

風に たすか る 早 稻の穗 の 月 


な 

の 


力 


ら 


み の 


、平凡 無 

カゝる 


と 


て、 た 

を 好 


< 前 句 

き 技巧 


ま  S. 

Btl  ほ 


八朔 二百十日 も 何事な く 過ぎし 道中 筋稻 田の 物靜に 好き 秋なる な 


臺所 秋の 住居に 住 か へ て 


馬 


マン 


座頭の 息子 女房 呼 


沾  0 


2 

の 


刈入 前と て 場處を 要する よ.^ 如是した りと 解 せんより は、 風 難 水難 を 恐れ 

て、 家 內取片 づけし 川 添の 村の 逆附 なりと したる 舊 解の 方よ ろしから む。 


親 は 老 い て 返 き 讓 ，.^、子 は 娶 ..^ て 承 け て 繼 ぐ 家 の さ ま を 云 へ るの みなが ら、 

座頭と いへ るに 誹諧 を もたせた るな らん。 無味 堂 曰 く、 伊 勢の 杉 田 望 一 、吾 子 


に 嫁を迎 へし 時、 我 庵 は 花 の 

める その 係な りと。 さも あ 

門と 聞え たり。 


ひ の うつりげ に 昨日の 

るべ し。 望 一は 古き 俳 


望 

り。 

熊 野 

力 

に も 

神の 

り て 


明 は つ る 伊勢の 辛 洲の年 籠り 

伊勢 神路山 下の 人 


年 籠 は 年 祈に は あら 

に 年 籠，.^ するな どい 

良須 御前と 土地に て 

勝れ.^ とて 安濃 津ぁ 

御 妹、 天津 稚女日 女 命 

みて 白粉と し、 蘇 坊 を 

、いと 優しき ことな， 9 


^ と 

皆 & 

MIS  6 


に. 此御 神の 御前 の 年 籠と は 


して 勾當 なり。 廿\、 因 に 

年の 幕に 神社に 籠 り、 元 

- J と、 中 古より 聞え たり 

云 ふ。 一志 郡 矢 野 村の 

りの 人の 誇稱 すると こ 

云傳 へたり。 六月 十六 

にう つして 紅に 擬へ、 こ 

それ これ を 思 寄せて 、前 

作，.^ けむ。 さらす も 歌 


よ り 

朝 に 

〕 辛 

海岸 

ろ に 

日 の 

れ を 

句 の 

名所 


住みか は h 

に して、 荒木 


けり、 と； 就 

ffl 守武の 


ョ 1 一  面 


て 辛 洲の祉 

神を拜 する 

洲の 二字 は 

砂靑 松の 

在り。 祭神 

祭 禮には 白 

申ム S こ ^  C 

lis-  、一 la  { 膚く 

女房 呼びけ 

の 雲 津 川の 


を 出した 

を い ふ。 

當字 に て， 

眺め 住吉 

は 天 照 太 

き 土 を 紙 

るの 習 あ 

り と ある 

末の 勝景 


の 地、 好 

風の 調 

殿 近く 

と 詠 み 

る俗傳 

は、 あ け 

ふべ し 


き點 出な り。 但し 明け は つると 

なり) むかし は 此處に て、 烏 を 畫 

にて，： 多く 描きた る 扇 を 拾 ひ て- 

し  に. 虛 空 に聲 あり て、 か 、る 歌に 

も 有り。 されば 元祿の 頃に は猶 

はつる の 五 文字に も 負 門 風の 巧 

蓑 はしらみ の わかぬ ー德 


ひて 力ら すと 利 

たる lE^ を賣 りし 

らす 羽の 文字よ 

あ ふぎ 得し かな. 

烏の 扇 を 賣 り 居 

あ り て、 作者 細 心 


かせた る は、 例 の 古 

と 云 ひ、 西 行 法師 社 

り 祝 ひそめぬ 

と 聞え たりと 

たるなる ベく • 

煉烹の 句な り 

馬 M 
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年 籠 果て 、 の歸 路、 昨 夜 蓑 被て 居し もの ゝ今 自讃す る を かしみ なり。 


米 もしめ りて 重き 花 盛 


占 


V6、 

て 


貢 米の 藏入 前に 積 置け るを番 する 人と 見たり といへ る舊解 宜し。 但し 今 

それ を 動かし 搬 ベるな. o。 しめ. 0 ての 四 文 字、 蓑 にも 虱に も 好く 利きたり。 


花 盛の 溫き季 も 亦 利きたり。 

春靜 なる 竿の 染鑪  里圃 

は 染めた る鑪絲 なり。 かせ 絲の 事、 前に 釋 せ.^。 織りて 後に 染めす、 鑪 

の に 染めて 後に 織る 時 は 染色 堅く 着きて 甚だ 好き 色 布と なるな り 化 H 

戶の 花の 下に 鑪絲の 染めた るが 竿に 掛け ある 春の 晝の靜 かなる さ ま、 村 舍 の 

活 畫、 愛 すべき E 京 趣な り。 風 無く 日暖 なるこ と、 言 外に 見 ゆ 

鶯の路 に は 雪 を 掃殘し  馬 M 

干物 竿 ある あたりの 雪 は 掃 はれて 土の 色 見え たれ ど、 庭 の 隅なる 菝籬梅 柿 

なんどの 樹々 ある あたり は、 箒 も 到らで 其 儘に 春の 淡雪む らくに 殘\ 木傳 

ふ鷺 の褪德 上下す るな， り。 

死なぬ 合點 で. 煩 ふて 居る  沾 圃  i 


前 句 

に 死せ 

ら；^ 


病 者の 快き 日の 慰み わざまでの 掃除と しな 

とい へ る 文 を 踏 

如きが あ り、 前 句 


へたる にも あら ざ 

の 如くに 事 を 執る 


ベ し- 

有 る 


老人 


易の 負に 

の 病 者、 世 


疾め 

お の 


り 恒 

づ か 


な 


年々 に屋 うちの 者と 中惡 


里 國 


老いて 愈-. 頑固に 我意 强 く、 早 晚 死なば 人の 手に か 、 る べき を も 思 は や、 直 桂 

の 性、 老 い て 愈.. 辣 なる 者、 屋 內の 人々 と 相 背きて 顧みざる となり。 


三 崎 敦賀の 荷の かさむ 也 


馬 サ门儿 


能 登 

る ベ き 

惡 く を" 


珠洲郡 三 崎、 越 前 

の 嵩 みて 滯るは 


の 敦贺郡 敦贺、 い づ 

江 洲海津 あたりの 

の 者と 內の 者と 仲 


れ 

宜 


も 北 

問屋 

し か 


な 

し" 

と 


0 そ 

屋 內 

扱 ひ 


こ へ 

た る 


差 送 

と 中 

な .^( 


汁 の 實 に こ まる 茄子の 出盛て 


せ 圃 


汁の 實に 困りし に 茄子の 出盛りて 困らすな りしな り。 一 句の 仕 立よ ろし 

からすして、 聞え かぬ る 傾 あり。 附味も を かしから す。 た、 前 句 を ば、 人 多 き 

家と して、 こ 、に 臺所を あら はした るの み。 

赤らむ 麥を まづ莉 てと る  里 圃 

茄子の 出盛りの 頃に は麥 ほとんど 刈られ 終りた る 

た れ ど、 お もしろ み も 無く 季房 りと な り. 叉 逆附 にも あ 

なり。 た、：/ およそに 在處の 體を附 けたる のみ。 

口々 に 寺の 指 圖を書 直し  馬 1 

指圖は 建築 設計 圆 にして、 招 揮 命令す る こと を指圆 するとい ふ 語 もこれ 

り 出づ。 麥 まで 取込みて 寺 を 建てん とする に、 檀 那の 重立ちた る 者 共の- 

議 lEil 々たるな り。 


ベ 

ら 


きなり， 

す、 如何 


^ も) 


句 は 聞 

拙き 附 


え 

方 


よ 
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殿のお 立の あと は 淋しき  沽 圃 

前 句 を 領主の 大名の 佛事 あるに 付けての 指揮と し、 諸 臣 評 議、 次 第 * を 定 む 

る さまと 取 り、 當 日 事 果て 、殿御 返 出御 歸館 あらば それまで なり と、 あ とに は 

論 も 評議 も 無く 淋しき 也。 

錢 かりて まだ 取つ かぬ 小 商  里 ^ 

前 句を顿 主 江 へ 參觐の 後、 城 下さび しく 不 〔一： -氣に て、 何 事 を爲 初む るに も 

宜しから すと 取 ，0  、 此. H- あ， 0  。 

卑下して 庭に よい 料理く ふ  馬 

餞 借りた る 者の 追從 卑下し て、 貸、 したる 人の 庭に 物 食 ふなり。 

肌 入て 秋に なしけ り甚の 月  沾 圃 


树裼 にして 勞作 せる もの、、 夕に 及びて 肌 を 入れて 卑下して 庭に 食 を享く 

る なり。 

顔に こぼる、 玉^の 露  里 圃 

月 の 夕 慕 に、 鑼 の 風の や ゝ寒 く、 振 仰ぐ 顔に 笹の 露の はら， 9 とか 、りしな り- 

此盆 はまことの 母の あと 問て  馬 1 

今年の 于蘭盆 に 、か ねての 念 を 遂 げ、 故 郷 にか へり て、 吾 夫の 母なら ぬ、 吾 が ま 

ことの 母の 墓に 參，. ^たるな，.^。 露か淚 か、 玉笹 あると ころの 感馆の 人、 前 句 を 

合せ て、 情景 を 一 筆に 併敍 したるな り。 

有 付て 行 出 羽の 庄內  沽圃 

有 付く は 職 を 得る をい ふ。 浪人の 辛くも 主 を 得て 遠き 境に 行く につ け、 吾 

が 家 の 墓塋に 香華 を 供 し、 心 を 致せるな り。 


直の しれた 帷子 時の もら ひ 物  里 圃  お 

遠 行の 餞別 も の、 い づれも 帷子 時の 輕 薄なる なり。 こ、 まで 十數句 ニニ 句 

を 除きて は， 皆 平々 凡々 にして、 典 趣な く 韵致無 く、 人 をして 倦 せ】 せし む。 

聞て 氣味 よき 杉 苗の 風  馬 

前.！？ を 土用 干と 見 て、 暑中 の 風情 を雜の 句ながら 輕く云 取りたり。 

花の かげ 巢を立 雉子の 舞 かへ り  沾 圃 

杉 苗 畠に 維子の 舞 返りし なり。 

荒 田の 土の かはく かげろ ふ  里 圃 

其 場 其季を 定めたり。 〇 此卷逃 句 多し と は 前人 も 評せり。 すべて 輕 妙な 

らんこと を 欲して、 戀 にも 好きた しかなる 句 さ へ 無 く. 力 無 く 奥 無 きに 陷れ り。 


附方は 小 巧 を 弄 し、 き づ か はしと あれ ば、 有 るふり と受 け、 有 るふり と あれ ば、 何 

事 も 無くと 受 け、 濕 b と 云へ ば、 靜 かと 會釋 し、 死 なぬ 煩と い へ ば、 年 々 と應 へ、 か 

さむと あれ ば、 出 さかる と 云 ひ、 先 づ刈 ると ある を 睨みて 寺地廣 ぐる こと を 作 

り、 淋 しきと あれば 取 付か ぬと 云 ひ、 卑 下と 云へ ば、 肌 入れて と 作 り、 聞 て氣 味よ 

きと 云 へ ば、 雑 子 を 出す たぐ ひ、 す ベ て 匂、 定 りな どい へる 附方 を惡く 心得て 

其 法に りたる 句作り したる 痕 明らか に、 卻 つてい と 厭 はし く、 な まじ 初心め 

かぬ だけに、 小 时の脇 を 離れぬ 相撲 を 看る が 如 く、 自 然活潑 のと ころ 無くして • 

人の 感を 動かす に 至らす。 俳諧 を 形式 手法に よりて 得べき もの、 やうに 思 

へ る の 弊、 此 卷 あたりに 旣に現 はれた るな り。 

(渡 鳥の 卷 終) 


いさみ 立 鷹 引す ゆる 嵐 かな  里 団 

揃 ひて 渡る 四十雀 五十 雀と は 異なり て、 勇 立 つたる 廳を經 緒に 引す ゑた る 

ート a の 中の 風趣 甚だ 好し。 千 载集卷 六、 藤 原 仲 赏、 矢 形 尾の ましろの^ を 引 

すゑて 宇陀の 鳥 立 を 狩く らしつ る。 引す ゆるの 五 文字 は 其 歌よ h 出た るな 

が ら. ど つと おろす 嵐に 男み 立つ 鷹の 風情 は 作者の 詩 眼の 好き 手柄な h しな 

り。 

冬の まさきの 霜ながら 飛  沾 圃 

ま さ き は眞靑 樹の義 な.^ と 云へ 。 冬 も 葉 靑き樹 にし て、 は ひま ゆみと も 

云 ふ。 高さ 二 丈餘. ^にも 至る 山の 樹 なり。 新 古今 集卷 六、 源 俊賴、 深山 落 一 ゆ- A と 

いへ る 心 を、 日 幕 るれば あ ふ 人 も 無し まさき 散る 峯の 嵐の 音ば か.^ して。 名 

高き 佳 歌な h 。 まさきの 葉、 油 澤 ありて 深 綠に且 厚し。 霜な が ら 飛ぶ は、 霜 を 

び たるま、 飛ぶ に て、 朝 の 嵐の 一 ト吹 厳しき さ ま 能く 現 は れ、 殊 に 厚く 重く 


232 


し て 深 綠 なる 葉 なれ ば、 霜 ながら もま ことに 利きたり。 まさきの 實の 落つ る 

を 云 へ るに は あら す、 葉 の 吹き もぎら れて 飛ぶな りと 强 ひても 間き たし。 さ 

ら すば 感 甚だ 薄し。 打 添の 好き 脇 句と いふべ し。 

大根の そだ、 ぬ 土に ふしくれて  笆 蒸 

山中の 港 土、 蘿荀 の ふしくれた る、 さ も あるべし。 

上下と もに 朝 茶の む 秋  馬 f 見 

上 は 主、 下 は 作男なん どに て "大 根 は 茶 受 なる ベ く、 秋 は 朝 寒き 也。 

町 切に 月見の 頃の 集め 錢  沽 画 

町 切 は 町内 限りな り、 ち やうぎ りと 訓む。 頃 を 頭と したる 本 あり。 月待講 

の 首に て、 とうと 讀む といへ り。 疑 ふべ し。 頭の 中 將、 頭 の辨 などい ふこと は 

閒 けど も、 月 見の 頭と いへ る こと は 聞 及ばす。 頃 か 頭 か、 頃 の 方 通すべき に 似 2 


たり。 町の 上下、 集め 錢、 卽ち 醵金す るな り。 

荷 が ち ら /\ と 通る 馬 次  里圃 

田舍の -iiT つぎの 驛 路、 秋 交代の 時宜な り、 と舊 註に 云 へ り。 

. 知 恩 院の替 りの 曝 極まりて  馬 克 

京の 知 恩院の 主の か はる 由に て、 荷 の 通る とい へ る、 逆 附 なり。 華 頂 山 知 恩 

院、 寺 領千七 百 石、 淨 土 宗の本 山、 世 に 鳴れる 大刹 なり。 

櫻の あと は楓若 やぐ  沽 圃 

楓 はか へ で と訓 むな ら む、 も み おと は訓 まぬ なるべし。 智恩 院は柬 山に 在 

り、 爛 紅 激 にも 夏に も、 も とより 美しき ところな り。 夏の 句なる こと rik 無 

し 0 
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姐の 鱸に 水 を かけ 流し 

好き 料理い さぎよ くす る 態な り。 前 句 

目 利で 家 はよ ぃ暮 しなり 

本 阿 彌、 古 筆 な ど、 鑑 定を もて 高 華なる 生 

け 流した る は 其 家の 整 ひたる 勝手な り。 

狀 箱を駿 河の 飛脚 請と りて 

前 の 家への 屆狀、 叉 は 前の 家よりの 返狀 

河 飛脚と いへ るが 有りし 歟。 駿河 はおよ 

問に 定 飛脚 有，.^ しかと 思 はる 、も、 こはた 

まだ 七ッに はならぬ 日の 影 


里  ^ 


此 家の 中庭な-り _ 


計を爲 せる とに て 


なり。 但し 駿 河と 

そ柬 海道の 中央な 

..、 想 察 な り、 確 據 あ 


馬  t 見 

，土用 鱸に 淸水か 

沾 圃 

いへ る は、 當 時 駿 

れば、 江 戶駿府 の 

るに あら す。 


ひ 


日の 影 を 仰ぎ見て 立 出るな り。 

草の葉に くぼみの 水の 澄ち ぎり  馬 サ兑 

草の葉が くれに、 M 地の 溜り 水の 澄み 居た る は、 野の 雨の 霽れて 程經ぬ さま 

に て、 七 ッ 前の 幸に して 日の出た るな り。 

生 駒 氣づ かふ 綿と りの 雨  沽 圃 

生 駒 山 は 大和 河內に 亙れる 高山な り。 萬 葉集卷 十二、 君が あたり 見つ 、も 

おらむ 伊 駒 山 雲な かくし そ 雨 はふる とも。 (雲 莫 蒙 と ある を、 古 來 雲 なた なび 

き と訓 めれ ど、 蒙 ふ莫 かれと ある 字面 なれ ば. 今 なかく しそと 訓め り) 新 古 今 ^isj^ 

にも 伊勢 物語に も 出で たる 歌に て、 いとよく 世に 知られ たれ ば、 其 1^ はこれ を 

俳諧に し て、 木 綿 取 生 駒の 山 は 雨の 雲と 面白く 實 際の 事に 取 離せり。 河內木 

綿と て、 生 駒 見 ゆる あたり は 木綿の 產を もて 問 え たりん 綿 は 雨 を 忌む ゆ ゑに 

此 句氣づ かふと 作り、 生 駒の 雲猶 晴れぬ を愁 ふる を 云へ 6  C 其 角の 句よりも 


早 く 

但し 

し 0 


出 


づ 


ひ 出 

らるゝ 

越 あり 

の 手に 

殘り居 

はしき 


ち 

や 

、 1 

力 

r し 

を 


るなら ば 此句手 

への か、 り、 い づ 


れ 


な り、 後 れ たるな ら ば 其 

にしても 雨後に 雨を附 


の 


うき 旅 は媳と つれ 立 渡り鳥 


は 秋季な り、 腺， 渡 鳥 

他の 小禽を 餌と す 

田舍 娘と なる こと 

うにしたり。 河內 

づれを 越えし や は 

ゝ り、 悲 しき 旅に 出 

まふ 方 は あなた ぞ 

見た る 哀れなる さ 


を附 けたる も 

る禽と 使り 鳥 

，憂 き 旅と 云 起 

より 大和へ 出 

知 ら す、 貧 家 の 

で 、 漸く 故鄕 

と、 仰 ぎ 瞻る空 

ま な り。 


^ し。 

力 I 


し、 

女 


る 

遠 


て、 

生 

ざ 


生 px- 


餘 光を藉 りたるな 

た る， 大 膽 にして 而 


む に 

力 り 

の 山 


ョ 二  面 

は 詩の 比の 體の如 

人 商人と 故 鄕をさ 

結べる に て、 お の づ 

路には 辻 子 越 あり _ 

止まれぬ 事 ありて 

つ、 頭 を囘し て 吾が 


の 


して 雨 き 


も 好 


く、 表 

す ら 

と 知 

クラ ガリ 

■ 暗， t 

人""：；、 

母 の 

づ か 


C ひ 

2 


有 明 高う 明け はつる 空 


馬 t:^ 


00 


が は 

ぬ と 

感せ 

ろ お 


の 曉の景 なり。 曲齋評 

ね ど 、憂 き 旅 を附け 洩ら 

に は あらね ど、 今 少 し 前 

しむべき を ば、 IS むべ し 


して 曰 く、 な ぞら へ 附の後 を實景 とする 定法 はた 

したりと。 評語 まことに 當れ り。 此句 ^li しから 

句と 響き あ ふところ 有， 0 た く、 然， あらば 人 をして 

。 霸を 含める 實景 にも あらば 犬に 振 ふべき とこ 


柴 舟の 花の 中より つ 、 と 出て 


せ  ^ 


此太積 舟の 花の 下 蔭より 出た る、 大堰川 又は 宇治川な らん。 早曉淸 和の 景な 


柳の 傍 へ 門 をた てけ り 一 


柳 は 川 添の 地に 茂 \ 舟 自由なる とこ ろ、 水 上 よ 柴 取 々：- せ て 鑼 結 ひ 門 立 て 


た る は、 立 派と に は あらね ど 風雅なる 別莊 などに や- 


百姓に なりて 世間 も 長閑 さよ 

陶淵 明の 閑居に 五 柳 あ \自 ら五柳 先生と 

の 附も此 句 ほどに ベ たりと 附 けたる は、 如 何 

た 薄し。 い たづら に 故事 を 用. Q たるの みに 

俤 はありて も、 俳 諧の趣 無ければ なり。 

ごまめ を 膳に あらめ 片茱 

百姓に なり て、 粗 糲 自ら 足れり と し、 淡 薄 客 

心 長 閣 に、 伯 一 は 干 織、 蔬 は あらめ までな りと な 

れ ど-意 を 以て 測る に、 三 菜 五 菜 七 菜な どい ふ 

たるの みなる を、 か く は 云へ るなる べし。 元 

こと 世の 俗 なれ ど も. 菜 はさいの 義に當 らす. 


馬 サ見 


いへ り。 歸去來 賦の俤 

なる 人に も 解す ベ けれ 

て 更に 新 意 無ければ な 

占 

に 接する を 云へ. 0,。 世 

り。 片菜は 見 及び 聞 及 

れば、 ごまめに あら 

いと 云 ひて 菜の 字 


なり。 俤 

ど ® も ま 

り、 故事の 


語 あ 

來さ 

されば 調味 抄 などに は 「訂め 字 を WW 


に 交る も 

ば ぬ 語 な 

め を 添へ 

を擬 する 
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當 て 

一 1 一-一 n 

ま ^ 

ぬ が 

考 ふ 

づ か 

め に 

一 碟 

又 精 

の こ 

る が 

も 云 


た り 

の 訛 

古語 

の 如 

如 く 

る に 

ひ な 

あ ら 

に 田 

る t  J 

糸 ( 

と な 

如き 

ふ ベ 


。 下 酒 下 

な る ベ し 

の 「な」 は 负 

く 田- J  5^ す 

，何時より 

，字 は 「菜 I と 

り。 

めの 附合 

作 を 主 に 

と を ラロ ふ 

も： V  す 

る か、 燕. 一 

も、 古人 の 


飯 の も 

. 漢 に 

を も 蔬 

や う に 一 

云 出 で 一 

あれ ど 一 

に 當時 

せ と 云 

荒 布 を 

は 甚 だ 一 

ベ し。 一 

字 に て！ 

詩 を 味 j 


の を さいと 云へ る は、 酒 に 添へ 飯に 添 

は 下 飯、 下 酒、 下物と いふ。 菜の 音讀 「添 

を も 云 ふ ことなる より、 「添 へ」 に 菜の 字 

なれり と覺 し。 「さ い /そ へ」 い づ れも古 

し を， 證し 難し。 た、；/ 此に用 ゐられ た 

も 正しく 「添 へ」 にして. 片菜は 「片添 へ」 な 

何々 片 菜と 云へ る 言 葉 ありし ならん- 

はんが 如し。 ごまめと 荒 布と ニ碟有 

從 にして 盛 合せた る を 云 へ るなる ベ 

愚し けれども、 す ベ て 詩歌の 類 は、 卒直 

詩の 燕々 于 飛の 燕 々 は、 燕 々と 二字 を 

も 「つば め」 の ことなる かとて、 互に 相 下 

は ふ 心 切なる 餘， 0 より 出で たる こと 


ふる 「添へ」 とい 

へ」 に 近く、 又 我 

を當て 、 、終 に 

きもの に 見 * ん 

る片 菜の 語 を 

り、 面 .n き 言 葉 

) 一 句 は ごま 

るに は あらす、 

し。 か ゝる琅 

に 感受すべし、 

重ねて 「つばめ」 

ら すして 論せ 

ゝ て， 而.！ 1 しと 


きなら す や- 


賣 物の^ 紙 包お ろし 


ョ 一一  S- 


前 句 を田舍 道の わびしき 晝食 宿と 見 て、 旅 人の 11 紙 包 をお 一 

一 

ところ を附 けたり。 賣物を 漬物と せる 本 あり。 漬物に て は 一 

て 解 すれば 梅干 壺に澀 紙の 覆 ひ ある を 棚より 下し 置きたり 一 

ど. 然 ら ば 前 句 に 貼き 過 ぎて、 「蓮 び」 甚 だ 宜しから す。 

け ふの あっさ は そより ともせ ぬ 

道の 樹 蔭の 一 ト 休みに、 菅笠 敷きて、 荷 を 下した るな り。 - 

砂 を 這 ふ 蹄の 中の 絡 線の 聲 


ろし 置 き、 箸 取 る 

通じ 難し。 强ひ 

とも 爲 すべ けれ 

馬 莧 


せ  0 


絡 線 はぎす と訓 む。 きり-^、 す を 云 ふ 京阪 語な り。 前 句の そより ともせ 

ぬ を、 砂地の 離々 たる 草の 動か ぬに 取りて 此句 あ. o。 蔬 はい ばら、 叉 はう ばら 


別 を 人が 云 出せば 泣 

窗 解に 前 句 を 墓所と 見た.^ と 云へ り。 將に鄕 を 離れん と 

と は 有る ためし なれ ど も、 渡 鳥の 卷 にも 類 想の 句 あり。 こと 

し。 此 句た、 仲好き 同伴者 ある を 異なりと する のみ。 

火 建の 火い けて 勝手 を しづ まらせ 

家を齊 ふる 女 の 態な り。 夫の 遠國へ 行く か 江 In- へ出づ 

よ 旅立たん とする 前夜に 餞別の 人々 など も歸り 梁て し 後の- 

ると ころな り" 小體の 生活の 家、 子 も猶幼 きがあり、 召使 も 一 

ベ し。 

一 石 ふみし 確の 米 


して 墓參す 

に 一句に 精 


馬 サ見 


るかい 

夜 や う 


づ れ 

や く 

あ る 


る >  J 


に せ 

.^  く 

な る 


後附 にし て. 農 家と 轉 じたり。 こ、 の碓は 地が らうす に て. 路 み づ きにする 


ど に 

ま、 ち 


ものな り。 芭蕉 談に 載せた る 正秀の 言， 前 句 及び 此 句に 關 

からす。 正秀は 芭蕉 直弟子な るに. 其說 おろかな り。 ^蕉 

秀を疑 はんより は 芭蕉 談を疑 ふ ベ き な り。 

折々 は 突 目の 起る 天氣相 

突 目 は 過ちて 小さき も の、 た とへば 麥の 芒、 藁 の 尖 

りの 忠を いふ。 一 n 一治しても 天氣の 甚く 乾く 時な 

起る ものな り。 

仰に 加減の ちが ふ 夜寒 さ 

仰 はげう と 讀 む ベ し、 多 くと いふ こと を 仰と いふ 

げ う さ に. げ うさん にな どい ふ 列な， 0  。 江 曰 に てげ 

じて 大架裟 にと いふ 意 なれ ど、 本 は 同じく 澤山 にと 

に 等の 田舍詞 もこれ に 通す。 伊勢 物語、 いと 悲しき 


れ る 

談 は 


よ 


田 舍 

ノ さんに と 

"ふ 義 なり 

J と.^ まさ 


も の 

摁入 


は、 皆 宜 

多 き か I 


ョニ  0. 

mn  IE- 


力 / ( 


を 衝 


き た 

し て 


目い  ン 


言 葉 


な り 

云 ふ 

- ダ 

To て 


る 


。 げ 

よ * 少 

え に、 

-ぁ り 


し 

正 


よ 

の 


力 レ 

し よ 


りけ に戀 しくの み覺ぇ けれ ば. 叉 別 の 車 に. ま た く ありし よりけ に 一： ム 交して， 

の 「け に」 は 此 句の 仰に と 同じ く 、、け え に、 が いに とい ふ 田舍詞 によく 適へ り。 さ 

れば 仰に 等の 語 は 「け に」 と いふより 訛れる なるべし。 仰に は 精し く  一一  rc へ ば 、や >s 

な ら す、 異 に. 大 に、 多 く、 と いふ 意な り、 西 北のから 風 吹きて 夜^ 大に念 に 募 \ 突 

目の 折々 痛むな り。 

月影に ことし 煙れ 十 を 吸て みる  仆：！ 励 

夜 塞の 墓り まさる 頃、 煙 草の 吊 乾した る も旣に 色香 共に 成り たれば 吸 ひて 

見る と は 云へ り。 影に の 五 文 字、 綠 先 を あら は し、 夜 寒 を 利かせ たれ ど も、 さ 

て 手柄に も あら す、 取 つて 付けた る やうな り。 

おも ひの ま、 に 早稻で 屋根 ふぐ  里 困 

腐朽した る 蓬 屋根 を 新 藁 もて 葺替 へ、 かねて の 思 も 遂げて. 心 足りた る緣端 

U.Hf 作 り の 今年煙^:;_- の 初吸 を樂 め る な り。 


手 拂に娘 を やって 顿 のさた 


馬 や 見 


手 ばら ひ は 手中の もの を皆盡 してな..^ 姊娘も 妹娘 も皆緣 づけ 終 り、 家 も 

屋根 葺替 へ、 小 造作 綺麗に して、 一 人の子 息に 妻 得させん とすると なり。 


參 宮の衆 を こちで ii 立る 


价勢 參宮の 人々 の 旅 仕度 

なりと い へ る 一 句に て、 さる 

になされ よと 仲 入の 語るな 


を も、 人 の ものな 

裁縫 も 上手 なれ 

り。 沙汰の 語 を 


がら 此 

ば 彼 

拗.. ^て 


方で 仕 立 

に氣 もよ 

用 ゐ た 


せ 

造 る ほ 

く 11 る 


ど の 

娘 ゆ 


0 禾 


花の あと 躑躅の かたがお もしろ い 


曰 一 1  0. 


跡躅は 羊隨躅 花の 略な 

定まらすな るよ、 り羊擲 n 

み な り、 何 とも 通じ 難き こ 


り、 つ 、 じ は 羊 これ 

花と は 云 ふに て、 單 

となれ ど も、 世俗の 


ば 中毒し 

として は 


を 食へ 

に躑 ii 

濫用した る も 久しき ことならむ 


て 足 も 

行步の 


形容 

な 


P- と 

と の 


§^ の： SK り 

勢參 ゆ：： に 

續 猿 载 僞 

今  <1 に 論 

花の 句と 

II 花 を 賞 

r,-  TT^ 來 力 

は あらぬ 


て 後の 羊 躑躅 花 

出づ るな り。 此 

詰 し、 芭 蕉の手 を 

撰の 一 證 とした 

斷 せん に懶け れ 

し て は、 句 ^もお 

したる は、 作 意 の 

絲樱の 句の 常 式 

な り。 


寺の ひ 

二様に 解 

SJ^i て は 


の 時の かた 卻 つて 面お か 

句 花の 句と ならぬ よしに 

經 たる 撰 集なら ば 是の如 

り。 正 花 非 正 花の 論 は 速 

ど も、 越 人 の 言 も 一 應は理 

もしろ から す、 句 振 も摧け 

新しき を 主と せる か は 知 

を 破れる に は 甚だ 劣りて 


ら むと 時お 

て、 越 人が 徒 

き こと f る 

歌 以來喧 ま 

有， o。 そ は 

て、 こ と に i 化 

ら ね、 人 を し 

，誹 謗 せらる 


寺の ひけたる 山際の 春 


けたる は、 此 處 に 

さる。 "M 解に て 


寺の 新に 移りた る か、 寺 の 

は 賑やかに 入佛 供養な ど 


く れ 

の 猪 

ベ か 

し き 

免に 

を 傍 

て 甘 

ゝ も 


たれ ど 伊 6 

の 早 太， に 

ら と 

ことに 

^ に、 匂 

にし 羊 

心 せ し 

由 無 き 


馬 fs- 


他處へ 移り 

も；；；： はれん 


た る 

と す 


泉水 樹石 など 物 古り て 昔 忍ばし きなり。 前 句 俗 意 俗 風な 


跡なる 

るな り. 

れ ば、 こ 


力 


にて は 前 解の 方， 當 りたる 歟。 後 句よ..^ は 糙に後 解の 如く 取りた るな り。 

冬より はすく なくなりし 池の 鴨  ^  0 

寺の 移り 去りての 後の さまな り。 

一雨 降て あた、 かな 風  里 圃 

解 を 要せす。 〇 此卷 前半 は 猶ほ好 し、 後 半 は 凡 句 累 出、 俗 想 連 發 * 人 をして 倦 

怠せ しむ。 第三 句の み 芭蕉の 附 けたる も異樣 にし て、 他 の 奥な どに も 見 及ば 

ぬ 例な り。 笆蕉 談 に、 「彼 此 三四卷 出さむ と 半 殘土芳 まで 申 置く」 と ある も 如何 

に や。 

(鷹の 卷終) 
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猿裴 にもれ たる 霜の 松露 哉 


占 0 


殘し 

ね ど 

に 松 

楚辭 


味 堂 曰く 

も、 此歌 

は 松露 

文 を と 

の 句 無 

何 

聞 え 

の季物 

談 猿の 


と も 


は 晚 

此句 

も. 霜 

す、 一 章お の 


無 住 法師 

によりて 

を 好む と 

りて、 一句 

き ま 、 其 

、杜 詩に 何 

ざる 句に 

に 定ま，^ 

歌に 據， - 


あ ら す、 歌より 案じ 

も 松露 もた 、：- 句材と 

猿 蓑 典に 入 


力 


句 

す 

る 

ら 


集、 霜 の 上 

を 成せ.^ 

、集の 名 

て、 お の 

きもの 

どい ふ 

す。 さ 

據ると 

甚だ 好 

て此句 

りしまで 

さりし を 


立 

V6 

さ 


々 

實 


力 


才 

； ぺ 

、世 

も 


も 

よ 

松 


し。 伹し 

を 得た る 

に て、 霜 の 

减 むこと 


の 

さ 


吟 

の 


、 見 

に も 

蓑の 

し て 

出せ 

ふ と 

は 春 

は 霜 

歌 を 

れ ば、 

も む 

み 主 


ナ 

な 

も 

な 


し o 

る と 

ら YJ 

れ ば 

の に 

—こ ふ iS 

線の 

露の 


が 松 a§ の 取 

虛實は 知ら 

い ふと こ ろ 

し を、 中 

一 Kg こ び lij; ：、 

■ 維 炎お ハ； 

亲 き B-  <^パ 6  ^ 

し て、 俳諧 に 

云 ひがたし。 

を 成した る 

巧 は 有れ ど 

さ ま も 見え 


て， 初 時雨 猿 も 小 


蓑 を ほしげ 也と いへ る 芭 蕉 の 句 の、 時 雨のお も む き 猿の 姿の 見 ゆる やうな る 

と は 雲 泥の 差 あ -0 て、 詩 美 甚だ 少 く、 わ づ かに 一 縷の情 味、 人 の 心を惹 くもの あ 

る の み 。 多 く 言 ふに 足らざる の 句な り。 績猿 蓑と いへ る i_ ^の 名 は、 此 句に よ 

りて 命せられ たるなる べき も、 奥 の 名の 因と なる ベ き ほどの 妙 什に も あらす。 

續猿薆 とい へる 奥の 名 は 俳優の 二 代 目 何某と 名乘れ るが 如くに 拙き こと 甚 

し /、， 此 句 は 裁縫師の 針の き 、を 見せた るが 如くに 巧なる 而已 なり。 

日 は 寒 けれど 靜 なる 岡  芭 蕉 

發句 はこれ に附 けんこと 易から ぬ 一 章な， o。 此句は 情景 事理 を 以て 附け 

す、 韵 趣 を もて 附 けたり。 

水 かる、 池の 中より 道 ありて  支 考 

飯 盛 城の 連歌の 會 に、 す 、 き に 交る 蘆の 一 む ら. の 句 あ り、 三 好長慶 これ に、 古 

9 

沼の淺き方ょ"野とな..^て、と附けて人々の稱贊を博したり。 比 句 長 慶が句 


を 云 直し たるま で な り。 

據竹 まじる 柴 をいた、、/  く 

前に 擧 げたる 藩に まじる 蘆の 一 むら を 云 直した るまで なり。 二人の 爲し 

たる こと 二人の 爲 したる が 如し。 まじる の 一語 を 改め かねて， 改頭換 面の 魔 

術 も はかなく 其 尾 を 出したり。 笑 ふべ し。 

鶴が あがる とやが て暮の 月  芭 尊； 

土 芳の戀 の 句に、 わかれせ はしき 鶴の 下、 と いへ るが あり。 此句は 鶴が 塒に 

上るな り、 戀 もむ かしに なりたる 婆の 爺が 歸り を迎 ふるな-り。 

通りの なさに 見 世た つる 秋  支 考 

秋う そ 惑く して 人通り も 無ければ 見 世 を 閉ぢて 終 ふとな り。 禪語 にこれ 

有 り、 鴨 寒う して 水に 入 り、 鷄 塞う して 樹に 上る。 


惟 然 


物 の 

たるな 


盆 じ まひ 一 荷で 直ぎ る酯の 魚 


盆 じ 

物事 割 

となす 

家と し 

して 且 


ま 


ひ は 于蘭盆 終る 十 

の 時 なれ ば、 し ま ひ 

合 を 指す に や。 蓋 

るなる ベ けれど さ 

なる 句 也。 


直 

ふ 


八日 をい ふに や、 

を 着く ると いふ 

し 後の かたなる 

て は 鮑の 魚 一荷 


晝寢の 癖 をな ほし かね 


ナ り 


の 押 問答の 喧しき 

べし。 河內八 尾の 


に、 爲 まじと 思 ひ 

蛸 市な りと 曲齋 


从； 


叉 盆と 大晦日、 

こと を 云 ひ て 

ベ し。 前 句 を. 

とこと わりた- 


J と、 よ く 知ら す、 其 當 否 を 判じ 難し- 


と  は  一年 

，賣 褂 買 褂 

客に 飮饌 

る 故 聞え 


れど 習癖の 

云 へ れ ど、 二 


に 二度 

りの 終 

を 供 す 

す。 俗， 


芭 蒸 


午睡の 夢 

十四日 地 


の 


る 


を 波ら 一 

藏 盆の 一 


れ 


奪が 來て につと もせずに 物語 


支 考 


1 

5 


につと もせす は 少しの 笑 を 含み もせざる な. o  。 欠： ra: こらへ て對墜 するな 2 

ーひ 

る ベ し。 

中國 よりの 狀の吉 左右  惟 然 

吉 左右 は 吉報な り。 炭 俊、 梅 か 香の 卷、 上 のた よりに あがる 米の 直 TJ 蕉。 同 

椠の異 想な り。  . 

朔 日の 日 は どこへ やら 振 廻れ  芭 蒸 

炭 俵、 上 のた よりに あがる 米の 直に 附 けたる 芭蕉 の 「宵 の內 はらく とせし 

月 の 11.^」 と 同雜 異色の 句な り。 何處 へやら は 何處で やらと 無くて は 語法 全 か 

ら す、 何 處で やらに て は 又 情う つらす。 

一重 羽織が 失せて たづぬ る  支 考 

前 句 を、 記 隠 を 迎 る /、 思 浮ぶ る さまと したり。 


きさんじな 靑 葉の 頃の 縱楓  惟 然 

一 重 羽織の 季 節、 遊 行 せんとす る 也。 

山に 門 ある 有 明の 月  芭蒸 

樅楓の 問に 門 有，.^ て 見 ゆるな り。 高尾拇 尾の やうなる ところな り。 

初 あらし. OS の 人の かけ ま はり  支 考 

山村の 景 色、 朝 の 初 嵐に 粟 稗の 吹 倒さる 、なり。 

水際 光る 濱の小 鰯  惟然 

一句 立 好し。 脇の 大 漁、 農 夫 も 見 及びて" と 重き 曳網に 手 を 加 ふるな り。 

見て 通る 紀三井 は 花の 咬 か、 り  芭 
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紀三 井寺 は 順禮靈 場の 第 

な る 


さ 


寄 

ま" 


ると ころに して 

よく 協 ひたり。 


二、 紀伊 和歌の 

十ゴ 

句の 美しく 和 


荷 持 ひとりに いと、、、 永き 日 


浦の 丑せ (に 在り。 和歌の 沛 あたり 

やかなる E 京 色 に、 名 刹 春 天の 麗らか 

支 考 


旅客 一 人に 荷 持 一 人、 談敵も 無ければ 煙草 休 もお のづと 長から で、 永 き は 春 

の 日、 や はら かなる 水 光山 影の 問に 心身 弛み 倦めるな り。 


こち 風の 又 西に 成 北に なり 

陰 暗 定ま ら す、 風 迷 ひ 迷 ひ て、 ぼ ん やりと したる 日な 

S しから す. 風 の 事 も 句の 裝も 知らぬ とい ふ ものな り。 

我が 手で 脈 を 大事 がらる 、 


惟 然 

狂風と する 解 は 

芭 蕉 


みづ から 脈と りて 大事が る は、 少しば かりの 聞學問 根無し 學問 ありて、 しか 


254 


も 身 は 閑に 家 は 貧しから す、 ぶ らく として， 勝手 强く 疑懼 心 多き 人、 今 の 語 

にて 云へば 神經 衰弱に か、 り 居れる 者な.^。 前 句の 天 氣定ら す 風 迷 ふやう 

なる 日 は、 其 地氣 流の 旋 圏の 中心に 近くして 氣壓 常なら ぬ もの なれ ば、 大 抵 さ 

る 人 はおの づ からに 之 を 感じ て、，；^ 心 の 工合 宜し か ら ざ る を 覺 え、 自 脈な ど考 

へて 大事が るが^る ものな り。 不定の 風に 神經 衰弱 症の 附 句、 世 相 人情の 觀 

察銳 きより 来れる も の、 お もしろ し。 上品の 滑稽な り。 

後 呼の 內儀は 今度 屋敷から  支 考 

後 呼 はの もよ びと 訓む なり。 前 句の 人 武家 出の 後妻 を 持てり と するな 

り。 階に 前 妻 をば 其 人の 我儘より 逐 出した る 意 を 含める にや。 さらす ば 僅 

々卜 七 文字の 中. 後 添と いひても 後妻と いひても 濟む ベ きに、 後 呼の 內儀 など 

紆餘 曲折した る 語 を用ゐ でも ある べきに 似たり。 

喧嘩の さた もむ ざと せられぬ  惟 然  5 


前 句 


大切 

た り。 

二日 あ 

して は 

る暮 と, 


屋敷からの 語に よ 

大 せつな 日が 

な 二日 は 主の 忌 日， 

大切な 日が 二日 有 

るに 過ぎぬ 其の 今 

居れぬ、 となり C  二 

續 けて 讀む ベ し。 


此句 あり。 穉 にして 俗なる 句な 

日 ある 暮の鐘 


親 の 忌日な り と 舊 註に 

る 暮の鐘 は、 年 內押詰 り 

日 もはや 幕の 鐘 鳴れり 人 

日 あると 逗 めて 讀む故 


.MJ 解け 

て、 も は 

餘 所の 

に 讀 み 


ゃ餘 

大喧 

あ や 


雪 かき 分し 中のと ろ 道」 


。 霜月 法會 一 

と は 如何。 叉 

勞を 助けん とて 雪摄 分けし 也と 


向 宗御佛 事 は 

別 解に. 祖師と 


二十 

中 典 


芭 蒸 


幕 

嚷 

ま 


舊解 霜月の 法會 といへ り 

a まで 七： n な り、 前 句の 二日 

勤む る 門徒宗 の 信 者、 參 詣 の 

强 ひて 解せ る 言 にて、 いづ れも後 句に 出家 衆と あ る. よ 0 の 惑な 


の ^ 

と - J 

の ^ 

る な 


を 問 落し 

ろ 大切な 

など も爲 

り、 一  一-： n あ 


支 考 


H よ 

の 日 

へ り 


-ニ 十八 

を 大切に 

。 これ も 

た ..、 前 .？ 


を 年の 慕と 解せ ざるよ り. 小 兒解 事の 言 を 爲 す、 笑 ふ ベ 

來 多 く、 雪 の 中道 踏た、 V- ら されて 泥濘と なれる を 云 へ 

中より 道 ありて. と あ り. 叉 こ 、 に 雪の 中の 道 を 云 へ る _ 

らね ど、 一 卷の內 に 同じ やうなる 事ニ處 ある は、 尤 む る 

来る ほどの 乘 は 皆 出家 


し。 此句歲 幕の 人の 往 

るの み。 第三 句に 池の 

差 合と いふべき に は あ 

に 及ば ざれ ど 厭 ふ 可し。 

^  然 


これ こそ 本山 御佛 事に 參會 するな 6 とも 釋 すべ し。 但し 典 も 無き 附 句な 

る は 云 ふ 迄 もな く、 一  句 立 も 甲斐 無 し。 

奥の 世 並 は 近年の 作  芭蕉 

0 解 に. 前 句 を 僧位 を 受けん とて 僧の 上京 するとし て、 世 並よ ろし く、 奥 州 筋 

豊饒と なれる より 是の 如しと 作意せ るな り、 と 云へ り。 果して 然る 歟。 前 句 

も 本より S ？】 句な り、 此 句 も 甘心せ す。 芭蕉の 句な り や、 床 屋の 句な り や。 逃 句 

とい ふに も あらぬな り。 


7 

5 


pi よりも 肴の やすき 月觅 して 


支 考 


俗 句、 惡 句， 愚 句、 陋 句、 ま ことに 床屋 俳諧の 祖師の 句と いふべ し。 惟然が 直ぎ 

て 支 考が食 ひたる か、 可 笑 可 笑。 


赤 鶴 頭 を 庭の 正面 

鶴 頭 花 は 黄花な どならば 黃鷄 頭と こと 

ぞ赤 頭と ことわる 要 あらん や。 位し 此 

に 面の 甚だ 赤くな りし 人 を擬せ るなら む 

叉然 にあら すし て、 庭 の 正面な どに は ある 

物の 理解 無き 眞の田 舍の體 とも 釋 すべし。 

ど， 後 解 の 方、 此句 を援く ベ し。 

定らぬ 娘の こ 、ろと り しづめ 


る ベ し、 赤 きが 本來 

特々 地に 赤鷄 頭と 

.餘 りに 卑しき 句の 

くもなき 者 を 正面 

句 主の 意に は 前^ 


なる もの 

云 ひしに 

仕 立 振な 

に植 置き 

近 か る ベ 

芭 蕉 


を. 

て" 


る 

れ 


寢 

し 


と 見 lin 

正氣な 

もの 別 

や I 且し 

娘のと 

、お 

の爲と 

鶴 頭と 

此 は定 


亂れ 心地と な 

るな り となす 

る か 否か 試み 

の 一 解な り。 

。 後 解に 從へ 

あ る 語 牴觸し 

句 の 言 葉に 從 

て， 赤 鷄頭を 庭 

奉公人との 一 

まら ぬ なり。 


りたる 娘の 

も の 一 解。 

む と、 面 に 

古 解 ニ樣、 い 

ば、 庭 の 正面 

て、 定 まらぬ 

ひ、 た く 定 ら 

の 正面に 栽 

聯 あり、 こ ゝ 

野坡亂 雪の 


-みづ から 

亂れ 心地 

0 頭 花 を 

づ れも牽 

と ある 語" 

心 を 娘と 

ぬ 娘の 心 

置け りと 

は鷄 頭と 

> か た、 惟 


寢 汗のと まる 今朝が たの 夢 


汗 くるしき 曉の夢 は 昨日までの 事 

なり。 解釋 幾多 あるべし、 一句 物 有 


と 


取 鎮め て、 赤 鶴 頭 を 

となりし 娘 を 漸く 

見せ、 何の 花 ぞ と 問 

强の 嫌. なきに あら 

牴觸支 吾す。 前 解 

り しづ めと 無くて 

取 しづ めんと て 座 

いふ まどに 嘴す ベ 

娘との 一 聯 なり。 

然 芭蕉の よりも 遙 


な 

ダ 


, て 

5、 叉 


-今 

お 


も 


力 

し 


の 


庭の 正面に 凝 然 

にいた はり 鎮め、 

へ るな り、 と爲す 

ね ど、 前 解の 方 や 

に從 へば 定らぬ 

は 協 はす。 此ょ 

敷に 籠 置 き、 慰 み 

きのみ。 炭 後に 

彼 は 苦しき なり、 

に 勝れたり。 

支 考 


夢 に 

に、 幾 


は 寢汗無 か 

筋に も 解 さ 
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る、 やう 拖へ あれば な.^。 有無 知れぬ 蜘 株の 絲筋 を 巧に 張りて々：？ 來 る：！^ を 0 

6 

2 

して. 脚 跟は地 を 離 れ、 精 神 は {仝 に 迷 はしむ る は、 支 考が 俳諧 十 論 の 文章の 手づ 

まなり。 此句亦 同じ。 

鳥籠 を つらり とお こす 松の 風  惟 然 

籠 をお こすと は詞遣 不束な り。 一 句 は 良き 家の 小 CL1 籠 多く  C 巾り たるに、 

庭の 松風 颯々 と 渡り て、 小禽皆 囀り 出 し、 そ この 人の 曉の 夢、 寢 汗 もなくて 快く 

醒めた るな り。 

大工 づ かひの 奥に 聞 ゆる  芭 蒸 

大 家 {3 有の さまな り。 

米捣 もけ ふ はよ しとて 歸る也  支 考 

歸る なり はか へすな りに あら す、 日 々 に 来れる 米搗男 の、 か ねて 聞 居し 如く、 


奥の 方 模樣替 の はじまらば 作 事 中 は 無用と あ" しが、 大工 づ か ひの 聞 ゆる に. 

さて は 今日はよ しとて 歸 ると 也。 

か ら で 市 の 中 を 押 ぁ ふ  芭 蕉 

市：！！ の羣 碼特 に 某の 社の 祭の..； 巾と て、 熱 鬧甚し く、 若 き 者 共の 戯れが てら 押 

合 ひくら するな り。 前 句、 米 搗も 何も彼もと い ふ 意 を 含み-各 i 其 業 を 半日 分 

もせす し て、 は や 今 曰 はよ し、 常 の 日に も あらす とて 歸り、 から 身に な， 0 て M ぎ 

居るな り。 裸 押 合 は 田舍の 神事に 得て 有る ことなり。 

此 あたり 彌生は 花の け もなくて  惟 然 

一 句餘 所に て は 花の 暌 きたる が 見 ゆると なり。 裸 押 合する は 山の 高みな 

る ベ く、 社 境より 遠く 下なる 里々 に は 花 あ" て 見 え、 此 あたりの みは 猶 未だ 荅 

も 固し と な t 


鴨の 油の まだぬ けぬ 春 i 


前 句 

此卷沾 

後， 炭 俵 

蕉の脇 

從 した 

連句 を 

とし、 若 

ぞ 遠 く 

を 成 す 

たると 

たらん 

のに も 


を 其 儘に 聞き て、 春猶 


は發 句の みに して- 

ど 成.^ て 芭蕉 西 行 

を 得たり とお ぼし 

こと 有り。 當時^ 

はんに は、 沾 圃が色 

はお のれ 等の 句 を 

武に 在りて 同門の 

き 情理 あらん や。 

情理 甚だ 異なり。 

は、 後 を 襲ぐ とい ふ 


あ ら す、 情 理 の 上、 慣例 


寒き 北 

連 衆に 

せるな 

. 支考 

蕉 に 乞 

蕉 の 柳 一 

首と し 

高 に； 

素 堂 の 一 

もしも- 

こと も： 

の 上 よ _ 


の、 鴨 の 

はれる 

ば、 そ れ 

然 は 其 

て 此 一 

句 を 首 

脇 句 を 

あらぬ 

を 忘れ 

圃發句 

る ベ し" 

，此卷 成 


の 脂 

ま 無 

の 

江戶 

を 成 

せ る 

受け 

画 の 

句 に 

も の 

< 1 

の さ 


腻 まだぬ け 

し。 さて は 

に 霜の 松露 

に 在 ら す、 芭 

したり や。 

が 如くに 芭 

-而 して ー卷 

句 僅に 一章 

野 水 荷兮等 

表 六 句 だけ 

句な， 0. 句 も 

ま 甚だ 疑 は 


支 考 

ぬ を 云へ 

猿 蓑 出て 

の 句 を 作 

蕉 西 ；；； 後 

支 考等芭 

蕉 の 句 を 

を 成す ベ 

を 主と し 

の 一 卷を 

にても 成 

また 絕好 


よ hy 

りぶ 巴 

に 隨 

蕉に 

卷頭 

し、 何 

て卷 

成 し 

の も 


し。 卷 中色蕉 


の 句、 其 人 


り惡む 

如く 見 

のなる 

すべき 

の 威 を 

を 得 る 

川 夜 遊 

を稱す 

撰と い 

あ-、 猿 

に累せ 

の 手の 

るに 至 


ら 


の 作と- 

きもの 

れ しも 

し。 本 一 

のな り _ 

り て 績ー 

一 

は す、 是 一 

三卷の 

者少 く； 

^の 世！ 

世に 尊 一 

れ たる 

は り た 一 

た る こ： 


て 廿 

も あ 

な り. 

芭蕉 

又此 

蓑と 

於 て 

き は 

て .i^ 

傳 へ 

れ て 

と少 

- 、 せ 


此 

ら 

よ. 


ひ 

一 

を 

れ 


ォ 

卷 

の 


去來抄 


ゥ し 

猿 蓑 

ら さ 

猿 蓑 

に 見 


ど 

I 一 

え 


も の 

_學 無 

て 先 

同 樣 

て 

ら さ 

此 M 

々 よ 

者 多 

ズ な 

づ、 績 

ベ き 

去來 

た り. 


あ 


の 


れ 


き 


才 力 

た る 

者 な 

猿 蓑 

、此 

は 極 

遙 に 

は、 た 


猿 蓑 は 

な り。 

が 句 だ 

此卷の 


これ も 亦 疑 

がより て、 許 

支 考に對 ひ 

り、 支 考に瞞 

といへ る 集 

猿 成る とい 

め て 大切な 

勝りて 宜し 

,^ 績猿 蓑の 

足らす して 

狗尾か 猿 尾 

ことに 此卷 

に 多 く 色 蕉 

如き 草 率に 


しリ 

な ん 

は 命 

さ れ 

名 立 

ど も 

も の 

れ ど" 

の 人 

尾 續 

0 蓋 

如き- 

朱 を 

で た 


ど 

一 - 

世 

し 

る 


ォ 

hb 

ム H 

し 


人 

す- 


と  な 

芥の 

し も 

も爲 


ま 

信賴 景仰 

なり。 果 


し- 

、 

till" 

眞 


て 佳 

疑 無 


夜 遊 

蕉密 

>  J と 

此 5^ 

芭蕉 

と な 

も の 


を贝 儘に 世に出さん こと は 決して 苗 蕉の爲 すま じき ことなる を 想 ふに る。 

支 考惟然 の 手 を 引きて 路を步 ませた る 稽古 俳 諧 * か 、 る卷 まことに も 有り た 

ら ん が、 然 らば 芭蕉の 眞 赤になる ほど 朱 を 加へ て 後に 世に出すべき 答の もの 

た， 9 しなり。 

(霜 の 松露 卷 終) 


夏の 夜 や 崩れて 明し 冷し 物  芭 蕉 

支考が 今宵 賦 ありて 此卷 あり。 賦は 前 書. 詩 の 序の 用 を爲し 居れ ど、 和 歌、 連 

歌、 俳 諧 連歌の 前 害， 詞 書の 體を爲 さす。 ひそかに 李 太白が 春 夜 宴從弟 桃李 園 

^：^：にすがりて筆を舞はしたり。 され ども 太白 も 序と はした り、 序 なれば なり。 

支 考が文 も 序と す ベ し、 序 なれば なり。 そを賦 として 一 卷の 前に 置き たれば、 

賦 として は 素より 體を爲 さ や、 序 の 名 も 無き 笑 ふ ベ きものと なりたり。 一 巴 望？ 

はすな ほ な る 人に て、 幻 住^の 記 は 記な. るが 故に 記と した り、 賦 とせ ざり しな 

り、 然 るに 世に 幻 住 庵の 賦と いふ もの あ り、 誰 がした る こと ぞゃ。 此文も 想 ふ 

に 初 は 序と ありし なる ベ し， 序 なれば なり。 俳諧に せよ 連歌の 詞 書に 賦 とい 

ふ もの を 置け る こと 甚だ 異檨な り、 芭 蕉 もし 在らば 如何で 是の 如き こと を 喜 

はんや。 これ も 亦續猿 蓑が 芭蕉の 鑑 裁を經 たる ものなら ざるの 一 傍證 な， o。 

賦の文 もまた 冗 漫、 詞 づ かひ も 支 離 なれ ば、 今 これ を 省く。 夏の 夜の 句、 冷 し 物 

は 0 容 筆 粹 に， 冷 しもの は 大酒の 上 今 一 獻 などと 强 ひて 盛る 時の 事な り、 尤 も M 


春より 秋まで は 一 ト しほ 其 巧 あるべし、 時の 機轉 第一 な り. 靑 梅. 金 柑. 慈 姑、 林 檎 *  G 

n 瓜. 栗、 梨 子な どの 類 を 錫の 鉢に て 出す ベ し. と あ.^。 冷し も の、 お さへ ものな 

どい ふ 言 葉 も 其 物 も、 今 は 見聞く こと 少 くな， 0 たれ ど. 冷 しもの は特更 夏の 宴 

に は 主 の 盛 意、 客 の賞翫 た.^ しなり。 夏の 夜の 短 く、 歡 醉笑語 や、 あり て、 淸 ら 

に 涼しげ に 取 做した る 冷し 物 も 出 で、 人 々 一 ト しきり 悅 びて 之 を 賞した る や 

が て に、 其 の 冷し 物 も 崩る ゝ と、 は や 明け か 、りて 朝風の そよ と 吹く とい 

へるな り。 蓋し 曲 沼 曲翠に 招れ し 折の 寫實 にも あるべし。 

露 ははら りと 蓮の 緣先  曲 翠 

曲 翠 は 瞎 所 の 士、 菅 沼 外 記と いふ。 1 句 平叨。 打 添の 添に て、 池 力 の 涼しき 

爽やかなる さ ま な り。 

鶯 はいつ ぞの 程に 音 を 入て  臥 高 

音 を 入る 、 は 鳴か やなる にて、 鶯の音 を 入る 、 は 夏な り。 臥 高 は 其 姓名 を 


知 ら や. 瞎 所の 人なら む。 夏木薩 に. 小 禽の其 姿 其聲の 有り もす ベ きと ころと 

な り。 


古き 革 籠に 反故お し 込 


惟  タ川 


飼 鳥 ある 家の 主人 の、 歌 なんどの 草 藁 か、 何 やらの 反故 を か は ごに 押 込 み 藏 

すな-.^。 革 籠 は 革 もて 張りて 造れる 手文庫な り。 


月影の 雪 も 近よ る 雲 の 色 


支 考 


冬 ごも の 用意に 糊 細工した るな り、 と舊 解に 云 へ り- 


仕 まふ て錢を わける 駕籠 1$: 


芭 蒸 


夕 幕の 風！ iE な 


猪 を 狩 場の 外へ 追に、 がし 


曲 翠 


領主の 猪 狩に つけて 駕籠 舁の早 じ まひした b と附 けたるな り。 駕籠 ii:;:; 人 S 

足の 赌を 追に がしたり とい ふに は あらす。 

山から 石に 名 を 書いて 出す  臥 高 

狩のぁるぁたりの場な.：^。 石 取 場 もとより 狩 場に は あら す， 但 し 山 つ き 

に て^の 逃れ 来しな.^。 石 を 切 出す に. 久、 松. 長 など 、切りた る 者の 印して 出 

す - .>  と. 山 仕事の 習と 知る べし-』 

飯 ffi なる 面 桶に はさむ 火 打 鎌  惟 然 

飯櫃 はいびつ と讀 む。 橢圓 形の ことなれ ど、 本 は 飯櫃 卽ち 橢圓 形な りしよ 

り其義 生じた るな， o。 面 桶 はめんつ うと 讀 む、 飯 を 盛る の： S 物に て、 其 形橢圓 

なり。 されば 飯櫃なる めんつと いへ る は 重 言 に 近し。 但し 面 桶 は 面 を それ 

にあて ゝ 直に それより 食 ふに よ 6 て 其 名 出た る ものな れば强 ひて も^む ベ 

からす。 乞 食、 賤 者な ど 之 を用ゐ るな り。 こ 、 に は 石 切 男の 辨當箱 を 云 へ る 


なるべし。 火 打 鎌 は 火打石 を 打つ 鎌な り. 

火 を li り 食事 を濟 ませた る 態 な り" 


鳶で 工夫 をした る 照 降 


句 は 山中の 家 無き ところ にて _ 


支 考 


天 氣 


を氣づ か ひ、 雨 ならば 早く 歸ら ではと 思 ふ は、 み づ から 火 を きりて 辨 當 

食 ふ ほどの 人氣 少き處 にあれば なり。 驚の 午 時 前に く は 雨な" と 云傳ふ „ 

前 句の 人の 里 へ歸 らんと するな る べし。 


おれが 事 歌に 讀る 、橋の 番 


芭 蕉 


舊註 

^し、 我 

て 橋 守 

幾 世 か 

と 云 へ 


を 


る 


によりて 暗 雨 

は 年 ふる かひ も 

詠める 古歌と し 

によ まれけ るか 

も、 作 意に 過ぎ て 


の 工夫 をした る 

なかり けり 浦 山 

たる は惡 し。 曲 

な、 と 紀貫 之に も 

よろし からす。 


其 人 を 定めた り、 と 云 

しき は 宇治の 橋 守 、と 

齋 は 又、 津 の國ゃ 長柄 

ほめられし 身 ぞ と 橋 

長柄の 橋 は 遠き 古に 


へ る 

の 里 

守 の 

絕ぇ 


は よ 

る を 

の 橋 

誇 る 

こ I 


し ( 

な 


ま 


を 詠 め 

ける こ 

の なれ 

故 かく 

早 ふる 

により 

し 古歌 

こそ 年 

を あや 

に 於て 

el し 橋 

立 振 を 


る 歌 は あれ ど 

と 無し。 こ は 

ば. 老 いたる 人 

は 作.. >  たるな 

宇治の 橋 も， 9 

て、 歌 によ まる 

は 千載 集卷十 

ふる 力 ひもな 

ま 又 芭 蕉 の 

は 俳句 連歌の 

守 老人の 自ら 

見て，！^, 0 たり _ 


も 橋 守 

前 句 を • 

と 其 人 


な れ 

> の 

二に 

力 り 

思 へ 

ffiK  \ィ 

夸 1 

一一- -fa  i 


を 詠める 

を かしき 

を 定めて- 

によ まる 

しぞ あは 

に 老人な 

でた る も 

り とま 乍 

ふしと よ 

る ほどの 

氣哝 ある 


持 佛の顏 に 夕日 さし 込； 


歌な ど は 本より 無く、 幾 代の 歌に 詠まれ 

老人な ど、 兔 角に さる 事 をす るが 多き も 

橋の 番 などす る 者に 老人 多 き は $ め な る 

、 としたる は、 古今 集卷十 七、 讀 人 不 知. 千 

れとは 思 ふ 年の 辑 ぬれ ば. と いふ 歌 ある 

る こと を 利かせた るな り。 舊 註の 擧げ 

の に て、 其 歌 も 古 今 ^if の 歌 に よ り て、さ て 

たるな り。 曲齋の 如くに 解きて は 人 

大に 異なる こと、 なるべし" 元 祿の頃 

者. 古 今 集な どに 親まぬ は少 かりし 也。 

は 勿論に て、 そ こ は 流石に よく 一  句の 仆 

Jb. 


o 

7 


し 居 

i 有 


平 畦 

種子 

國 の 

々 と 

行者 

の 十 

閉卻 


ま 

の 


も 


も 狭隘な る、 住居な 

老人の 情なり。 こ 

も 作られ て、 人 も 知 

からす C  S 解な b. 


り。 前 句 は 老人、 持佛 など 淺ま 

れを 宇治橋の 通圓が 木像と す 

りたる ことなれ ど も. 其 木 ^ を 


平 畦に 茱を蒔 立し たばこ 跡 


ねと 訓む. 隴な り。 

を 小高く せ ざ る を 

くと ころと いふ こ 

菜を薛 きた る、 別 の 

る さ i<s な り。 夕 曰 

沸へ 夕 n さした b 

に 日光 を 吸 ふ や う 


ち 


力 

故 


て 

し 


を 想 

蹄 の 


地上に うね 立 

云 ふ。 ゃゝを 

とに も なれる 

事な し。 た、  = - 

さ し 込 む 農 家 

となせ る は、 持 

しつら へ ある 風！ is を 


な 

持 


高 く 

な れ 

詞 も 

t、 

0  く 

し。 

ら で、 


を 盛 


じ 

て 

こ 


こ 


田 


ら 


と I  J 

非な 

と 云 


は ん 


安 


置 


支 . 考 


る を 

と い 

る な 

に さ 

舍道 

り た 

作者 


\  "よ 物 

煙 

したる 

踏へ る 

り。 K 

の 工夫 


ふ ( 

廣 


を 


1 

7 


秋風 わたる 門の 居 風呂 


惟 然 


水風呂 を 居 風呂と も窗 くこと 此 頃より なり。 門の 居 風 呂、 菜 の 莳 立、 た ,v 是 

れ 田家の 常態な り。 


馬 引て 眼 ひ 初る 月の 影 


臥 高 


秋の 馬 巿、 前 句の 秋風 渡る より 來れ り。 駒 迎の馬 引きた るに は あらす。 ItT 

買 の 巿、 秋 に 立つ こと あるな り。 


尾 張で つきし もとの 名になる 


芭 ，花 i 


つぎし に は あらす、 つきし なり。 缺落 者の 惡 徒の 伯樂 とい へる 舊解 宜し" 

馬 賣賈 する 者に は 得て むづ かしき 者 あり. 流浪す る もの あるな り。 


餅 好の ことしの 花に あら はれて 


花見 同 遊の 折から 餅 好の 甚だしき こと あら は れ、 尾 張に 居た る 頃の を かし 

き 課號を また 呼ばる、 に 至りし となり。 滑稽 味の 句な り。 


正 0? もの 、襟 もよ ごさず 


臥 高 


正月 もの は 正月の 衣と いふ ことにて、 禮 服と いふ^に もなる な， o。 童子の 

斷好 なる が 襟 も 膝 もよ ごさ ぬな り。 


春風に 普請の つもりい たす 也 


舊解 

は赛風 

何ぞと 

。- 初 rc- 

大工 こ 

無し。 - 


りと 云へ.^。 然 ら 

て 好き 衣 着た る 人 

たすな -^. と 云へ る 


ば 風 の 

の 何す る 


吾、 孚 

と も 


な 


棟梁 


きて 詮無 し。 

見えす 居た る 

の 家 へ 行 き た る 


人- 


に  篤赏の  大工  棟梁な 

の軟 吹せ る 中に 立ち 

問 へ ば、 普 請の 積り い 

上げて おた ると い へる 解 も 無理な り。 棟梁の 家へ 行く もの あらん や、 

そ 普請 せんとす る 人の 許に は 到るべき なれ。 句 中に 大工 楝 梁の 姿 は 

いたすな りと 云 へ るが 挨^の 詞 なること を 味 はふ べし。 


3 

7 


簸 から 村へ ぬける 裡道 

普請 せんとす る 場所な り。 

かねぬ Is- も 舅 も 口き. 

^かねぬ は 今 用 ゐぬ語 なれ ど、 平 ら 

は 無き とい ふならん。 され ど. し か ね 

の -总 な り 、取 "かねぬ とい ふ は、 取 る か 

^ひかね ぬ は^ふ かも 知れ ぬ、  ふ な 

するとい ふこと になる 也。 猶ほ 類例 

ろかなる ことなり。 口き いて は、 本來 

する も 口き くな り、 取 な し、 旋 する も 

にて は 誹謗 譏 刺す る を も 云 ひパサ ふ や 

かねぬ の 語の 確 解 を 下し 得 ざれ ば、 何， 


支 考 

い て  芭 ^^^^ 

かに 云 は、 \ 喰 かねざる、 卽 ち 生活の 後顧 

ぬと 云 ふ は、 す る かも 知れぬ、 するな らん. 

も 知れ ぬ、 収 る な ら ん、 の ^i:- な り。 さらば 

ら ん. の 竟 なり。 さすれば かつ 生活 

を 得て 確 解す ベ し， 逸 りて 武斷 せん はお 

は 口舌 銳 利なる を 云 ふなる が、 た 談話 

口き くな り. 勸 解裁斷 する を も 云 ひ、 信 濃 

うなる を も 云 ふ。 こ、 の 口き いて は <u 

の竟の 口き いてに や、 從 つて 確 解し 難し。 


274 


およそ は 生活 は 裕なら ね ど 口舌 は 共に 鈍から ぬ錄舅 の、 藪 より 利へ ぬける 錄 

g を步 みつ、 何 か 少し 云爭 へる さまな らんと 解 せらる。 行く こと 小徑 によ 

らぬ やうなる お 子に は あらぬ 小人 同士の、 何事 か 云 合 ひつ ゝ 行くな らん。 公 

事 沙汰の 一 つもす る やうなる 人品と 想 はる。 

何 その 時 は 山伏になる  © 翠 

剛ヒ E 者の rz 癖、 i? ぞの 時に は、 山 * になる 山伏に なると 云 ふなり 前 句の ノ 

な り。 

^づと を 棒に つけたる はさみ 箱  臥 高 

從づと を 藁 づと樣 の ものと し、 魚 を裹 める ものと 解して は、 挾 箱 の 語 浮きて 

着く ところ 無し。 條づ とな り、 今 の 竹 行李 やうの もの 、 粗末なる 臨時 手製の 

もの を 云へ るな り。 それ を 棒に つけたる までの 挾 箱， 卽 ち 衣 箱と は. た -.、 是 れ 

駅 出 山 の 姿なる べし。 從づと を 棒に つけたる 挾 箱に てよ し. と 前 句へ はつ 


< き. 此 句 は 軍に 山伏 峰 中の 姿 を 見せたり。 おもしろき 附け 方な り。 

7 

2 

藤 こ は、、、 る 卯月 野の 末  芭 蕉 

時 節 な ^.m^ 所な り。 柳の 卷の 芭蕉の 句、 せ ん まい 枯れて 肌^くなる、 これと 

：?^ 異色の 什な り。 蕨 を 笹苞の 中の ものと 釋 する は 宜しから す、 卯 月：； b の卞 

と あるな り。 下 七 字 ありて、 一句 d 然、 人 も 採らぬ が 裾に 脛巾に 觸れ たる さま 

見 え、 强 ばりた る も點頭 せらる。 狗脊の 方、 宜 しき やうに て、 此の方 {且 し。 

相宿と 後先に たつ 矢 木の 町  支 考 

矢 木 は 譜國に 在る 地名な り、 こ、 の は 大和の 八 木 を 云へ りと 見て よし。 さ 

したる 事 無き 句な. o。 大和 めぐりの 旅なら む。 

際の 日和に 雪の 氣づ かひ  惟 然 

き はは 晦日な り。 際と いふに 工夫 あり て、 相 宿の 人と 共に 立た ぬ S 心を昆 


せた.^。 八 木 は 小 繁華の 地な り、 晦日 前に は 取 立た る掛賣 勘定 も 有りし なる 

ベ し。 


飮 

を し 

と い 

す る 


卽ち 

あ る 

く と 


飲 ご 、 ろ 手 をせ ぬ 酒の 引 はなし 


心と は飮 むに 宜しき 

なり。 引 はなし は、 水 

て 笑 を 後せ しむ； 引 

へば 拔 くと いふ 語 主 

引 直 す. 引 纏 む. 引 替 る 

いふ 語 主と なりて？^ 

，綿 を 柚く、 灰汁 を抽く 

灰汁の 抽 かれて 出た 


ころと なり。 手 をせ 

らすの 检引拔 のま ゝ 

なしと は 检引拔 のま 

な り て、 引 とい ふ 語 は 

どい ふ 語の 引の 如く 

しにした る ものと い 


どの 抽 くと 同じく 抽出 


曲 


さ 


なり。 酒旣に 成れば こ 

もの を もて 之 を 歷 し. 滴 瀝 せしめて 糟粕 を囊中 

はいふな り。 醬 油の 類 もまた 然 するな り。 されば、 たま 


は 手 を 入れぬな り. 自 然 の 

やな ど 、前人の 釋せ る、 入 

とい ふに は あ ら t 引拔 

れに添 はりて 稍 意 を 强 く 

なるな り。 引 はなし は 引 

なり。 こゝの 引く は絲を 

の義 なり。 灰汁 桶の 滴 は 

れを濉 布の 囊に入 れ、 重 量 

に 留まらし む』 


J れを引 

ソ n ヒ キシャ ゥヒキ 

レ は 底 引. 生 引 


7 

7 


等の あからさまなる 名. 今 も 名古屋 等に は 

W はなし を 检引拔 の 儘と 取りて 、「酒 は ま づ 

と 解す るが 如き は、 粗 鹵 千 萬、 作 者 をして 歎 

に 雪の 氣づ かひ、 此句寒 造りの 酒の 飮試 と 

一 飮 をした ると ころ 也〕 年の 用意の 酒に 

着 替の分 を 舟へ ぁづ くる 


存 

せ 


る な 

で よ 

む る 

ま で 

た る 


. これ 等の 事 

明日"， ら すば 


のな り 

らすと 

ある は 


0  ムリ TV  < 

、1ほ 〈卩 

も、 新醯 

勿論の 


も ^ 

宜 力 

の 洒 

事な 


す 8 

ん」 

P 

禾 

竹ル 


臥 高 


SI 船の いと 大な るに 上乘の 人の、 着 替の分 を先づ 舟へ 预け& はくな り。 やが 

て 幾 百 櫞を稷 出さん と はする E 一： U お 好 き 趣な り。 

封 付し 文箱 来たる 月の 暮  } 巴 蒸 

大阪. 下關長 崎と い ふやうな る大湊 のさ まなり。 遊 所よりの 迎 へ 文なら む ( 

そろく ありく 盆の 上臈 衆  支 考 


そ ろ /<、 か、 ぞ ろ/、 か. 本 によりて 異な.^。 前 句の 封 付けし 文箱 を 京の 

:B の 者の 開の こと 、したるな らん。 


蟲籠 つる 四條の 角の 河原 町 


惟 然 


前 句 上 藤 衆の あるけ る場處 なり。 京の 四 條の脤 へる 中 を 悠然と あるけ る 

なり。 蟲籠は 蟲を飼 ふの 籠 也。 


高瀨を あぐる 表 一 固 

高 瀨 川、 高 瀨舟 そこ を 通 ふなり。 四 條の角 

一^ は 固の 字讀 むべ からす。 婆心錄 は 箇 と 

蕉手錄 のま 、刻に 附 せりと いふ を も て、 是 の 

せ る な ら ん が、 非 道 不親切 太甚 し。 よし 實に 

ると も、 世 に 公に する 上に は、 さ らば 欄外に 

1 Ml と ありて 讀 みかねた るより、 口  相 傅へ， 


近 


し。 表 

よ /■■、 

通 の 字 

lo とも 

も是 正 


せ りい 

如き 不 

手錄な 

なりと 

て、 所 li 誹諧 宗匠 


疊 表な 

む ベ か 

も 改め 

手錄を 

置く ベ 

辈 は 「ひ 一 


翠 

る ベ 

ら す _ 

さ る 

改む 

き な 

と こ 


し- 

> 

を 

る 


芭 

致 


れ」 と 
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」 と 一期 

... な る 

き に 


讀 み來れ り。 これと は何ぞ や。 笑 ふべ し。 こ は ー捆と ある 

れる なり。 捆は捆 膜 織 席の 捆に て、 俗 用に は 「こ 

捆と 書し、 ート こりと 讀 ませ 来れり。 一 固の ー捆 

さ、：/ る手錄 にせ よ、 芭 蕉ー捆 を 一 固な ど、、 記す ベ 

しとす る と も、 此 木 11^ を柴 と 誤 刻せ し を だに 忌 

の 爲 に、 又 句 主たる 曲 翠の爲 に、 是 正の 事を敢 てせ 

すに 當 りて の當事 者の 用意の 疎な る、 ま た 惽 む ベ 

今の 間に 鎗を見 かくす 橋の 上 


ひ 


ざ 

し- 


み. 

あ 

こ 

V7 

し 


と 

や。 


捆の宇 を 固と 誤 

括りの こと を、 一 

明な り。 人に 示 

" 叉 然る 誤 あ り 

蕉 な り、 何 ぞ 色 蕉 

續猿襲 を 世に出 

臥 高 


荷 揚を見 居た る 束の間 に、 主 人の 繾を 見失へ るな り。 橋 長く 中高 く， 人 M 多 

きなり。 


大きな 鐘の どんに ii ゆる 


洪 鐘の 聲 のおち つき 沈みて、 輕く 小賢しげ ならぬな.^。 聯 意、 理 路 情緒に よ 


ら すし て、 お もしろ し" 


盛なる 花に も 扉 おしよせて 

扉 押 開いて 出で す、 押 寄せ たるま、 引 籠り 

の 勤學の 徒の 殊勝なる なり。 比叙髙 雄な ど 

腰かけつ みし 藤棚の 下 

つみし を 積みし とする 解 は. 前 句の 盛なる 

て 逼，. ^詰みし なり。 春賑 はしく 人 さ、 めけ 

冬の：：： より 續猿 蓑に 至る 七 奥 を、 世 呼んで 

一 たび 喧傳 してよ りズ 皆 七星の 一 を 缺く可 

も 七 部 猪と いふ こ と、 誰 かこれ を唱へ 始めし 

りな"。 0 肆 の 言 に 出で たるに や。 た、 し 


て、 庵 の 窓 よりた 

、 舊解 の 云へ る" 


花に 相應 せす。 つ 

る 也。 續猿 蓑の 中 

芭蕉 七 部 奥と いふ 

からざる が 如く 思 

ぞゃ. 芭蕉に あら 

七 部 狼の 稱 定まり 


支 考 

春 を 知る のみ 

と IK し。 

臥 高 

ブ しふ 丄调， * & こ 

、此卷 観る 可し。 

" 七 部 紫の 名 

へり。 され ど 

ぬ こと は 固よ 

てより E 眹も其 


德光を 被れる もの は績猿 蓑な り。 七 部の 一と せらる ゝ にあら すん ば、 誰か 續 お 


，又績 

。 ひ 

も蕉 

，門人 

を ひ 

' t 力 

た る 


る を 

盡せ 


猿 蓑と 稱す るに あらす ば、 如 何で 七 部の  一 

そかに 思 ふに 七 部 奥の 稱は 或は 支考の へ 1 

よ，^ て 併せ 變し たるに もやと 者 

名 に 托して， 「我 師^ 花 坊は古 芭蕉 

がし A 狂は此 時の 遣敎に 於て 六 

n  Ij^ の 日より 曠野 猿 蓑に 三 鍵し 

云 へ り。 續猿 蓑まで を蕉翁 一 代 

の 名 立 ち、 續 猿髮の 重ん せられ て 

諧日々 に墮ち て、 蕪 村 等 起る に 至 

に 及べ.： >。 芭蕉 の 六 猿、 一 を 加 ふ 

か な、 支 考 出で 、 眞 風 衰 へ 、猿 襲 績 

說、 芭 蕉の 精神 風格 を蔽ひ 儘さん 


猿 蓑 を 口にせん や- 

抗 ぐるに 满 へん や 

の 有識 を も 無 眼 を 

考が 阿難 話の 序に 

けて 二十 五條の 式 

知れ，^ とい ふべ し 

の變 化に と、；/ まり 

るロ氣 甚だ 明瞭な 

きに 就きて 摧 けた 

蕉 翁 の 風、 殆んど 蕩 

巽 下 乾 上の 象 を 得 

失 はれ、 輕簿 卑俗の 

れる こと や。 

(夏の 夜卷 終) 


翁の 名に 

渡 部 狂の 

ろ め、 な に 

し は 冬 の 

が」 云 々 と 

鳴 呼 七 部 

A とする 

〕 悲しい 

僻 淺妄の 


して 顔 を 

出して、 世 

らる。 支 

遺誡 を う 

經の變 を 

炭俵 績猿 

集と した 

り、 人 比. u 

ま で の 閒、 

に 及びて 

れ て雅韵 

する に 至 


S 


泰の u 曠野の 抄を 終へ たる 頃， 夢 に 

する ことにても あるか、 俳諧なん ど を 

て.：：！ 失 し、 北ハ 後 また 筆 を 執らん 竟も 無 

も 招偾 を 果す やう な る 心に な，.^ て舊 

し 終りぬ。 た、、 し 詩歌の 額 は ザべ て 

雁 音の 卷の 芭蕉の 擧 句， 田 に し を 食 ひ 

まこ とに 解し 易く して、 別意 も 異解も 

すと 爲 せり。 然るに 偶々 雜窨 を讀み 

るが 苻 りし を 知る に 及 び、 句 はこれ に 

もうら やましと ある に對し て、 & 〔ある 

し を慚ぢ たり。 猶ほ此 額の 解して 解 

解し 誤れる も あるべし。 詩の 關堠の 


人 ありて 曰 く  、愚 な る か な 夫 子、 葩 經 を 解 

釋 すると は 何事 ぞと。 覺 めて 茫然と し 

くて 打 過ぎし が、 今 年 た ま /、 おろかに 

業を續 ぎ、 遂に 世の 所 謂 芭 蕉七部 を 評 解 

解し 易く して 解し 易から す。 あら 野の 

て なまぐさき 口の 一 章の 如 き、 平 明淺 露- 

あるべき ならね ば、 吾 が解旣 にこれ を盡 

て、 古 き 諺 に. 田 螺 もな まぐ さの 中、 と い へ 

本 づ き て、 し かも 前 句の 花の 頃 談義 參り 

扱 をな せ る を 悟 り、 言 の これに 及ば ざり 

し 足らざる も ある ベ く 、抑-又 或 は 解して 

一 篇 だ に、 漢 儒の 解 多くに 孔子の 言 に 異 


なり。 まことに 詩歌の 類 は 解し 易く して 解し 易から ざるな り。 自是の 念の 2 

强きは 求眞の 情の 薄 きなるの み、 我 豈自是 の 念 を 熾に する を敢て せんや。 人 

に 求められて かりそめに 冬の 日を抄 せし より 烏 冤 匁々 今に 至り て、 夢 中の 人 

の 云 へ るお ろかなる わざ を爲 しお ほせぬ。 おろかな， りし かな、 おろかな るか 

な。 
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